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    　プロローグ　冬祭り


    



    〝新着メッセージがあります。〟


    　ピンコーン、と鳴った電子音に、笠かさ木ぎ兼かね亮すけは手元のスマートフォンへと視線を落とした。液晶の黒い画面を背景に、受信の知らせが届いている。


    　兼亮は板チョコを口に咥くわえ、ＬＩＮＥを開いた。


    　生い駒こま千ち鳥どりのアイコンであるフェレットの側そばに、短い吹き出しが出ていた。


    『ターゲット発見！　したと思うんだけど……』


    「思うんだけど、って何だ……？　曖あい昧まいだな」


    　その疑問に答えるように、画面の下から新たな吹き出しが生まれる。


    『見た目、情報と違うけど、たぶん、合ってる』


    　兼亮は、液晶画面に指先を滑らせた。


    『ほんとに大丈夫ですか？　間違えて捕まえちゃったら洒しや落れになりませんよ』


    『なんか。写真より、ふとましいのよ』


    「……ふとましい……？　太いってことかな」


    　さらにフェレットのアイコンが続き、矢継ぎ早に吹き出しが追加された。


    『今追いかけてる。兼亮の正面に出る』『挟み撃ちにできるかも。川沿いに下ってきて』


    「了解、と」


    　呟つぶやきながら返信し、兼亮は顔を上げた。


    「……人ひと込ごみは、やなんだけどな」


    　川沿いの車道には、露店が向かい合って立ち並んでいる。甘酒、綿菓子、焼きもろこし。香ばしい匂においの漂う空間は、縁日を楽しむ人々の喧けん騒そうで[image: ]あふれていた。


    　夕焼け色に染まる一本道へ、兼亮は意を決して、足を踏み入れた。生駒千鳥の報告通りなら、ターゲットである読み手は、道の向こうから逃げてくるはず。


    　空の上の方はもう紫が混じり、気の早い半月がうっすらと浮かんでいる。澄み切った冬の空に、季節はずれの祭り囃ばや子しが轟とどろいていた。


    　獅し子し神がみ祭りは、夕ゆう陽ひヶが丘おかの誇る伝統行事である。普段は閑散としたこの獅子神神社一帯も、今日明日は来場客で賑にぎわうことだろう。人々の目当てはこの冬祭りのメインイベントである、灯とう籠ろう流しだ。双そう頭ず川がわに広がる幻想的な光景を目当てに、見物客はさらに増えてゆくはず。


    　できればその前に、捕まえてしまいたい。


    　兼亮は携帯電話に送られてきた写真を、今一度確認した。如月きさらぎシェリー。夕陽ヶ丘高校の三年生。白人とのハーフである彼女は、雑誌の読者モデル経験を持つくらいに長身で、スタイルがよく、美人であった。


    　スマートフォンに、新しいメッセージが入ってくる。


    『ターゲットは二人で来てるみたい』『わ、もういっぽう外国人だ。すごい美人。やっぱモデル仲間かな』『あ。やば。ばれた』『逃げた』


    「……え」


    　フェレットのアイコンの下に、新たに村むら瀬せ一いち郎ろうのアイコンが現れる。


    『なぜだ。相手は君の顔を知っているのか？』


    　幼児が人の顔を描いた落書きのようなアイコン。次いで、笹ささ森もり伊い吹ぶきが発言する。日曜朝にテレビで見かけるヒーローのアイコン。


    『お。超走ってる。こっからも確認できたぜ』


    　フェレットが、ビックリマークを打つ。


    『兼かね亮すけ、そっち向かってる！　止めて！』


    「え。え……？」


    　顔を上げたその先から人ひと込ごみを割って、こちらへと向かってくる巨体を確認する。明るい髪に厚い化粧。その顔は確かに、写真で見た如月きさらぎシェリー。しかし写真よりも想像よりも、かなり太い。


    「いやもう別人レベルだろ、あれ」


    　兼亮は、足を止めたシェリーが、じっとこちらを見ているのに気づいた。


    　目が合って数秒、シェリーは表情を歪ゆがめ、進行方向を変える。しまった、こちらの顔もバレているようだ。石段へ向かったシェリーを追いながら、兼亮はＬＩＮＥを使ってチームへメッセージを送った。


    『俺も見つかっちゃいました。ターゲットは階段を上がって境内に向かってます』


    　すぐに吹き出しの側そばに〝既読３〟と表示され、それぞれのアイコンから辛しん辣らつな返信が届く。


    『何してんだよオオカミ。変身しとけって』


    『ほとほと使えない読み手だ』


    『ロリコンのくせに』


    「いや、だってさ……」


    　釈明の言葉を打とうとしたそのとき、帯おび刀なた月つき夜よのアイコンが画面下から登場した。ウサギの顔のイラストの側に、『千ち鳥どりたいへん！』と短い吹き出しがついている。


    『りんご[image: ]あめが売ってるよ！　買っとく？』


    　いつもは抑揚のない話し方をする月夜は、文面だと、妙に明るい。


    『月夜、悪いけど今それどころじゃないの！』


    　緊張感のないウサギに、フェレットが答える。


    　兼亮は、シェリーの駆け上っていく石段の先を見上げた。


    「……やばい、上には帯おび刀なたさんが」


    〝人間を文字として読む能力〟──人を文字の塊かたまりとして認識し、その思考や記憶を読み取ってしまう月つき夜よの特殊な蒼あおい瞳は、ワーストエンド・シリーズの読み手たちにとっても脅威的な能力だ。悪役ヴイランズの能力を借りる読み手たちは、そのルールや性質を読まれることを恐れる。


    　ただし、人を読むだけであって戦闘能力を持たない月夜は、戦うことができない。だから如月きさらぎシェリーの捕獲作戦中、月夜は境内で待機しているはずだった。


    　シェリーが今、向かってゆく先で。


    『ターゲットを追います』


    　素早く文章を打ち込み、兼かね亮すけは石段を駆け上がった。


    　如月シェリーの体格は、追うための目印としては好都合だ。「すみません」と肩をぶつけながら、兼亮は遠くの明るい髪を追う。シェリーはまるでブルドーザーのように、人々を蹴け散ちらして進んでいった。


    　石段を上り切った先、再び露店の立ち並ぶ区画に出る。提ちよう灯ちんやライトで賑にぎやかに彩られ、親子連れや若い男女が往来する石畳の鋪道は、下よりも喧けん騒そうで[image: ]あふれている。


    「……くっそ」


    　下りてくる人々の流れに足を止められ、シェリーを見失ってしまった。


    　兼亮は板チョコを嚙かみ砕く。それから人ひと込ごみを避け、石畳を外れて雑木林へ移動した。


    　──ピンコーン。


    　軽快な電子音と共に、スマートフォンが振動する。


    『千ち鳥どりどうしよう！』と発言したのは再び、ウサギのアイコンだった。


    『大きいのと小さいのがあるよ！　どっちがいい？』


    「……何してんだこの人は」


    　空気を読まないウサギのアイコンへ、再びフェレットが声を荒らげる。


    『もう！　何言ってんの月夜、大きいのに決まってるでしょう!?』


    「……買わせるんだ」


    『人が多くて追えません。帯刀さん、どっかに隠れててください』


    　兼亮の吹き出しにウサギが答える前に、フェレットが先に発言した。


    『鏡の中から先回りするわ』


    〝鏡の中に入る能力〟──『白雪姫』の〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟から借りた能力を使えば、人の代わりに等身大のデッサン人形が生活をする鏡の世界に入ることができる。向こうの世界での出来事は、現実世界に影響しない。だから密集する邪魔な人形たちを蹴散らして進んだとしても、何の問題もないはずだ。


    　千鳥は発言を続けた。


    『笹ささ森もり連れて潜もぐるから。ちょっとの間、繫つながらなくなるわ』


    『了解』


    　枯れた木々の間を抜けて、兼かね亮すけは立ち並ぶ露店を横目に、雑木林の斜面を上っていく。


    　喧やかましいジェネレーターのエンジン音と喧けん騒そう。提ちよう灯ちんの連なるセピア色の雰囲気は夏祭りのようで季節感を鈍らせられるが、兼亮の足元では、踏まれた枯れ葉がくしゃりと音を鳴らす。


    　と、石畳の中央付近で如月きさらぎシェリーを発見して、兼亮は足を止めた。


    　──見つけた。


    　反射的に木陰に身を隠し、その様子を窺うかがって青ざめる。


    　シェリーはあろうことか、月つき夜よと向かい合っていた。


    　艶つややかな漆しつ黒こくの長髪に、セピアに照らされてなお、白い肌。感情の欠けた西洋人形のように、帯おび刀なた月夜は無表情のまま、シェリーを見上げている。その両手には、何本もリンゴ[image: ]あめが握られていた。露店の香ばしい匂においに誘われて、境内から下りてきてしまったのか。


    　大柄なシェリーと、小柄な月夜。向かい合う二人の体格差が、危機感を滲にじませる。


    「帯刀さんっ！」


    　兼亮はチョコを捨てて駆けだした。


    　千ち鳥どりや自分の顔を知っている如月シェリーが、月夜の顔を知らないはずはない。シェリーの持つ能力がどのようなものかはわからないが、だからこそ、至近距離で睨にらみ合うことの危険値は測れない。


    　雑木林から飛び出した兼亮を振り返り、月夜は表情を変えないまま、瞬まばたきをひとつ。焦しよう燥そうの表情を浮かべたのはシェリーだった。


    「……んの、邪魔すんじゃねーよ。マジで……！」


    　肩に提さげたトートバッグから鷲わし摑づかみにして取り出したのは、手の平サイズの三体の人形だった。丸く大きな頭部に体がついた、〝目玉おやじ〟のような二頭身の人形。


    　シェリーの足元に放られた人形は石畳に転がり、ひとりでに起き上がる。


    　意志を持ったそれは辺りを見回し、「にー」と鳴いた。


    「……何だあれ……？」


    　目や口はついておらず、その顔の表面にはただ、ハートのマークと、番号が描かれていた。人形にはそれぞれ、〝８〟〝９〟〝10〟と番号が振られている。


    　見た目は小さく可愛かわいいが、追い詰められたシェリーが取り出した以上、何かの能力だろう。兼亮は月夜の腕を取って引き寄せる。


    「帯刀さん、離れて！」


    　月夜を背中に隠し、兼亮は両腕を広げた。人ひと込ごみのど真ん中で能力を使うのは躊躇ためらわれたが、最優先は月夜の守護だ。広げた両腕に、黒々しい黒煙が纏まとわりつく。


    『赤ずきん』の〝噓つきオオカミライアー・フアング〟から借りた力は〝誰かに変身する能力〟。脳内にイメージするのは鋭利な鉤かぎ爪づめ、太い腕。煮に雪ゆき瞑つむりに取り憑ついた、人食いオオカミの姿──。


    「笠かさ木ぎくん、ダメ」


    　しかし形成途中であったイメージは、月つき夜よに手を握られ、霧散した。


    「え、何。何ですか」


    「ひとりでは、ダメ」


    　月夜はずい、と鼻先を近づける。


    　兼かね亮すけは戸惑った。


    「確かにまだ戦闘には慣れてませんが、さすがに俺でもこんな人形に負けは──」


    　ぐしゃっ、と兼亮の言葉の途中で、シェリーがハートの人形を踏み潰つぶした。仲間が潰され、「にー、にー」と逃げ惑う残り二体の人形も、敢あえなくシェリーのパンプスに潰される。


    「は……!?　何で？」


    　兼亮が戦うまでもなかった。自分で出しておいて、自分で殺すのか。


    　しかし呆あつ気けにとられた兼亮の目前で、潰された人形の死体が、風船のようにむくむくと膨ふくらみ始める。三つのバルーンの大きさはシェリーの身長をも超え、破は裂れつ。中から、全身を煌きらびやかな鎧よろいで覆おおった騎士が登場した。


    　イベントのひとつだと勘違いされたのか、周囲から「おおっ」と歓声が上がる。


    　フルフェイスの兜かぶとを着けた三体の騎士は、シェリーを守るように前に立つ。


    　二体は大きな盾を、前に出た一体は、先端に分ふん銅どうの繫つながった鎖を握っていた。


    「……帯おび刀なたさん、下がっててください」


    　兜かぶとに〝８〟と数字の描かれた鎖の騎士は、じっと兼亮を見据えている。兜の隙すき間まの深しん淵えんからは、確かな敵てき愾がい心しんが向けられていた。


    　やばい、勝てる気がしない。どうやって月夜を逃がすか、最悪、自分が囮おとりになってでも──。覚悟を決めた兼亮の耳に、月夜の声が届いた。


    「大丈夫。あれは〝迎撃兵〟と〝守護兵〟。こちらから仕掛けない限り、攻撃をしてくることはないはず」


    「迎撃……？」


    　兼亮が攻撃をしてこないと悟って、シェリーは再び境内に向かって逃げ出した。すると三体の騎士たちも、シェリーを囲んで後に続く。


    　人ひと込ごみを押し退のけて、シェリーを先頭にした一行は去っていった。


    「帯刀さん、あいつと喋しやべったんですか」


    「いくつか質問して、読んだだけ」


    　月夜はシェリーと三体の騎士を見送って、ちろりとリンゴ[image: ]あめを舐なめる。


    「〝エース〟から〝ジャック〟までの一一体に、〝キング〟と〝ジョーカー〟を加えた計十三体の騎士。それらが彼女の武器。〝兵を率いる能力〟。それが『不思議の国のアリス』の悪役、──〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟の力だよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　トン、トンと夕空に響く小こ鼓つづみの音が、そのリズムを速めていく。


    　境内の中央に設置された舞台上で、派手な着物を纏まとった演者が舞いを披露していた。甲かん高だかい笛の音に釣られて、観客の熱も高くなってゆく。


    　建たて家やの窓ガラスを通して鏡の中の世界から飛び出した生い駒こま千ち鳥どりは、襟えり元もとに巻きつくフェレットに首を埋うずめて、シェリーが石段を上がってくるのを待った。肩から前に垂らした二房のおさげに、一〇歳児の小さな体。訳あって子供の体型をしているが、中身は一七歳の女子高生である。


    　ほどなくして、境内の石段を上がってきた如月きさらぎシェリーを確認する。


    「……何なのあれ。和洋折せつ衷ちゆうもいいとこだわ」


    　大柄の騎士三体に守護されているシェリーを眺めて、千鳥は眉まゆ根ねを寄せた。伝統的な小鼓や笛の音に馴な染じまない西洋の騎士たちは、境内を奥へと向かってゆく。


    　未知の騎士に守られている以上、[image: ]う闊かつに近づくのは危険かもしれない。幸いにも、相手はまだこちらに気づいてはいない。まずは様子を窺うかがうべきか。小走りで後を追う千鳥の側そばを、笹ささ森もり伊い吹ぶきが全速力で駆け抜ける。


    「あいつら、倒しちゃっていいよな!?」


    「んあっ、ちょっと、待ちなさいよ、バカ！」


    　人々の行き交う石畳の上を、伊吹は一直線にシェリーへと向かった。伊吹が靴を脱ぎ捨てたのを見て、千鳥は慌てて叫んだ。


    「笹森っ！　炎は使っちゃダメだからね」


    「え、マジで!?」


    　できるだけ目立たないで──と付け加えたものの、この祭り会場でそれは難しい。シェリーを囲む三体の騎士はすでに多くの人々の視線を集め、周囲をざわつかせてしまっている。


    　しかしだからといって、不必要にワーストエンドの能力を人目に晒さらすことは避けたい。ただでさえ伊吹は〝夕ゆう陽ひヶが丘おかの発火人間〟として、世間を騒がす夕陽ヶ丘の[image: ]のひとつに数えられているのだ。


    　これ以上市し井せいの話題に上るのはごめんだと、そんな千鳥の気持ちを知ってか知らずか、勇ゆう猛もう果か敢かんに騎士へと飛び掛かった伊吹は振り上げた右腕に炎を纏まとうことなく、ただの拳を繰り出した。


    　──ゴウン。


    　敢あえなく大おお盾たてで防がれ、鈍い音が祭り囃ばや子しに混じる。


    「痛ってえっ！　素手でこんなの、どうやって倒すんだよ！」


    「決まってるじゃない。頑張って……倒すのよ」


    　千ち鳥どりは足を止め、離れたところからぽつりと答える。


    　伊い吹ぶきの登場で騎士たちはさらに注目を集め、辺りから拍手が上がり始めた。


    　人々の視線から逃げるように、シェリーは身を屈かがめて騎士から離れる。


    　その姿へ、千鳥は視線を滑らせた。騎士たちを囮おとりにして、その隙すきに逃げるつもりか。


    「そうはさせるかっての」


    　千鳥は呟つぶやき、シェリーの前へ先回りする。


    



    「……くそっ！　何なのあいつら、邪魔しやがって……！」


    　シェリーは前を行く人々を手で押し退のけながら、境内を駆けた。しかし境内の裏手に回ったところで、フェレットを首に巻いた少女に立ち塞ふさがられる。


    「如月きさらぎシェリー。……あのナイトはあんたのでしょ？　何の読み手なの？」


    「……見てわかんじゃん。『不思議の国のアリス』よ。あいつらは一回潰つぶすと元に戻んない使い捨てだってのに、あんたらのせーで三匹も殺しちゃったじゃん！　もったいない」


    「ふうん。〝ハートの女王〟ね。家来を使い捨てだなんて、女王失格だわ」


    「守ってくれる家来もいないあんたこそ、女王失格なんじゃねーの？」


    　シェリーは腰に手を当てて、威厳たっぷりに笑みを浮かべた。


    　直後に、千鳥の小さな体へ、鎖が巻きつく。


    「つっ……！」


    　千鳥の背後から現れたのは、〝８〟と描かれた鎖の騎士。その手に握る鎖の先は、千鳥の体へと続いている。


    　身動きの取れなくなった千鳥のほっぺたを、シェリーが摘つまんで引っ張った。


    「ひとりぼっちの〝いじわる王妃〟ちゃんが、たくさんの家来に愛された〝ハートの女王〟に勝てると思ってんの？　は？」


    　千鳥の肩に乗るフェレット、スノーホワイトが、シェリーの指へ口を開く。


    「ひっ」


    　シェリーは慌てて指を引く。合わさったスノーホワイトの歯が、カチと音を鳴らした。


    「スノー、いいから」


    　言って千鳥は気丈にシェリーを見上げた。


    「ふん。あたしにだって忠実な家来はいるのよ」


    　言いながら、ジャケットのポケットの中でスマートフォンを操作する。


    　──『むらせはっしん一五秒後に』


    「観念するといいわ、〝ハートの女王〟。あたしの家来はそこそこ強いからね。あんたに勝ち目はない。女王はひとりで充ぶっ──んっ……!?」


    「え……何……？」


    「……は、早いっ、一五秒後って、言ったほひ」


    　千ち鳥どりの言葉を遮さえぎって、その口内から、マスケット銃が生はえてゆく──。


    



    　大おお盾たて同士がぶつかり合い、境内に金属音が鳴り響いた。


    　銅ど鑼らを打ち鳴らしたように盛大に、臓腑に響くその音は、観客たちを白熱させる。


    「兄ちゃん、頑張れー！」「負けるなあっ」「そらまた来たぞ！」


    　境内の演舞よりも注目を集めながら、伊い吹ぶきは二体の騎士と対たい峙じする。


    　俊敏な動きで盾の挟撃をかわした伊吹は、上下左右に飛び跳はね、騎士たちを翻ほん弄ろうした。彼らは巨大である分動きが鈍く、加えてそれに見合った盾を構えているため、死角も多い。


    「おっせえよ、おまえら！　んな重そうな鎧よろい着てっからだぜ」


    　伸びてきた太い腕を、伊吹は小こ脇わきに抱かかえ込む。そして騎士の胸甲板を蹴けり飛ばし、反動で籠こ手てを引っ張った。


    「脱がしてやるよ、こんなもの……！」


    　外れた籠手を抱きかかえたまま、伊吹は石畳へと倒れる。


    　すると辺りがしん、と静まり返った。


    「……あ、あれっ？　おまえ、腕は？」


    　騎士の右腕は伊吹に引っ張られ、肩口から切り離されていた。


    　脱がした籠手の中を確認してみても、そこに取れた腕は無い。籠手の中身は空洞だ。


    　騎士の肩口からは、濛もう々もうと赤い煙が上がり続けていた。それはまるで血飛沫しぶきを散らしているかのように不気味で、観客たちを動揺させた。


    　肩口から覗のぞく甲かつ冑ちゆうの中に、人の気配はない。ただ、真っ赤な煙を上げる、穴だけがあいていた。


    「空っぽ……？　こいつ……鎧だけなのか」


    　右腕を失った〝９〟の騎士は、欠損など無視して伊吹へと襲いかかった。大盾のその尖とがった一辺を、伊吹へと振り下ろす。


    　大盾をかわした伊吹は、濛々と煙の吹き上がる騎士の肩口から甲冑の中へ、躊ちゆう躇ちよなく拳を突っ込んだ。手応えはない。やはり、中身は空っぽだ。


    「……何だよ、拍子抜けだな。ゲームだってそうだろ、機械相手にしたってさ」


    　パチン、と伊吹は手を突っ込んだ甲冑の中で、指を弾はじく。その音は空洞で反響し、炎を発生させる。


    〝音を燃やす能力〟──『かちかち山』の〝白兎ホワイト・ラビツト〟から、借りた能力。


    　轟ごう、と鎧の内部から炎が吹き出したと同時に、背後からもう一体〝10〟の騎士の大きな腕が迫った。伊吹はそれを造作もなく受け流し、首の下から兜かぶとの中へ、手首を突っ込む。


    「──ＣＰＵ相手に勝ったって。ちっとも嬉うれしくねーんだ、よっ」


    　言って再び、指を鳴らす。


    　直後に、兜かぶとの内部から炎が吹き上がった。


    「つまんねえぜっ！　おまえらっ」


    　炎を纏まとい悶もだえる二体の騎士が、辺りを明るく照らしだした。


    　突然上がった火の手に観客たちは戸惑い、二体の鎧よろいから距離を取る。彼らは死んだのか？　これはどんなトリックなのか？　そもそも、何のイベントだったのか。


    　子供が目の前に倒れた騎士に驚き、肩をびくつかせた。その目に涙が滲にじむ。今にも泣き出しそうになった、そのとき──。


    「っしゃああっ！」


    　伊い吹ぶきが拳を突き上げると、その勝ちどきに感化されるように、盛大な歓声が巻き起こった。目立つなと忠告されていたはずの伊吹は拍手喝かつ采さいの最中、得意気になって見み栄えを切る。


    



    　千ち鳥どりの喉のど奥おくから伸びてきた銃口は、シェリーの鼻先に突きつけられた。


    「……はっ。はあっ？」


    　シェリーは後あと退ずさる。


    　千鳥の口内から生はえてきたのは、その小さな体には収まりきらないほど長い、マスケット銃だった。その木製のグリップを、グリップを握る腕を、頭を、体を、ゆっくりと千鳥は吐き出していく。


    「おっ……。おえ」


    　千鳥が口から生み出したのは、モッズコートを着た長身の男だった。


    「ぐ、ぐろっ……」


    　シェリーは顔を引き攣つらせる。異常だ。なんと気持ちの悪い能力。〝いじわる王妃〟の力は鏡の中に入るだけではなかったのか？


    　しかし生まれた男の顔を見て、この能力の読み手は彼だと気づく。


    〝拷ごう問もん部屋を作る能力〟──『青あお髭ひげ』に描かれた悪役、〝青髭ブルー・ベアード〟の力。


    　村むら瀬せ一いち郎ろうは先に千鳥の唇へ拷問部屋の出入り口を設定しておき、部屋を通して、登場した。


    　血の気の引いたシェリーへ銃口を突きつけたまま、穏やかに言う。


    「──如月きさらぎシェリー。絵本を渡せ」


    「……あんたら、何なの？　気持ち悪いんだけどマジで。悪役に魂売って人間やめたの？」


    　シェリーはさり気なく、一郎の背後を窺うかがった。


    　鎖を構えた騎士を確認し、女王らしい笑みを浮かべる。


    「欲しいんだったら、奪ってみれば。できるなら、だけど！」


    　シェリーの言葉を合図に、騎士は分ふん銅どうの付いた鎖を、一郎の背中へと投とう擲てきする。


    　鎖は、一いち郎ろうが盾にしたマスケット銃だけを搦からめ捕る。


    　銃を捨てた一郎は、すかさずシェリーの口元を手の平で塞ふさぎ、もう一方の手で、ポケットから小さなナイフを取り出す。


    　そして躊躇ためらうことなく、シェリーの太ももへと突き刺した。


    「いっ……！」


    　シェリーの悲鳴は、口元に当てられた手の平によって握り潰つぶされる。


    　涙目のシェリーに涼しげな笑みを近づけて、一郎は今一度、囁ささやいた。


    「──如きさ月らぎシェリー。絵本を渡せ」


    「……ふぅ、んふぅ……」


    　シェリーがリアクションを見せないと知ると、一郎はナイフをさらに深く突き入れた。


    「んっ……んーっ！」


    「──如月シェリー。絵本を──」


    　再三の命令を聞き終わる前に、シェリーはがむしゃらに首を縦に振った。一郎の背後に迫った騎士が動きを止め、赤い煙を吹き出して消滅してゆく。


    「……んん？　聞こえないんだけど」


    　しかしそれでも、一郎は止まらなかった。シェリーの太ももに刺さるナイフを抜き、その刃先を今度は首元へ宛あてがう。


    「ちゃんと喋しやべれ。君は、悪役に魂売って人間やめたのか？　しかし妙だな。ワーストエンド・シリーズに、白ブタの悪役なんていただろうか……？」


    「村むら瀬せくん」


    　背後から聞こえた声に、一郎は視線だけを動かした。


    　すぐ後ろに、リンゴ[image: ]あめを舐なめる月つき夜よが立っている。


    「やり過ぎ」


    「……」


    「ご、ごべんだざい。ごべんだざい……！」


    　ようやっと解放されたシェリーは、声を震ふるわせて泣いた。涙で濡ぬれたその顔にはもう、女王のような貫かん禄ろくはない。


    　またこの場ではもう一人、貫禄をなくした涙目の王妃が、兼かね亮すけに背を摩さすられていた。


    「村瀬っ！　あんた許さないから！　痛くないって言ったじゃん！　しゅるるって一瞬で出るから大丈夫って言ったじゃん！」


    「痛くはなかったろう？」


    「苦しかった！　超苦しかった……！」


    　非難の声を上げる千ち鳥どりに、月夜はリンゴ[image: ]を差し出した。


    「……早く帰ろう。文字だらけで目め眩まいがするよ」


    　無感情に言う月つき夜よだったが、兼かね亮すけには、彼女が縁日を充分満喫していたように思える。


    　リンゴ[image: ]あめを舐める月夜の舌が、赤く染まっていた。

  



  
    　第一話　襲撃者たち


    



    「まつりー！　はなよみも冬まつり行きたかったああ！」


    　客間の座敷机に両手をついて、村むら瀬せ花はな詠よみはぴょんぴょんと足を跳はねさせた。


    　膨ふくれた頰ほおは、側そばで胡座あぐらをかく一いち郎ろうへと向けられている。


    「いちろーはいんちきっ！　何かたべたんだろう。はなよみに隠れて何かたべよったあぁ」


    　花詠は着物の上に、梅の花びらを散らした赤い半はん纏てんを羽は織おっていた。古き良き日本家屋、といった趣おもむきのあるこの村瀬家に風ふ情ぜいを添えるこの六歳の女の子は、怒っていてもなお、可愛かわいらしい。


    　切り[image: ]そろえられた前髪を揺らして、花詠は一郎を指差した。


    「おみやげもないとは何事かっ」


    　差された人差し指をそっといなして、一郎はなだめるように答える。


    「花、僕たちは何も、遊びに行ったわけじゃないんだよ」


    　その隣で、月夜は自分の[image: ]かばんを漁あさっていた。その中身が次々と座敷机の上に出される。ウサギのストラップを付けた小銭入れを皮切りに、おもちゃの脇わき差ざしや指人形など、縁日のくじ引きで手に入れた景品の数々だ。


    　座敷机を挟んで向かいに座る千ち鳥どりが、「この子は遊んでたみたい……」と呆あきれて脇わき差ざしを手にする。プラスチック製のそれは、黄緑色の派手な[image: ]さやに納められている。


    「夏にまた、行きたいですね。浴衣ゆかたとか着て」


    　兼かね亮すけは、月つき夜よの小銭入れを手に取った。数週間前、学校で起きた騒動で切り落とされてしまったウサギの腕は、綺き麗れいに縫い直されている。この小銭入れを握り締め、露店を回る月夜の姿を想像すると微ほほ笑えましい。


    　[image: ]かばんの奥からリンゴ[image: ]あめを取り出した月夜は、それを花はな詠よみへと差し出した。


    「食べる……？」


    「……いい」


    　花詠は月夜の瞳に怯おびえるように、一いち郎ろうへとしがみついた。その蒼あおい瞳や変化を見せない表情は、子供にとっても奇き々き怪かい々かいと映るのだろうか。


    「……」


    　お気に入りのリンゴ[image: ]を拒否された月夜は、しょぼんと目を伏せる。


    　あまりに不ふ憫びんな姿に居ても立ってもいられず、兼亮は手を伸ばした。


    「……俺、食べたいです。花ちゃんが食べないなら、貰もらってもいいですか？」


    「いいよ」


    　顔を上げた月夜はやはり無表情のままだったが、どこか嬉うれしそうに、[image: ]を兼亮へ手渡した。


    「……あんた二個目じゃない」


    「……好きなんですよ。二個食べたいくらい」


    　頰ほお杖づえをついた千鳥の野次に、兼亮は包みを解きながら答えた。


    「いちろー、とうろうながしはきれいだった？」


    「さあ。見ていない。遊びに行ったわけじゃないと言ったろう？」


    「おお。いちろー、とうろうながし見てない？」


    「見ていない」


    「見たいか？　はなよみと見たい？」


    「……花は、灯とう籠ろう流しが見たかったのか？」


    「はなよみはべつに。ただ、いちろーが見たいなら。見てやらないこともない」


    「そうか」


    　一郎は僅わずかに微笑んで、花詠の頭に手を添える。


    「それじゃあ明日。一緒に見に行こうか」


    「はいよろこんでー！　仕方ないな。指切りげんまんしれ」


    　花詠は満面の笑みを浮かべ、一郎に小指を差し出した。


    「それから花、お土産みやげなら買ってある。食べ物じゃ、ないけれど」


    　一いち郎ろうが言いながら取り出したのは、花柄の髪飾りだった。


    「あー！」


    　花はな詠よみは歓声を上げた。月つき夜よのリンゴ[image: ]あめとは、正反対のリアクションだ。


    「露店で買った安物だけどね」


    　一郎は花詠の手の平から髪飾りを摘つまみ、その髪へと留とめてやった。


    「いちろー！　どうか？」


    　花詠は髪飾りを一郎へ向ける。


    　一郎は微ほほ笑えみながら、「可愛かわいいよ」と答える。


    「……何あれ。超不気味なんだけど」


    　その様子を眺めていた千ち鳥どりが、隣の兼かね亮すけに呟つぶやいた。


    「俺も初めて見たときはぞっとしましたよ。花ちゃんにだけは優しいんですよね、あの人」


    　リンゴ[image: ]を舐なめながら、兼亮は答える。千鳥の肩から机上に下りたフェレットのスノーホワイトが鼻をひくひくさせて、兼亮の手元を見上げていた。


    「従妹いとこなんでしょ、あの子。従妹って……結婚できるのよね」


    「……え？　そういう関係？」


    「あいつが優しいってだけで異常性を感じるわ。あいつ、ロリコンだったりして。あんたみたいに」


    「勘弁してくださいよ。少女嗜し好こうという存在価値まで奪われてしまったら、俺は他に何であの人に勝てばいいんですか」


    「……あんたね。変態っぷりで勝ったってそれ誇れないからね？　ロリコンは短所なの」


    「一〇歳児に言われると余計傷つく」


    「ふん。少女がロリコンに甘いと思うな？」


    　兼亮と千鳥は、座敷机の向こうを眺めながら、小声で言い争う。


    「花、感謝の気持ちがあるなら、それを伝えなくてはいけないよ」


    「そうだった。今言うところだった。いちろー！　ありがとう！」


    「どういたしまして」


    　花詠はトタトタと畳を駆けて、兼亮と千鳥の間に走ってくる。


    「かねすけ！　どうか？」


    「うん。似合ってるよ、花ちゃん」


    「そうか、ありがとう！」


    　礼を言い、ちらと千鳥を窺うかがう。兼亮とは違い初対面である千鳥に対し、人見知りしているのだろう。千鳥はそれを察し、そっぽを向いて言ってやる。


    「……可愛いんじゃない？」


    「……そうか！　ありがとう！」


    　気をよくした花はな詠よみは、そのまま座敷机の下座へと駆けた。そしてそこに座る人物へ、同じように髪飾りを見せ、尋ねる。


    「ええと。……どうか……？」


    「……は？　知らないんだけど」


    　如月きさらぎシェリーは手首を前で縛られたまま、花詠を睨にらみつけた。


    「そ、そうか……」


    　気落ちした花詠を見ていたたまれず、シェリーは声に苛いら立だちを混ぜる。


    「ああもう！　可愛かわいい！　超可愛いわよ！」


    「そうか！　ありがとう！」


    「ありがとうじゃねーよ！　何なのこの子！　ってかあんたら何なの!?　捕虜を前にしてなに和なごんでんだ。さっさと尋問でも拷ごう問もんでも始めろよ。超気まずいんだけど！　どんな顔して座ってればいいわけ？」


    　息を荒らげるシェリーを、客間に座る一同はきょとんと目を丸くして見つめる。


    　そうだ、この捕虜から絵本の隠し場所を聞き出すために、祭り会場からわざわざここ、村むら瀬せ家へとやってきたのだった。


    　ここまでの移動は、一いち郎ろうの持つ能力〝拷問部屋を作る能力〟によって行われた。


    　一郎はその能力を使い、自分の部屋を、密室の拷問部屋へと作り替えている。ポケットに設定してある拷問部屋への入り口を潜くぐれば、一郎の部屋へとワープすることができるという寸法だ。


    　途中で帰ってしまった伊い吹ぶきを除いた一同は、シェリーを連れ、村瀬家に到着していた。


    「何なの？　あんたら何のために私を連れてきたの？　絵本のためだろ。絵本が欲しーんだろ。違うの？　何？　欲しくないの？」


    「……ごめんなさい。絵本の隠し場所、教えてほしい」


    　シェリーに[image: ]しつ責せきされ、月つき夜よは素直に頭を下げる。


    「……いや、おいぃ。だから、捕虜相手に謝んなよ。つか、言わねーし」


    「大丈夫」


    「っ……」


    　顔を上げた月夜の蒼あおい瞳に当てられ、シェリーは息を呑のんだ。


    「あなたは何も答えなくていい。私の質問を聞いていれば、それだけで」


    　質問をきっかけに、文字として読み取ってしまう。その思考も、記憶も、感情も。それが絵本の作り手である〝ライター〟としての、月夜の能力。


    　その煌きらめく蒼い瞳に見つめられてしまえば、隠しごとは、できなくなる。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　月つき夜よによる尋問が始まった。


    「あなたの名前は。学校は。学年は」


    「……」


    　シェリーは俯うつむき口を噤つぐむが、月夜は机上のメモ帳に、シェリーの脳裏に連想された回答を書き出していった。


    〝如月きさらぎシェリー　夕ゆう陽ひヶが丘おか高校　三年生〟


    　これらは、事前情報として知っていたことだ。質問はまだ序の口であったが、メモ帳を見たシェリーの顔からみるみる血の気が引いていく。


    「……誰から絵本を受け取ったの。……どこで絵本を受け取ったの」


    　頭の中を覗のぞかれる経験など、初めてだろう。シェリーはせめてもの抵抗として、月夜を睨にらみつけた。月夜は表情ひとつ変えることなく、黙ってメモ帳に文字を書き写す。


    〝黒い仮面の男　獅し子し神がみ神社〟


    「黒い仮面……って」


    　兼かね亮すけがメモ帳を覗き込んで呟つぶやいた。


    「〝先生〟のことでしょ。間違いなく。獅子神神社……？　学校じゃないのね」


    　千ち鳥どりは小首を傾かしげた。獅子神神社とは、今も冬祭りが行われているあの場所だ。山の中腹にあるその神社は、今日のような祭りでも催されない限り、人の通りは少ない。女子高校生がふらりと立ち寄るには適さない場所である。


    　月夜が次の質問をしようとしたそのとき、一いち郎ろうの膝ひざの上に座っていた花はな詠よみが、突然声を上げた。


    「いちろー、やばい！」


    　何事かと一同の視線を浴びながら、花詠は続ける。


    「おきゃくさまが来てるのに、はなよみ、お茶出してない。お茶持ってくる」


    「……別に、いいわよ、そんなの」


    　なんだ、と息をついた千鳥の言葉を無視して、花詠は立ち上がった。


    「花、何人分か数えたかい」


    「あ」


    　一郎に呼び止められ振り返った花詠は、客間のひとりひとりを指差して数え始める。最後に自分自身を差して、「ろく！」と声を上げた。


    「六人分も一度には持ってこられないだろう。手伝おうか？」


    「いい！　いちろーは座ってて。はなよみひとりでできるから」


    　廊下へと駆けてゆく後ろ姿を見送ってから、一郎は立ち上がった。


    「……少し、失礼する。話は続けておいて」


    　そう言って花はな詠よみが開け放した襖ふすまから廊下へ出て、閉める。


    「……失礼する……だって！」


    「……やっぱ心配なんですね」


    「物陰から見守るつもりなのかしら。甘過ぎでしょ。あいつの弱点見つけてしまったわ」


    　にやにやと笑う千ち鳥どりを、兼かね亮すけは心配する。


    「悪い顔になってますよ、生い駒こまさん。あの子に手を出したりなんかしたら、きっと殺されちゃいますって」


    「殺されないために、人質にとるのよ。──んで、そいつはどうして神社へ行ったの？」


    　千鳥が向き直り、月つき夜よは質問した。


    　そしてその答えを、口にする。


    「彼女は、参拝に行ったんだ。……願い事は、〝やせますように〟何もしなくても女王でいられた、あの頃のように」


    「何それ。神頼みでやせられたなら、世の中みんなガリガリだわ」


    　千鳥は溜ため息いきをついて、言い放った。


    「……やめろ」


    　シェリーは、精一杯の敵意を込めて、月夜を睨にらみつける。何を考えても、何も考えていなくとも、脳内に浮かんだ文章は無情に読み取られてしまう。隠さなきゃ、と思ったその思考こそ優先して読み取られ、恥ち辱じよくに悶もだえる。


    　しかしそれでも月夜は表情を変えず、淡々と続ける。


    「現れたのは神さまではなく、黒い仮面の男だった。そうして手に入れたのが、『不思議の国のアリス』。〝喝かつ采さい中毒〟である〝ハートの女王〟の描かれた、ワーストエンド・シリーズ」


    　月夜は目を閉じ、ひとつ、深呼吸をする。


    　兼亮はその横顔を、じっと見つめた。伏せられた長い睫まつ毛げを、微かすかに開いた薄紅の唇を。


    　人の心を読むとき、月夜は決まって、感情を殺す。ただでさえ読めない表情が、まったく何を考えているのか、わからなくなる。それはまるで心を鋼鉄にして、悪に徹しているような。


    　人の想いを覗のぞく行為を過剰に恐れ、覚悟を決めて、挑んでいるような。


    「……絵本の能力を使い、あなたは復ふく讐しゆうを果たした。読者モデルであった頃は、ちやほやとおべっかばかり使っていた友人たちへ。体型が変わり、仕事が激減すると態度を変え、あまつさえ仲間外れにした彼女たちへ」


    「やめろっつってんだろ！　黙れ！」


    「かつての友人たちを騎士で恐れさせ、あなたは再び、自分の王国を築こうとした」


    　それが、数日前に夕ゆう陽ひヶが丘おか高校内で起こった暴行事件の真相だった。兼亮たちは被害者である女子生徒たちの「大きな騎士に襲われた」という証言から、事件がワーストエンドの読み手の仕し業わざである可能性を考え、調査していたのだった。


    「黙れえっ！」


    　客間にシェリーの怒ど号ごうが響く。


    　肩を震ふるわせ、身を隠すように体を丸めるシェリーが、兼かね亮すけには少し、哀れに思えた。


    「あたしたちは別に正義の味方ってわけじゃないんだからさ。あんたを説教したり、懲こらしめたりするつもりなんてないわ。[image: ]しかってやるほど親しくないしね。絵本を奪う、それだけよ」


    　千ち鳥どりは立ち上がり、腕を組んでシェリーを見下ろす。


    「だからあんたはこれから絵本なしで、今度は卑ひ怯きような手なんて使わず自分の力で、居心地のいい場所を作ればいいわ。読者モデルだって自分の力で手に入れた地位なんでしょ？　じゃ、できるでしょ。過去の自分に負けんな、バカ」


    「……わーったわよ。絵本はあんたらに渡す。それでいーんでしょ。もう離してよ」


    　シェリーは呟つぶやき、体を起こす。


    　直後に、客間の柱時計が鳴った。ボーン、ボーンと七回。時計の音はゆっくりと、重厚なリズムを響かせる。


    　円盤を見上げたシェリーの横顔を見つめ、月つき夜よは呟いた。


    「あなたが絵本を借りたのは、……十二月四日。午後七時一八分──」


    「え？　それって、ちょうど一週間前じゃない」


    「絵本を借りたとき。一週間後の同じ時間、同じ場所でもう一度、仮面の男に会う約束をしている。会って〝返却〟か、〝延長〟か選ぶ約束を──」


    「七時一八分って……。今、七時ですけど……」


    　絵本を借りられる期間は基本的に、絵本に付属する貸出カードに名前を書いてから一週間。その期間を過ぎると、読み手は悪役ヴイランズに取り憑つかれてしまう。それを回避するためには絵本を〝返却〟するか、再び名前を書き足して〝延長〟するかを選ばなくてはいけない。


    　その選択までの時間が、もう一八分しか残されていない。


    　千鳥はシェリーを睨にらみつける。


    「こいつ……。今日神社に行ったのは、〝先生〟に会うことが目的だったんだわ」


    「じゃあ境内のどこかに、あの男はいたんでしょうか」


    「こいつが攫さらわれるのを……あたしたちをどこかで、見ていたってこと……？」


    　絵本を配り歩く黒幕が、あの場所にいた。得体の知れない気持ち悪さが、客間を包む。


    　不穏な空気を払うように、千鳥は声を上げた。


    「……まずはこいつの返却を優先させましょ。あと一八分しかないんだから」


    「〝返却用ハンコ〟はすでに起動させているはずですよね。あとは絵本ですけど……」


    「絵本は、彼女が体に巻き付けている。……けど、待って。絵本に触れてはいけない」


    　月夜はシェリーをじっと見つめたまま、尋ねた。


    「……何を、恐れているの」


    「……っ」


    　月つき夜よの質問に、シェリーは表情を歪ゆがめる。


    「あなたは恐怖を隠してる。何に、怯おびえているの……？　〝先生〟に、ではない。あなたにとって、〝先生〟よりも、もっと恐ろしい人物……」


    　ひとり言のように呟つぶやいて、月夜は小首を傾かしげた。


    「翠みどりの……瞳？」


    　その瞬間、頭上で響いた轟ごう音おんに、一同は天井を見上げた。


    「……!?」


    　その視線の先で、何かが天井を突き破った。電気は消え、破壊音と共に木片が散る。兼かね亮すけは衝撃に弾はじかれ、畳の上に転がった。耳にしたのは、隣に立っていた千ち鳥どりの悲鳴。


    　巻き上がる粉ふん塵じんに、兼亮は腕で口元を覆おおった。一体何が降ってきたのか。暗くら闇やみの中、手探りで廊下に出て、中庭に続く窓ガラスと雨戸を開け放つ。


    　月明かりの差し込んだ客間へ振り返り、絶句した。


    　パラパラと細かな木片の崩れる客間は、今し方座っていた場所とは一変していた。


    　襖ふすまは外れ、菱ひし形がたの電灯がぶら下がっていたはずの天井には、ぽっかりと穴が空いている。畳の上には瓦が礫れきが降り注ぎ、ついさっき月夜が机上へ並べた景品の数々も、そこら中に散らばっている。


    　空いた天井の穴から差し込む月の明かりが、スポットライトのように降ってきた人物を照らしていた。漆うるし塗りの重厚な座敷机を、いとも簡単に踏み割ったそのブーツは赤く、厳いかつい。


    「……夏なつ苅かり小こ雨さめ……！」


    　腰まで伸びた長い髪を風になびかせて、小雨は涼しげに立っていた。すらりと立つ彼女を一見して、最も目立つ色はやはり、黒のレギンスを覆う脚部のワインレッドだ。ロングコートから伸びるブーツには、蹴けり技や重力変化による衝撃に耐えられるよう、鉄のプレートが宛あてがわれている。


    　額ひたいに着けたキツネの面は、思考を読む月夜の蒼あおい瞳を警戒してのものだ。


    「よお、オオカミ、久しいな。元気そうじゃねーか」


    「さっきまでは元気だったんですけどね……。空爆でもされたのかと、思いましたよ」


    「んっくっく。びびったろ」


    　小雨は憔しよう悴すいした兼亮の顔を見て、悪いた戯ずらに成功した子供のように笑う。そうして見渡した先に、体を起こす月夜の姿を発見して額の面を装着した。


    　兼亮もまた、破壊された座敷机の向こうに月夜の姿を確認して声を上げる。


    「帯おび刀なたさん！　無事ですか」


    　月夜は額を押さえながら、部屋の中央に堂々と立つ人物を見上げた。


    「……誰？　キツネ？」


    「夏なつ苅かり小こ雨さめです！　天井を突き破って降ってきたんです。……生い駒こまさん、怪け我がはないですか」


    　兼かね亮すけは、よれよれと体を起こした千ち鳥どりの体を支えた。兼亮の肩に駆け上がったスノーホワイトが、千鳥の頭へジャンプする。どちらにも大きな怪我はないようだ。


    「……っざけんなよ、あのバカ女。信じらんない……！」


    「おお、生駒。おまえホントにちびっこくなってんだな。一〇歳だって？　何だよ、そんな可愛かわいい時期があったんだなあ、おまえにも」


    　千鳥の怒りなど全くお構いなしに、小雨は一人笑った。


    『天女の羽は衣ごろも』の読み手であり、その物語の悪役〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟から〝重力を操る能力〟を借り受ける夏苅小雨は、〝先生〟から絵本を手に入れた兼亮たちの敵だ。かつて貸出カードを狙ねらって月つき夜よを攫さらい、一戦交まじえたことがある。


    「どうしてここに。また帯おび刀なたさんを攫いに来たんですか……？」


    「いんや、ちげーよ」


    　目尻に紅を引いたキツネ面が、兼亮をじっと見据える。


    「きいろがカード産めることがわかったんだから、別にもうそいつはいらねえ。心配すんな。今回はおまえらに用があるわけじゃねーよ。おつかいに来たんだ」


    「おつかい……？」


    「ああ。〝如月きさらぎシェリー〟ってのはどいつだ」


    　兼亮は視線を巡らせる。


    　シェリーは客間の隅で、手首を縛られたまま背中を丸くしていた。「おまえか」とキツネに見つめられ、びくりと肩を跳はねさせる。


    　小雨はシェリーへ足を踏み出しながら、兼亮に来訪の理由を説明した。


    「おまえらがこいつを連れてっちまったから、〝返却〟や〝延長〟ができなくなったそうじゃねーか。だから代わりにオレが選択させに来たんだよ。めんどくせーことによー」


    「……誰の代わりに？」


    「〝先生〟に、に決まってんだろ」


    　やはり〝先生〟は──〝笛吹き男〟は神社にいたのか。どこかで、兼亮たちの戦いを見ていた。シェリーが一いち郎ろうのポケットに入れられるところまで、一部始終を観察していたのだ。


    「な？　だからオレが〝先生〟の代理で尋ねる。返却か延長か──」


    「きゃああああああああっ！」


    　シェリーは小雨の質問を遮さえぎって、絶叫した。


    「っ……。何だよこいつ。っせーな」


    　小雨は面の下で顔を顰しかめ、シェリーの視線を追って、開け放たれた中庭を見る。しかしそこには夜空と整った庭があるだけで、絶叫の原因は見当たらない。


    「ああ……？　何にびびってんだ……？」


    「……失敗したら、あいつに殺されるのよ……！　失敗した、失敗したから！　私を、殺しに来たんだ……！　逃げなきゃ、逃げなきゃ！」


    「……失敗？　ってなんだ？」


    　シェリーは唐突に立ち上がり、逃げるように隣の部屋へ駆けだした。


    「ちょ、おいっ。待てよ、何で逃げんだ。オレは味方だって言ってんだろうが」


    　小こ雨さめは慌ててシェリーを追う。


    　その後に、千ち鳥どりが続いた。


    「兼かね亮すけ！　あたしたちも行くわよ。せっかくの捕虜を逃がすわけにはいかない」


    「はい」


    　兼亮は返事をして、月つき夜よの様子を窺うかがう。


    「帯おび刀なたさんは、……怪け我がとか、していませんか？」


    　月夜は座ったまま頷うなずいて、読み取っていた情報を伝える。


    「笠かさ木ぎくん。『不思議の国のアリス』には、シェリー自身も恐れる仕掛けがされている。開いてはダメ。開かずに、回収して」


    　言って一度瞬まばたきをして、「それから」と付け足した。


    「無理はしないで」


    「……はい」


    　兼亮は頷いて、スノーホワイトと並走する千鳥の背中を追った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　夏なつ苅かり小雨が落下する、少し前。


    　村むら瀬せ家の台所では花はな詠よみが架台の上で背伸びして、食器棚に向かっていた。


    　一個、二個と数えながら、湯飲み茶碗を左腕に抱かかえていく。しかし三つ取り出したところで、腕一本ではもう抱えきれなくなった。


    　それでも四つ、その上へ重ね、五つ目へと手を伸ばす。しかしバランスを崩して湯飲みが零こぼれ、落下を防ごうとした花詠もまた、架台から足を踏み外した。


    「あ。わ」


    　あわや転落するというところを、一いち郎ろうがその背を支えて受け止める。同時にもう一方の手で、零れ落ちた湯飲みをキャッチした。


    「いちろー！　待っててって言ったのに！」


    　バランスを立て直した花詠は、架台の上から一郎を睨にらむ。


    「ちょうど僕も、台所に用事があったからね」


    　言って一郎はキャッチした湯飲みを、花詠に渡した。


    「花はな。一度に六つ取ることはない。怪け我がをしないよう、自分の持てる分だけをテーブルに出せばいい。君の腕は二本しかないんだから」


    「本気だせば、ろっこ生はえる」


    「……腕が？」


    「うん」


    「……そうか。けれどたかがお茶を入れるのに、本気を出すことはない。本気はここぞ、というときに取っておきなさい。それと、腕は六個、と数えるんじゃないよ。六本だ」


    「ろっぽん！　おぼえたぜ！」


    　花はな詠よみは素直に頷うなずいて、架台を下りた。それからテーブルに並べた湯飲み茶碗を、ひとつひとつ数えた。全部で四つ。あと、二つだ。


    「いちろーは何しにきた？　用事って何？」


    「うん。散歩」


    「ふーん。ひまだな」


    　呟つぶやきながら花詠は再び架台に上がる。その後ろ姿を、一いち郎ろうはシンクに腰をもたせて眺める。さり気なくポットを開けて、お湯の量を確認した。


    　客間から轟ごう音おんが轟とどろいたのは、そんなときだ。


    「おおっ！　びっくりした」


    　花詠が手を滑らせて、湯飲みをひとつ落としてしまう。


    「……花。じっとしていろ」


    　読み手による襲撃か。もしくは、シェリーの反撃か。最悪の展開を想定しながら、一郎は台所を出る。廊下に異常は見られないが、屋敷中に響いたあの破壊音が、気のせいということはないだろう。早く客間に戻った方がいいかもしれない。


    「花、客間に──」


    　台所を振り返った一郎は、目の前の光景に足を止めた。


    　架台に上った花詠の眼前で、一匹の魚が泳いでいた。水のない空中を、ただ悠々と、一メートル以上もある巨大な魚が、漂っていた。しゃくれた顎あごに白い鱗うろこ。口元からは二本の髭ひげが長く伸びている。


    　花詠が一郎に気づき、明るい声を上げる。


    「いちろー見ろ！　マグロ！」


    「……花、それはマグロじゃない。アロワナだ。本当なら、川にいるべき魚だよ」


    「……そうだ。あろあなだった」


    　一郎は台所を浮遊するアロワナを見据えたまま、ゆっくりと花詠のいる食器棚へ近づく。


    　ただの魚ではないことは明らかだ。空中を泳ぐ魚など、ワーストエンド・シリーズに関わる何かと考えて間違いないだろう。


    　目的もわからなければ、攻撃パターンもわからない。守るべき花はな詠よみがいる以上、下手に近づくのは危険。一いち郎ろうは静かに、両手をズボンのポケットへ入れる。


    「花、動くな。アロワナを刺激してはいけないよ。そいつは確か、肉食だ」


    「にくしょくって何だ？」


    「肉が大好き、ということだ」


    「ふうん。はなよみも好きだ。気があうな」


    　花詠はアロワナに手を伸ばし、親交の第一歩としてその頭を、撫なでようとした。


    「花っ」


    　それは、一瞬の出来事だった。花詠の袖そでがアロワナの髭ひげに触れた、その瞬間。今までのゆったりした動きがカモフラージュであったかのように、アロワナは俊しゆん敏びんにくねって口を開く。


    　ひとつ、瞬まばたきをする間に、花詠の体は呑のみ込まれてしまった。


    　ただし次の一郎の動きもまた、刹せつ那な。アロワナが尾びれを翻ひるがえし、食器棚を離れたそのときにはもう、その白い鱗うろこには一郎の手元から放たれたナイフが突き刺さっていた。


    　怯ひるんだアロワナに向かって、一郎はポケットから次々と武器を取り出し、投とう擲てきする。ダガー、バゼラード、スティレット。中世ヨーロッパで使われていた数々の短剣が、アロワナの体を貫いた。


    　鎖くさり帷かた子びらを破壊するために作られた短剣、メイルブレイカーが白の鱗を飛び散らせ、アロワナは口を開いて体をくねらせる。


    　数あま多たの刃物が突き刺さったアロワナは、徐々にその高度を下げてゆく。その短剣のどれもが、不自然に膨ふくらむ腹部を避けて刺さっていた。


    　最後に取り出したショート・ソードを振りかぶり、一郎はアロワナを真っ二つに切り裂さいた。裂かれた断面から落下する花詠を抱き止める。


    　花詠はきょとんと、唇を「お」の形にして目を丸くしていた。


    「花、痛いところは？」


    「ないぜ！」


    　花詠は両腕を広げ、ケラケラと声を上げて笑った。


    　二つに分断されたアロワナの死骸はふんわり床に舞い落ちると、跡形もなく霧散していった。その体に突き刺さっていた数々の武器が、バラバラと床に散らばる。


    「……」


    　空中に浮かぶ魚の正体は、結局わからなかった。読み手の能力なのか。客間からの轟ごう音おんと関係があるのか。そもそも、一体どこから入ってきたのか。


    「花、客間に戻ろう。お茶はもういい」


    　右手にショート・ソードを握ったまま、反対の手で花詠の手を握る。


    　しかし花詠は、歩き出そうとしなかった。


    「いちろー！　マグロいっぱいきた！」


    　花はな詠よみが指差したのは外へ繫つながる裏戸。その隙すき間まから。またシンク側の小窓の隙間から。たくさんのぺらぺらな〝何か〟が侵入し、室内にてその実体を形成する。


    　なるほど。あれは、こうやって外からやってきたのか。


    「花。あれはマグロじゃない。アロワナだ」


    　一いち郎ろうは花詠を背中に回して、ショート・ソードを構えた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　太ももに傷を負っているとは思えない速さで、シェリーは廊下を走ってゆく。ドタドタ駆けるその後を、小こ雨さめが追いかける。


    「おい待てよ！　味方だっつってんの聞こえねーのかあっ！」


    　小雨はブーツの爪つま先さきを床板にめり込ませ、大きく前に跳はねた。重力の向きを前方向に変え、走るシェリーの背中へ、落下する。


    　しかしその背へ靴底が届く前に、シェリーはＴ字路のカドを曲がり、小雨は敢あえなくその背を通過した。


    「っ……！　にゃろう」


    　瞬時に重力の向きを変え、窓ガラスへと着地。キツネの面を額ひたいに上げて、視界を広げた。


    「ったく意味わかんねーな、なんで逃げんだ……！」


    　必死に廊下を駆けるシェリーの背中に向かって、小雨は再び跳ねた。床を、壁を天井を。縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、シェリーを追う。


    　両手首を縛られているシェリーは、窓ガラスを開けるのにも困難を要する。しかし、だからといって追い詰められたシェリーが雨戸へと体当たりし、窓ガラスごと突き破るのを、小雨は理解することができなかった。


    「おいおい……必死すぎんだろ……？」


    　砂じや利りの敷き詰められた庭先へ倒れたシェリーを、小雨は縁側から冷たく見下ろした。


    「逃げるって、ことはよー。何かやましいことがあるってことだよなあ？」


    　シェリーは上半身を起こし、今にも泣き出しそうな顔で小雨を見上げる。


    「嫌。もう嫌。こんな絵本、懲こり懲ごりよ……！　わかったわ。絵本は、あんたに渡す」


    　シェリーは手首を縛られたまま、器用にシャツの下から絵本を取りだした。体に巻きつけられていたそれは、深緑色の表紙に赤毛の女王が描かれた『不思議の国のアリス』だ。両手で挟んだその表紙を、小雨へと見せる。


    　読んでいない小雨は中身を知らないが、その絵本もまた他のワーストエンド・シリーズと同じように、悪役が笑うラストが描かれているのだろう。小雨の持つ『天女の羽は衣ごろも』に描かれた天女が、従来の物語とは違って天に帰れなくなっておしまいであるように、不思議の国のアリスもまた〝ハートの女王〟に屈服し、夢から覚めないラストを迎えるのだろう。


    「……はい、これ返すから。返却。返却します」


    「……残念だが、オレに返却はできねーんだ。だから実はおまえ、延長しか選べねーの。延長か、取り憑つかれるか、だ」


    「え……」


    「もう時間ねーだろ。名前書いて一旦延長しろよ。もう一週間待てば〝先生〟が来てくれるぜ。そのとき、返却すれば──」


    「ダメよ！」


    「……」


    　突然声を上げたシェリーを、小こ雨さめは訝いぶかしげに見つめる。


    「ダメ……。ダメなのよ。今、これを開いちゃ──」


    「開け」


    　言って小雨は縁側の上から、シェリーにボールペンを放った。


    　腕時計で時間を確認し、伝える。


    「おまえがそれを借りたのは一週間前の午後七時一八分だろ。あと三分しかねーぜ」


    「……待って……。じゃあ、書いて。私の代わりに、名前を……」


    　シェリーは絵本を差し出したが、小雨はポケットに手を入れたまま、それをただ見下ろした。


    「ふざけんな。それは借りた本人にしか延長できねーよ。……おまえ、何に怯おびえてる。さっさと名前を書け。取り憑かれてえのか！」


    　萎い縮しゆくしたシェリーは、観念したように絵本を砂じや利りの上に置いた。涙や汗で顔をくしゃくしゃにしながら、絵本の見返し部分を──貸出カードが入った小袋の貼り付けられているページを開く。


    「……嫌だ、嫌……。お願い、お願いします……」


    　小雨の知らない誰かに救いを懇願しながら、恐る恐る、震ふるえる指先でオレンジの小袋からカードを抜き出した、その、次の瞬間──。


    「きゃああああっ」


    「なっ……!?」


    　袋から飛び出した巨大な魚は、真っ白なアンコウだった。砂に隠れて小魚を呑のみ込むように、アンコウはシェリーをいとも簡単に、丸呑みにする。


    「何だよ、こいつは……！」


    　シェリーを食ったアンコウは地を[image: ]はうように低空を泳ぎ、尾びれをくねらせて去っていった。


    　小雨はその姿を見送る。どう見ても魚だ。地上にいてはいけないはずの、深海魚。


    　小雨が仰天している隙すきを突いて、飛び出したのは千ち鳥どりだった。


    「スノー！　カードを」


    　千ち鳥どりが絵本『不思議の国のアリス』を、スノーホワイトがシェリーの落とした貸出カードを咥くわえ、走り抜ける。


    「……っと、おまえら」


    　砂じや利りの上を駆けていく千鳥を追って、小こ雨さめは庭へと足を踏み入れる。


    　その正面に、兼かね亮すけが立ち塞ふさがった。


    「夏なつ苅かりさん……ここは、通しません」


    「はーん？　やんのか？　おまえが？　今度は何に化けて[image: ]だまくらかそうってんだ」


    「いえ、今度はちゃんと、戦いますよ。そのために、修行したんだから」


    　言いながら兼亮は両腕を広げ、構えた。


    「くっ、はっは。修行って。漫画かよ」


    　あの日。印いん南なみ玄げん紀きを手に掛けたあの瞬間から。兼亮は強くなろうと決意した。逃げ回ってばかりではダメだ。人に頼ってばかりではダメだ。それでは、月つき夜よは、守れない。


    　だから一いち郎ろうに師事し、足繁くこの村むら瀬せ家へも通っていた。一郎は真しん摯しに戦い方を教えてくれたわけではなかったが、練習相手にはなってくれた。


    「まだ一度も、あの人に勝てたことはないですけどね」


    「だが……なかなか、様になってるじゃねーか」


    　小雨は兼亮の手首や、首筋から覗のぞく生傷を見つけてほくそ笑む。


    　月明かりの下、辺りは静寂に包まれていた。


    　低く唸うなるように、兼亮が口を開く。


    「能力戦で重要なのは、情報と下準備、それから覚悟だと教わりました。三つ[image: ]そろって初めて戦える。二つで牽けん制せい、一つで負け戦。一つもなければ、逃げろと──けれど今は夏苅さんの──〝羽は衣ごろも泥棒〟の能力は知ってる。情報はあるんだ。覚悟もある。牽制はできる。足止めくらいなら。今は、戦うときだ……！」


    　兼亮は目を閉じ、記憶の中にある、煮に雪ゆき瞑つむりの姿を思い浮かべる。〝噓うそつきオオカミ〟に取り憑つかれ、体中を体毛で覆おおったその歪いびつな姿を。


    　絵本『赤ずきん』の中で、少女は老婆に化けたオオカミに尋ねる。


    　──どうして、そんなに大きな口をしてらっしゃるの？


    　その柔やわ肌はだを、嚙かみ切るためだ。相手を蹂じゆう躙りんし、傷つけるためだ。


    　少女の恐れた凶悪なオオカミを、兼亮は脳内に作り出す。そして想像の中で、オオカミの頭の天てつ辺ぺんからナイフを突き刺し、皮を剝はいでいった。


    　これが〝誰かに変身する能力〟の変身の過程。


    　そしてここからはオリジナル。兼亮は剝いだオオカミの両腕だけを、装着した。


    「笠かさ木ぎ。オレからもひとつ教えといてやるよ。情報だの準備だの、んなまどろっこしいこと考えんな。条件が[image: ]そろわねーと戦わないなんてな、度量の小せー男のやり方だ。いいか、重要なのは覚悟、それだけだ。相手をぶち殺してやるって気迫だけで、力は湧わいてくんだよ」


    　兼かね亮すけの腕が黒煙を纏まとい、巨大なオオカミの腕を形成してゆく。焦こげ茶色の体毛に、禍まが々まがしく輝く漆しつ黒こくの鉤かぎ爪づめ。瞼まぶたを開いた兼亮の瞳は、瞑つむりと同じ、赤色に染まっていた。


    「……勉強になります。それじゃあ。もしかして俺でも、勝てるかもしれませんね」


    　その獣じみた瞳に当てられて、小こ雨さめはぞくっと震ふるえた。自然と、笑みが零こぼれる。


    「……健闘しろ」


    　踏み込んだ足元で砂じや利りが弾はじけ、小雨は夜空に飛び跳はねる。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　雨戸の開け放たれた客間から、半月の浮かぶ中庭が見渡せた。


    　板垣沿いに松の木が植えられ、石いし灯どう籠ろうの置かれている日本庭園。


    　村むら瀬せ家には、一いち郎ろうの叔父である村瀬貴き吉よしと、その娘花はな詠よみ。それから年をめした祖母も含めて四人しか暮らしていない。それなのにこんなにも庭が美しいのは、月に何度か、馴な染じみの庭師が手掛けてくれているからだと聞いた。


    　月つき夜よはその美しい日本庭園を、ぼんやりと眺めていた。しん、と静まり返った寂せき寞ばくの庭園に冷たい風が吹き、漆黒の髪をなびかせる。


    　月夜は木陰に、二つの気配を感じ取った。


    「……誰？」


    　縁側に立って声を掛けてみるが、返事はない。眼を凝らしてみるが、二人の顔は影で塗り潰つぶされ確認できない。たとえ、見えていたとしても。月夜の蒼あおい瞳は人を文字として認識してしまうため、人間の識別はできない。


    　現に木陰から出てきた二人を見ても、月夜はただ瞬まばたきをするだけだった。


    「ああ……。懐かしいぜ、月夜」


    　ハットを深く被かぶった女性が、口を開いた。文字の塊かたまりである対象を月夜が〝女〟だと判断できたのは、彼女がスカートを穿はいていたからだ。ラインの細いレディースコートにレギンス。手にしたハンドバッグも花の装飾がされた、女性物であった。


    　懐かしい、と言われても月夜に思い当たる節はない。


    　月夜はもう一方の人物へ視線を移す。


    　首元まで覆おおい隠した襟えり付きのブルゾンに、刺し繡しゆうのあしらわれた黒のスカートを着けていることから、こちらも女性と判断できる。しかしその両腕には、月の光を反射させる黒鋼のグローブが嵌はめられている。そのサイズは小柄な体と不釣り合いに大きい。


    　巨大な指先でちょこんと摘つまんでいたのは、串だった。食べていたのは──。


    「……イカ焼き……？」


    「んあ？　イカ焼き？」


    　ハットの女性が聞き返し、月つき夜よの視線を追って、イカ焼きを齧かじる女性へと振り返る。


    「おい百ひやく六ろく。貴様がいつまでも、もっちゃもっちゃとイカなんか食ってるから、七年ぶりの再会が台無しじゃねえか」


    　百六と呼ばれた彼女は、はっと口からイカを離す。


    　それを確認して、女性は月夜へと向き直り、ハットを脱いだ。


    「月夜。おまえ、俺を忘れたのか」


    　切り[image: ]そろえられたボブカットの銀髪が煌きらめき、異国の血を流す整った顔立ちが露あらわになる。


    「……エルモ」


    　月夜ははっと、息を呑のむ。


    　白すぎる肌に、少年らしく細いシルエット。中性的な印象は女性の格好でも違和感なく、むしろ恐ろしいほどに似合ってはいたが、彼が男であることを、月夜は知っていた。


    　月夜にとっては、髪、銀、肌、顔といった蠢うごめく単語の集合体としてしか認識できなかったが、その両目に灯ともる瞳の色には、連想するものがあった。


    「戻って、来たんだ」


    　男の両目を染める翠みどり色いろを見つめて、月夜は言った。

  



  [image: ]



  
    「仕事でな。おまえこそ、またこの町に住んでいるそうだな」


    「うん。お母さんが死んで、戻ってきたんだ」


    「そうか。おまえは、元気だったか」


    「うん」


    　月つき夜よの立つ縁側までゆったり歩き、エルモは月夜の全身を見上げた。


    「綺き麗れいになったな。今は十七歳か」


    「うん。……エルモも、日本語うまくなった」


    「まあ長いからな」


    「あの頃は、無口だったのに」


    「ふん。喋しやべりたくても喋れなかったんだ。だから話し相手は、頭ん中を読める、おまえだけだった」


    「今は思考も、日本語なんだね」


    「……そうか。おまえの目はまだ、蒼あおいままなんだな」


    「……うん」


    　再会の懐かしさを嚙かみしめるように、二人は見つめ合う。


    　中庭の中心でその様子を眺めながら、百ひやく六ろくは再びイカ焼きにかぶりつく。


    「……エルモ。尋ねても、いい？」


    「いいぜ。ただし、何でも答えられるわけじゃないけどな」


    「うん。……どうして、戻ってきたの」


    「言ったろ。仕事だ。〝先生〟の捕獲と、絵本の回収」


    　エルモは静かに、その目的を話し始める。


    「あの男。七年前の火災で死んでなかったそうだな。まだ生きて、絵本を配ってるらしいと。何てことしてくれてんだ、あの男はよ。生きてたんならどっかでひっそりと息を潜ひそめていりゃあよかったんだ。戸籍上は死んだことになってんだからよ」


    「……」


    「夕ゆう陽ひヶが丘おか。海と山に囲まれた、人口約三万の長閑のどかな町。それが最近になって、妙に目立ち始めてる。この町は事件が多すぎるんだ。学生の連続失しつ踪そうに不可解なバスの交通事故。情報は規制されているが、あれはバスジャックによるものらしいじゃねえか。決め手はつい先日の夕陽ヶ丘高校における立て籠こもり事件だ。それら全ての犯人は未いまだ、捕まっていない」


    　月夜は黙って、話を聞いていた。


    　相あい[image: ]づちさえ打たない月夜へ、エルモは尋ねる。


    「なあ月夜、事件の起きた場所が〝夕陽ヶ丘〟ってだけで、過剰に反応する大人たちがいることを、おまえも知っているだろう。もしも、今列挙した事件のひとつにでも、ワーストエンドの読み手が絡んでいるのであるのなら。これは緊急事態だぜ」


    「……」


    「もう存在しないはずの人間が、もう存在しないはずの絵本を配り歩いている。それが事実なら、あまりに危険だ。だから俺が派遣された」


    「……派遣」


    「ああ」


    　エルモは女性物のハンドバッグから名刺を取り出し、月つき夜よへと差し出した。


    「……エルモ、室長になったんだね」


    　渡された名刺には、エルモの所属する会社と部署が書かれていた。


    「まあな。システム管理室とはあるが、俺が管理してんのは社員を対象とした組織としてのシステムだ。解決するのは極めてアナログな問題。組織全体が長く存続できるよう、腫しゆ瘍ようがあればこれを速すみやかに解決し、切除する。正義の名の下に、な」


    「……何だか、物騒だね」


    「うちの会社は秘密も多いからな。こういった特殊な部署が生まれんだ。今回はその出張版だ。


    ワーストエンド・シリーズの存在はこの国のタブーだぜ。悪は滅しなきゃいけない」


    「……そう」


    　月夜は名刺へと視線を落としたまま、静かに尋ねた。


    「……私たちの前に如月きさらぎシェリーに接触していたのも、〝先生〟を捕らえるため？」


    「ああ。もう読んでいたのか。どこまで知ってる？　あの女が〝先生〟側から、こちら側に寝返っていることは、気づいていたのか？」


    「私が読めたのは、彼女の感じていた、怯おびえ。それも〝先生〟に対してじゃない。翠みどりの瞳に対しての、圧倒的な、恐怖」


    　エルモは、エメラルドの如ごとく煌きらめく瞳で、じっと月夜を見上げたまま答える。


    「〝先生〟を捕らえるため、あの女を利用した。延長するからには絵本を開くだろう。そこにちょっと、細工をしておいたんだ。あの女が逃げないよう、発信機を取り付けておいたのは正解だったぜ。まさか〝先生〟と接触する直前に、月夜に拉ら致ちられるとは思ってもみなかったからな。女装までした捕獲作戦が、台無しだ」


    　言いながらエルモは、スカートの端を持ち上げて見せる。


    　シェリーを尾行していた千ち鳥どりは、彼女が二人で歩いていると言った。そのもう一人が、エルモだったのだろう。境内での戦闘を見ていたのは、〝先生〟だけではなかったのだ。


    「如月シェリーを拉致したのは、〝青髭ブルー・ベアード〟だな？　〝拷ごう問もん部屋を作る能力〟か。神社に月夜がいたのには驚いたが、もっと驚いたのは、おまえが読み手と連つるんでいたことだ。月夜、何を企たくらんでいる」


    「私は……この町に散らばる絵本を回収しているんだ。私ひとりでは難しいから、彼らにはそれを、手伝ってもらっている」


    「何だ、そうか。悪役ヴイランズを捕まえるのに悪役ヴイランズを利用してるってわけか。さすがだな。面白いことを考える」


    「……」


    「月つき夜よ、俺と来い。一緒にやろうぜ、あの頃みたいに」


    「……〝先生〟を捕らえて、どうするつもり」


    　月夜はエルモの誘いを無視して、質問を続けた。


    「それは、答えられないな。企業秘密だ」


    「……〝先生〟を捕らえた後は、読み手であった如月きさらぎシェリーを、どうするつもりだったの」


    「答えられない」


    「……エルモは読み手たちを、どうしようとしているの」


    「答えられない。だが月夜、その回答もおまえは今、読み取っているんだろう」


    　月夜の蒼あおい瞳に見つめられた多くの者は、その視線に耐えられず、目を逸そらす。しかしこのとき、視線を外して俯うつむいたのは、月夜の方だった。


    「月夜、何を迷ってる。俺もおまえも目的は同じだろ。また七年前のように、読み手たちを一人残らず、燃やしてやろうぜ──」


    「違う」


    　月夜は視線を上げ、翠みどり色いろの瞳を見つめ返した。


    「私とエルモは、違う。エルモはまた、読み手たちを苦しめようとしている。読み手たちをまた、あの研究所に送ろうとしている」


    「何を言っている。あの研究所はもう、焼失した」


    「でも、小こ日向ひなた製薬は消滅していない」


    　言って月夜は、名刺を突き返した。


    　月夜は知っている。七年前に炎上事故を起こし、崩壊した小日向製薬は名前を変え、場所を変え、未いまだ存在していることを。そしてその新たな会社こそ、名刺に書かれた企業〝株式会社ピース・オブ・マインド〟であることを。


    「エルモが絵本を回収しているのは、ただ危険だからじゃない。あの悲劇を、また繰り返すつもりなの？　実験はまだ続いているの？」


    「……月夜」


    　エルモは踵かかとを下げて、背後の女性へ振り返った。


    「まだ紹介していなかったな。あれは、俺の部下だ。新人だから名刺はまだない」


    　エルモの視線を受けて、百ひやく六ろくは慌ててイカ焼きを背に隠す。


    「百六番、だ」


    「百……六……？」


    「ああ。おまえならそう言えばわかるだろう。……一四番」


    　エルモは月つき夜よを、番号で呼んだ。七年前、小こ日向ひなた研究所の施設にいたときに振られた番号で。


    「……そんな」


    　月夜は、軽く会釈する百ひやく六ろくを見つめ、呟つぶやく。


    「私たちと同じような子供たちが、百六人も……？」


    「今はもう、ほとんど残ってはいないがな」


    「……私は、エルモとは違う。私はもう、読み手を、仲間たちを、苦しめたくはない」


    「読み手を仲間などと呼ぶな。あいつらは能力者じゃない。俺たちの作った複製品を、ただレンタルしてるだけの偽にせ物ものだ」


    　エルモの言葉を、月夜は首を横に振って否定する。


    「仲間だよ。協力し合って、一緒に戦ってきたんだ。それを仲間と呼ぶんだよ。私たちだってそうだったじゃないか。一〇年前に集められた私たちは大人たちの中で、力を合わせて生きてたじゃないか、なのに、どうして──」


    　月夜は蒼あおい瞳を潤うるませて、訴えた。


    「どうしてエルモが、そっち側にいるの。奪われる痛みを、知っているはずなのに」


    「だからだろうが。その痛みを知っているから、奪う側に回る。俺はあの施設で、無力であることの切なさを学んだ。強い者が世界を変えていく。弱ければ死ぬんだ。あの日悪役ヴイランズとして処理された、読み手たちのようにな」


    　エルモは翠みどりの瞳で、月夜を見返す。


    「正義が勝つんじゃねえ。勝った者が正義なんだ。弱者の主張なんて全て言い訳扱いだぜ。だから月夜、おまえも奪う側へ回れ。世の中ってのは、優しい人間には厳しくできてるんだ」


    「私は優しくなんかない。ただ勝てばいいなんてそんなつまらない物語、読みたくないだけだよ」


    　エルモは舌打ちし、呟いた。


    「……残念だ」


    　返された名刺をハンドバッグに放り、ハットを被かぶり直す。


    「そうだ、これは訂正しておきたい」


    　それからエルモは踵きびすを返し、月夜に背を向けたまま、言った。


    「七年前死んだ読み手たち。おまえは奴らを仲間と言ったが、俺は悪役ヴイランズに取り憑つかれたあいつらを、仲間だと思ったことなど一度もない」


    「……彼らは私たち作り手を信頼して、絵本に名前を書いたんだよ」


    　月夜の言葉に、エルモは初めて「ふん」と僅わずかに失笑した。


    「弱かったからだろう。弱かったから悪役ヴイランズに憧れ、名前を書いた。それをこっちのせいにされてもな。作り手は読み手を選ばない。絵本を選んだのは、あいつら自身だ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「やだ、やだ怖こわいっ……！　あいつどこ行ったのよ！　兼かね亮すけえっ！」


    　千ち鳥どりは『不思議の国のアリス』を胸に抱いて、廊下を駆ける。そのすぐ背後で木片が弾はじけ飛び、小こ雨さめが壁を突き破って登場する。


    「スノー！　こっちこっち」


    　足元を並走するフェレットに指示を出し、千鳥は畳部屋に入る。しかしその直後、千鳥の進行方向で襖ふすまが弾け飛び、急ブレーキを掛けた千鳥は尻しり[image: ]もちをついた。


    　襖を蹴け破やぶり、姿を現したのはやはり、小雨だ。


    「きゃああっ！　出たああっ」


    「……出たあ、じゃねえだろ。人を化け物みたいに。ほら、絵本をよこせ」


    「嫌よ！」


    　すぐに立ち上がり、踵きびすを返した千鳥の背に、小雨の腕が伸びた。


    　襟えり首くびを鷲わし摑づかみにされた千鳥は、猫のように軽々と持ち上げられる。


    「やだっ、離してよ！」


    　じたばたと足を動かす千鳥の顔を、小雨は覗のぞき込む。


    「しっかしおまえ……ずいぶんと小さくなったなあ……。その分、憎たらしさが倍増したって感じか──」


    　小雨は、千鳥の抱く絵本へ手を伸ばした。


    　千鳥がその手の平に、嚙かみつく。


    「がうっ！」


    「痛っ……！　このっ、ガキっ……！」


    　小雨は反射的に千鳥を放り投げた。


    　体の小さな千鳥は宙を舞い、隣の部屋へ続く襖を突き破る。


    「んきゃっ」


    　顔をぶつけて畳を転がった先は、木片の散らばる客間。小雨が天井を突き破って降ってきた、最初の部屋だ。


    「は。絵本、絵本は……！」


    　絵本を手放してしまったことに気づき、千鳥はうつ伏せに倒れたまま、客間を見渡した。暗い室内に瓦が礫れきの散乱した客間は、見通しがきかない。


    　縁側に立つ月つき夜よが、驚いて千鳥を見下ろしている。


    「……千鳥」


    「月夜っ、この部屋のどっかに絵本が──ぐえっ」


    　手を伸ばした千鳥だったが、言葉の途中で小雨に背中を踏まれた。


    　客間を挟んだ向かいの廊下から、一いち郎ろうが姿を現す。縁側に立つ月つき夜よや、千ち鳥どりを踏みつけた小こ雨さめを一いち[image: ]べつして、ぽっかりと穴の空いた天井を見上げた。


    「……」


    　台所のアロワナを蹴け散ちらした一郎はあの後、花はな詠よみを屋敷の奥にいる村むら瀬せ貴き吉よしに預け、客間に向かった。来てみればこの惨状だ。台所で聞いた轟ごう音おんの原因は、この天井の穴が物語っている。穴と、それから向かいの赤いブーツを見て、何が起きたのかは察することができた。


    「よお〝青あお髭ひげ〟。何だよ元気そうじゃねーか。また入院したって聞いて心配してたんだよ。きいろから聞いたぜ。夕ゆう陽ひヶが丘おか高校に、読み手が出たんだってな」


    「……そこの、廊下を真まっ直すぐ行ったところに、靴を脱ぐための空間がある──この家の入り口、そう〝玄関〟だ」


    　小雨の挨あい拶さつを無視し、一郎は静かに、諭さとすように説明を始めた。


    「──戸口を潜くぐった外側に、小さなボタンがある。それが、〝インターホン〟だ。人の家を訪問する際に押す。するとピン、ポンとなる。これが人の家を訪れる正しいやり方。どんなに非常識な女でも、天井を突き破って来ることはない」


    「へーえ。そうなの？　んじゃ今度からは、屋根にも付けといてくれよ、その〝インターホン〟ってやつをよ」


    「いや今度からは、高圧電線でも巡らせておこう。二度と、雨漏りなどしないよう」


    「つれねえな。ほんの、〝小雨〟じゃねーか。そうぷりぷりすんなよ」


    「君は改名するべきだよ。夏なつ苅かり〝ハリケーン〟とかどうだい」


    「やーだね。可愛かわいくねえ」


    　小雨に踏まれたまま客間を見渡していた千鳥は、一郎の近くに絵本を発見し叫んだ。


    「村瀬っ！　あんたの足元に『不思議の国のアリス』が落ちてるからっ」


    「……如月きさらぎシェリーはどうした」


    「食われちまったよ。でっけー魚に。ありゃ何だ？」


    「君には[image: ]きいていない。僕は君が毘び沙しや門もん天てんよろしく足の下に敷いているその子供に尋ねているんだ」


    「はは。餓が鬼きには違いねえ」


    　小雨がぎゅっと体重を掛けるたびに、千鳥は小さく「ぐえっ」と鳴く。


    「……あのアロワナは、君たちの何かじゃないのか」


    「アロワナ？　知らねーよ。おまえらの何かじゃねーの？」


    　一郎と小雨は、客間を挟んで互いに牽けん制せいし合う。


    　その中間となる縁側で、月夜は中庭へ視線を向けた。


    「彼らの、仕し業わざだよ」


    　月明かりに照らされた中庭に、二人の人物が立っている。


    　その姿を見て、千ち鳥どりが驚きよう愕がくの声を上げた。


    「……あいつ、祭り会場で如月きさらぎシェリーの隣にいた女の子じゃない」


    「彼女もまた、読み手だったということか」


    「如月はあいつに怯おびえてたのか？　一体何者なんだ」


    「彼女じゃなくて、彼。スコットランド生まれで、名前は、エルモ・ストーンヘブン」


    　三人の疑問に、月つき夜よが答えた。


    「ワーストエンド・シリーズの作り手のひとり。〝イラストレーター〟だよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……妬やけるぜ、まったく。強情なところは変わってねえな」


    　ひとり呟つぶやくエルモに、百ひやく六ろくがイカ焼きで頰ほおを膨ふくらませながら尋ねる。


    「終わったの？　話し合い」


    「ああ終わった。いつまで食ってんだ貴様は。さっさと食えバカ野郎。仕事だ」


    「あいあい。室長さあ、さっき笑ってなかった？」


    「ああ？　誰が笑うか。俺は生まれてこのかた、一度も笑ったことなんてねえよ」


    「え……。ごめんなさい。そうとは知らなくて、あの……ご愁しゆう傷しよう様さまです」


    「おい。冗談だ、テンション下げるとこじゃねえよ。むしろ上げて突っ込んでこい。ときどきは笑う」


    「え、なーんだ。びっくりした。笑わない人生なんて、そんなの悲しすぎるもん」


    「……そうだな」


    　エルモは縁側に立つ月夜を見つめて、答えた。話している間、彼女はたったの一度だって笑うことはなかった。その点で言えば、七年前とは変わってしまったのだろう。


    「室長。イカって、どのタイミングで飲み込めばいいの？」


    「人それぞれだ。好きなタイミングで飲み込め」


    「もうちょっとだけ……嚙かんでいたいの」


    「もうそのまま行けイカ女」


    「あの……このこと、報告書には……」


    「書かねえよ。どう書けばいいんだ。イカを与えるなってか」


    「良かった！」


    　エルモの言葉にぱあっと顔を明るくして、百六は巨大なグローブを持ち上げる。


    「んじゃ、仕事してくるの！　復習！　ターゲットは五名。〝青髭ブルー・ベアード〟〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟〝噓つきオオカミライアー・フアング〟〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟それから最優先で作り手〝ライター〟」


    「〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟はもう鹵ろ獲かくした。あとは絵本だけだ。代わりに降ってきた女を加えろ。重力を操る〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟だ」


    「室長。〝事故死〟はあり？」


    「なしだ。ただし、抵抗されたのなら、その限りでない。行け」


    「あいあい！」


    　食べかけのイカ焼きを口に咥くわえて、百ひやく六ろくは縁側に向かって駆けだした。


    　走りながら右手を前に突き出し、巨大なグローブを、発射させる。


    



    「おい、何か来るぞ」


    　小こ雨さめが声を上げた直後、中庭へ振り返った月つき夜よの頰ほおを掠かすめて、五指を広げた手の平が床の間の壁に食い込んだ。


    　切り離された手首部分にはワイヤーロープが付いており、それを巻き取る力を利用して、百六が跳躍してくる。


    「下がれ、帯おび刀なた！」


    　一いち郎ろうは前に出て、月夜の背中を蹴けり飛ばした。


    「あっ」


    　つんのめった月夜の立っていた場所を通り過ぎて、百六は客間の壁に着地した。その左手の指先には、通過する際に一郎の手から掠め取った『不思議の国のアリス』が摘つままれている。


    「……っ」


    　着脱式の手の平をアンカーのように壁に食い込ませ、百六は客間の側面にぶら下がる。そうして咥えたままのイカ焼きを、モゴモゴとさせた。


    「ラッキー。早速一冊ゲットしたの。うあ……でもこれ一番難易度の低い奴だ……。ハズレなの」


    「じゃよこせよ」


    「へ？」


    　顔を上げた百六の鼻先へ、小雨の赤い蹴りが飛んだ。防御した百六の左腕とブーツがぶつかり、客間に金属音が響き渡る。その指先から絵本を奪い、小雨は天井へと着地。


    「えっへっへ。やっと手に入れたぜ。──っと！」


    　手元にナイフが投とう擲てきされ、小雨は絵本を落としてしまう。


    　それをキャッチしたのは、一郎だ。


    「やあ、取り返してくれてありがとう」


    「おまえのためじゃねーよ、返せこの野郎っ！」


    「返すのはこっちにだよっ！　奪われるのはむかつくの」


    　壁に張り付いて百六。重力を無視して天井に小雨が立ち、その下では一郎がショート・ソードを構える。それぞれお互いを牽けん制せいし、一いつ触しよく即そく発はつの状況に空気がぴりと震ふるえる。


    「……何なの、あいつら」


    　脇で見ていた千ち鳥どりは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    　一瞬の攻防のうちに、絵本が三人の手元を一周した。千鳥は、目で追うのが精一杯だった。


    「月つき夜よ！　こっから離れよう。巻き込まれたら大変よ、見てあいつら、もう地上にすら立ってない。人間離れしすぎててちょっと引くわ」


    　千鳥は、一いち郎ろうに蹴けられ倒れていた月夜の肩を抱き起こす。


    　三人は、じりじりと間合いを読み合っている。三つ巴どもえでは、先に交戦した二人が不利だ。残りの一人に、隙すきを突かれてやられてしまう。


    　相手の行動を探って、一郎が口を開いた。


    「……手の平形のアンカーとは、恐れ入る。容易たやすく扱えるものじゃないな」


    「簡単だよ。ただ、転落死や激突死するのも簡単だから、この武器は会社のために死ねる人間以外には、とてもオススメすることはできないの」


    　一郎は、百ひやく六ろくが両手に装着するそのグローブを観察する。手甲は厚く、指先は壁に食い込ませることができるほどに鋭利だ。手首から先は着脱式であるらしく、先ほど見た限りワイヤーで繫つながっている。恐れるべきは、その機動力だろう。


    「会社のために……って、なんだそりゃ、おまえは死ねるのかよ」


    「悲しいけど、それも仕事のうちなの」


    「……ところで、君は何しにうちへ来たんだ夏なつ苅かりハリケーン。邪魔なんだけど」


    「おい、さらりと名前間違ってんじゃねーよ。如月きさらぎシェリーの絵本を延長しに来たんだよ。魚に食われちまったからもう諦あきらめるけどよ、その絵本だけでもよこせ。手ぶらじゃ帰れねえ」


    「だめだめ、私が帰さないよ。〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟もターゲットなの。失敗したら、減給なの」


    「……減給？　何だそれ」


    「それはシビアだな。君はあれか。社畜か」


    「まあね。うち結構ブラックだから。……あ、今の室長には内緒ね？　すぐ減給される」


    「ああ言わない。約束しよう。同情ついでに手伝ってやろうか、泥棒狩り。彼女は飛ぶから逃げると速いぞ。最初に協力して仕し留とめておいた方が──」


    「おいこら青あお髭ひげ、何組もうとしてんだ」


    「大丈夫。私は今、一度奪った『不思議の国のアリス』に執着してるの。まずはあれを奪う」


    　百六の言葉に小こ雨さめが身を乗り出す。


    「よっしゃ、じゃオレと組もうぜ」


    「……ちっ」


    　一郎は、不意に『不思議の国のアリス』を天井の小雨へと放った。


    　反射的に絵本を受け取った小雨に向かって、百六が手の平形アンカーを飛ばす。


    「おわっ……！」


    　カッ、と五指を天井に食い込ませ、百ひやく六ろくは壁を蹴けって小こ雨さめへと接近した。


    　客間の天井にて、小雨と百六の空中戦が再開される。


    　回し蹴りを手の平で受け止めた百六は、体をきりもみ回転させ、遠心力を使って小雨を畳へと叩たたきつけた。小雨の墜落した衝撃で、畳が[image: ]まくれ上がる。


    　宙に跳はねる百六へ、一いち郎ろうは取り出した古式銃を向けた。


    　それに気づいた百六は畳の上へと手の平形のアンカーを飛ばし、食い込ませる。


    　ズダン、と臓腑に響く発砲音が轟とどろき、硝しよう煙えんが噴き上がった。


    　しかしそのときにはもうすでに、銃口の向けられた先に百六の姿はない。ワイヤーを巻き取って畳の上へ着地し、硝煙を散らして一郎へ真まっ直すぐ駆ける。


    　その足元を、起き上がった小雨が払った。


    「うあっ」


    　受け身を取る百六の後方で、一郎が野次を飛ばす。


    「出た。必殺、夏なつ苅かりハリケーン」


    「おいそれ名前じゃねーのかよ！」


    　小雨の連続攻撃を避よけながらも、百六は手の平を飛ばし、小雨が持つ絵本を釣り上げた。


    　しかしその隙すきを見て、今度は一郎が絵本を掠かすめ取る。


    「ああっ、もう！　きりがないの！」


    　絵本を持てば狙ねらわれる。残る二人が攻撃を仕掛け、三つ巴どもえの戦いは続く。


    



    「……もう何やってんのか訳わかんないわ」


    　千ち鳥どりと月つき夜よは、客間の隣の部屋へと避難していた。そこから、三人の攻防を眺める。


    　天井に穴のあいた客間は、三人の戦闘によって、さらに酷ひどい有あり様さまとなっていた。


    「……花はな詠よみ」


    　戦闘をじっと見つめていた月夜が、呟つぶやく。


    　向こう側の廊下から顔を出したのは、小さな体に半はん纏てんを羽は織おった、花詠だった。


    「いちろー！」


    「花」


    　花詠の登場に驚いて、一郎は一瞬、動きを止める。


    　その刹せつ那なを、百六が見逃す由よしもなかった。


    　胸元を摑つかまれ倒れた一郎の上に、百六が馬乗りとなる。


    「あっ……！　いちろー」


    　足を踏み出した花詠へ、一郎は声を上げる。


    「動くな、花。なぜ来た。……貴き吉よしの側そばにいろと言っただろう」


    「だって！　しんぱいで。いちろーひとりだから。はなよみも、手伝おうと……」


    　畳の上へ降り立った小こ雨さめが、訝いぶかしげに花はな詠よみを見つめる。


    「何だ、あのガキ。妹か？」


    「いちろーをはなせっ」


    　花詠は顔を歪ゆがませ、百ひやく六ろくに向かって叫んだ。


    「はなせ！」


    「花、離れていろ！　僕は大丈夫だ」


    　近づこうとする花詠を、一いち郎ろうは[image: ]しかりつけた。


    　普段声を荒らげることの少ない一郎が怒っている。それが、花詠の不安を一層搔かき立てる。


    「はなせぇっ！　いちろーを、いちろーをっ」


    　喚わめく花詠を、百六は横目に見て呟つぶやいた。


    「……誰なの？」


    「誰でもない」


    　即答する一郎。明らかに動揺しているその様子に、百六は目を細めた。


    「……あの子も、読み手？」


    　瞬間、一郎は握っていた絵本を、百六の頰ほおへ振るった。


    　百六はその背表紙を、歯で受け止める。


    「……君の相手は僕だ。僕を見ろ」


    「……」


    　百六は手の平の形をグーに変え、一郎の体へと鋼鉄の拳を降らせる。


    　二度、三度と、腕を交差させ防御する一郎の体へ、拳は何度も振り下ろされた。


    「いちろーをはなせ！　はなせ！　はなせええっ！」


    　ゴスッ、ゴスッ、ゴスッ──。


    「[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ」


    　その光景をただ見ていることができず、花詠は泣きじゃくりながら駆け出す。そして一郎の上から百六をどかそうと、その脇腹を突き押した。


    　どん、と衝撃が百六の全身を貫き、絵本を嚙かみ締めたまま百六は宙を舞う。


    「……っ!?」


    　背中から柱時計へと叩たたきつけられた百六を見て、小雨が足を止める。


    　隣部屋で眺めていた千ち鳥どりも、驚きよう愕がくの声を発した。


    「な、何よ、あれ」


    「ウ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」


    　花詠は百六を追い掛け、柱時計にもたれかかるその体に向かって、拳を振り下ろす。


    　そのたびに、客間はどん、と震ふるえた。柱時計のガラス片が散り、形は歪いびつにひしゃげ、時計の後ろの壁にまで、亀き裂れつを走らせる。


    「……おい、あいつ、マジで……読み手？」


    　小こ雨さめは花はな詠よみの額ひたいから、二本のツノが生はえていることに気づく。


    「もういいだろ、やめろっ！」


    　吹き出す百ひやく六ろくの血飛沫しぶきが、時計を、畳を汚していく。


    「……くそっ、蹴けっていいのか？　こいつ」


    　逡しゆん巡じゆんする小雨の側そばで、一いち郎ろうが体を起こした。


    「……花、やめろ」


    「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」


    　それでも花詠は、止まらない。


    「花っ！」


    　一郎が後ろから抱き寄せてようやく、花詠は手を止めた。


    「はあ、はあっ……！」


    　真っ赤に染まった両手を震ふるわせて、花詠は肩で息をする。


    「……花、落ち着いて。息を吸って。ゆっくりだ……ゆっくり」


    　花詠を背中から抱いたまま、一郎は優しく囁ささやいた。


    「大丈夫。もう大丈夫だから。敵はもう、倒れた」


    　俯うつむく花詠の目の前で、百六はブルゾンを赤く染めて、動きを止めていた。その口元から、血に濡ぬれた『不思議の国のアリス』が、零こぼれ落ちる。

  



  [image: ]



  
    　花はな詠よみはその小さな手で額ひたいに生はえたツノに触って、それから再び、泣き始めた。


    「うぐ……ひっく……。うええぇえ……」


    　せぐり上げる花詠の泣き声が、崩壊した客間に満ちる。


    「村むら瀬せ……」


    　月明かりに背を向けて、縁側にエルモが立っていた。


    「村瀬、村瀬……。そうか確か。『桃太郞』の担当者はそんな名前だった。奴は自分の妻に、絵本を読ませたんだったな。……そいつは、村瀬の娘か……？」


    　客間の誰も、返事はしなかった。


    　しかしエルモは一人勝手に納得し、緩ゆるむ頰ほおを手で覆おおい隠す。


    「……七年前、工場火災で唯一残された『桃太郞』はカラだったが……そうか。こんなところにいたのか──」


    　その翠みどり色いろの瞳を花詠に向けて、エルモは静かに、呟つぶやいた。


    「会えて嬉うれしいぜ──〝赤鬼レツド・オーガー〟」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「え。……え？」


    　暗くら闇やみの中、兼かね亮すけは目を覚ました。辺りはあまりに真っ暗で、何も見えない。


    　手足をじたばたと動かし、戸惑う。どうやら頭を何かに突っ込んだまま、固定されてしまっているようだ。


    「んぬぬぬ……」


    　すぽん、と頭を引っこ抜き、状況を把握してぞっとする。兼亮の頭は畳を突き破り、床下へと穴を空けて突っ込まれていた。


    「んな……、何で、俺……」


    　ずきずきと痛む頭に手を添えて、記憶を[image: ]たどる。フラッシュバックのように思い出されたのは、キツネ面を額に付けた小こ雨さめの笑みと、声。


    　──歯ぁ食いしばれ。舌を嚙かむなよ──？


    「俺……負けたのか」


    　小雨の踵かかと落としは、兼亮の後頭部を捉えた。


    　強い衝撃を伴い、兼亮は畳へ沈んだ。それが最後の記憶だ。


    　兼亮の眼鏡めがねは側そばに落ちていた。踵落としを食らう寸前、小雨に摘つまみ取られたのを覚えている。


    　完敗だ。敵に気遣いまでさせてしまうとは。


    　腕の変身はもう、元に戻っていた。〝オオカミの腕〟という強力な武器を手にしながら、一撃も与えることができなかった。


    　悔しさに拳を握る。自分はまだ、弱すぎる。


    　あれだけの衝撃を食らってなお、体を動かすことができるのは、オオカミに変身したことで耐久力を上げることができたからだろう。変身による身体能力のアップは、一いち郎ろうとの修業で確認済みだ。しかしそれでも、小こ雨さめの動きを止めるまでには至らなかった。


    　攻撃が当たらなければ体力を削られ、こうして負けてしまう。


    　眼鏡めがねを掛け直した兼かね亮すけは、自分のいる部屋を見回した。そしてその異様さに、顔を顰しかめる。


    　壁際にぬいぐるみやおもちゃが並んでいることから、ここが子供部屋であろうことが推測できる。しかしその量が、あまりにも多すぎる。


    　使い古された人形や子供向けの雑誌などが、暗い部屋の至る所に置かれていた。そこには、与える者の必死ささえ感じられる。


    　架台の上の写真立てに目が行った。写っていたのは貴き吉よしと、兼亮の知らない若い女性だった。優しげに微ほほ笑えむ、綺き麗れいな人だ。かつて村むら瀬せ家に、いた人物なのだろうか。


    「そうだ、生い駒こまさんは……」


    　千ち鳥どりは『不思議の国のアリス』を持って、逃げ切れただろうか。


    　兼亮は開けっ放しの襖ふすまから、廊下へと駆けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　客間は、見るも無惨な状態となっていた。


    　畳は[image: ]まくれ上がり、壁に入った亀き裂れつは天井にまで達している。穴の空いた天井から差し込む月明かりが、畳に残るどす黒い血けつ痕こんを照らし出していた。


    　雨戸の開け放たれた縁側に、月つき夜よが腰掛けている。


    　その側そばに、膝ひざを抱かかえる千鳥がいた。


    「……何が、あったんですか」


    　二人の纏まとう不ふ穏おんな空気に、兼亮は心臓がきつく収縮するのを感じた。嫌な予感がする。手足の力が抜け、底の知れない不安が過よぎる。


    　膝に顔を埋うずめ微動だにしない千鳥の様子は、明らかにおかしい。何かが起こったのだ。自分が負けて、気絶している間に。


    「……笠かさ木ぎくん。怪け我がは──」


    「俺は平気です。生駒さんに、何かあったんですか。夏なつ苅かり小雨は……？　『不思議の国のアリス』はどこに」


    「彼女は去ったよ。村瀬くんと、花はな詠よみも一緒に。絵本は、奪われてしまった」


    「……そう、ですか……。すみません。俺が夏なつ苅かり小雨を止めることができていれば──」


    「ううん。『不思議の国のアリス』を持っていったのは彼女ではなく、イラストレーターだよ」


    「……え」


    　月つき夜よは抑揚なく、兼かね亮すけの知らない者の存在を口にした。


    〝イラストレーター〟。絵本の文章を書いた月夜が〝ライター〟なのだから、それは絵を担当した者の肩書きなのだろう。ワーストエンド・シリーズを作った、五人の子供たちのうちのひとり。


    「やあ、笠かさ木ぎくん。無事のようだね」


    　廊下の向こうから、車椅子の村むら瀬せ貴き吉よしが姿を現す。家用のラフな着物姿に、ブランケットを膝ひざの上に被かぶせている。貴吉はいつもと変わらない笑顔で、穴の空いた天井を見上げる。


    「ずいぶんと風通しが良くなってしまったね。ばあちゃんが帰ってきてこれ見たら、腰抜かすだろうなあ……。ここは冷える。三人とも、僕の部屋に来なさい。コーヒーを淹いれよう」


    「貴吉さんは、怪け我がとかないですか」


    「うん。僕はずっと隠れていたから」


    「……俺、どれくらい気絶を──」


    　兼亮は客間の柱時計へ振り返るが、ひしゃげた時計盤からはもう、正確な時間を読み取ることはできなかった。


    　月夜が静かに、口を開く。


    「笠木くんと千ち鳥どりが夏なつ苅かり小こ雨さめを追いかけていってから、そう長くは、経たっていないよ」


    　それから、兼亮に伝えた。この短い間に、何が起こったのか。如月きさらぎシェリーを呑のみ込んだアンコウが、イラストレーターの襲撃によるものであること。客間を舞台に、三つ巴どもえが行われたということ。そして、花はな詠よみの暴走。


    　貴吉が月夜の説明を補足する。


    「花詠の体にはね、〝赤鬼〟がいるんだ。それが今回みたいにときどき、顔を出す。〝赤鬼〟の描かれた絵本は『桃太郞』。僕と一いち郎ろうはその絵本を捜しているんだ。〝赤鬼〟から、あの子を救うために──」


    　その絵本を持っていたのが、エルモだった。


    



    「いいことを、考えたぜ」


    　一郎が『桃太郞』を欲していると知ったエルモは、縁側から客間の一郎へ提案した。


    「『桃太郞』は今、小こ日向ひなた製薬の後身である、うちの会社が持っている。だが中に悪役ヴイランズは封じられていない。絵本の中身は空っぽ。当然だ。〝赤鬼レツド・オーガー〟はそこにいるんだからな」


    　花詠は体力を消耗し疲れてしまったのか、一郎の腕の中で眠っていた。その額ひたいに生はえていた二本のツノは、跡形もなくなっている。


    「俺たちが欲しいのは悪役ヴイランズだ。カラの絵本はいらない。だから、〝赤鬼レツド・オーガー〟ごとそのガキを鹵ろ獲かくしたいところだが、見逃してやってもいい。『桃太郞』を貴様に渡す。〝赤鬼レツド・オーガー〟を封印したあと、絵本をこちらに返してくれればそれでいい」


    「……」


    　一いち郎ろうは、エルモの言葉を訝いぶかしむ。


    「……君はそう、親切な人間には見えないが」


    「そうだな。もちろん、条件がある。俺たちが欲しいのは絵本に封印されている悪役ヴイランズ。〝赤鬼レツド・オーガー〟だけじゃない、全シリーズの悪役ヴイランズだ。貴様の持つ『青あお髭ひげ』も、こっちに渡せ」


    「……それで本当に『桃太郞』が手に入り、この子を〝赤鬼〟から救えるのなら構わない。僕が読み手になったのは、そのためだからね」


    「それは何よりだ。それから──」


    　言ってエルモは隣の部屋にいる千ち鳥どりへ、視線を滑らせた。


    「『白雪姫』と『赤ずきん』……。ここにはいないようだが、『かちかち山』も貴様らの一味だな。その三冊もだ」


    「はあ!?　何でよ……！　四冊と一冊じゃ、わりに合わないじゃない」


    　千鳥の声を無視して、エルモは一郎に向かって続けた。


    「渡すのは絵本と、付属の貸出カードだけでいい。返却はこちらで行うから、借りたままでも構わない」


    「……」


    「以上だ。どうする？　そのガキを、村むら瀬せ貴き吉よしの娘を、〝赤鬼レツド・オーガー〟から取り返したいんだろう？」


    　言ってエルモは月つき夜よへと、翠みどり色いろの瞳を向けた。


    「そのためには、戦うしかないぜ。月夜、おまえの言う〝仲間〟同士でな」


    



    　貴吉は話し続ける。


    「提示されたのが不公平な条件だとしても、それが『桃太郞』を手に入れるための手段であるのなら、一郎は条件を受け入れる。それほど『桃太郞』は一郎にとって、いや、僕にとっても、必要なものなんだ」


    「っ……」


    　兼かね亮すけは客間へ駆けた。部屋に置いてあったはずのショルダーバッグが消えている。


    「……『赤ずきん』がありません。持っていかれたんでしょうか」


    　月夜が「返却日は？」と質問した。


    「昨日、延長したばかりです。又借りだからあと三日しか、持ちませんけど……。くっそ、やっぱ早く正式に借り直しときゃよかったな……」


    「……あたしは、明日よ」


    　千ち鳥どりが顔を上げた。その目は、赤く充血している。


    「……生い駒こまさんも、奪われたんですか……？」


    　千鳥は顔を歪ゆがませ、再び膝ひざに額ひたいをつける。


    　代わりに月つき夜よが、口を開いた。


    「……エルモが、彼の部下をアロワナに食べさせて、去った後──」


    　視線を中庭へ向けたまま、月夜は訥とつ々とつと話し始める。


    「村むら瀬せくんは夏なつ苅かり小こ雨さめから、キツネの面を借りた。きっと私の目を、恐れたから。それはつまり、私たちと敵対することを、決めたから」


    　共に行動し、共に絵本を集めてきた村瀬一いち郎ろうは、仲間たちの弱点を知り尽くしていた。何をされれば嫌がるか。何が感情を揺さぶるか。


    　どうすれば千鳥が、涙するのかを。


    



    　──きゅいっ。


    「な、何すんのよ！」


    　千鳥に襲いかかった一郎は、スノーホワイトを捕まえ、その手に握りしめた。真っ白な毛並みの前足に、ダガーの刃が当てられる。


    　一郎はキツネ面に空いた穴の奥から、千鳥を見下ろした。


    「聞いての通りだ。『白雪姫』を渡してもらおう」


    「……ちょっと、待ってよ。意味わかんないんだけど。そもそもあたしは、持ち歩いてなんかないわよ」


    「なら、どこにあるかを教えてほしい」


    「……そう簡単に教えるわけないでしょ。あんた、どうしちゃったの。条件を飲むわけ？　どう考えてもこちら側の不利じゃない。戦って奪えばいいでしょ」


    「勝てる保証がない。彼は作り手のひとりだ。こちらの能力はもしかして、読み手である僕よりも詳しいかもしれない。加えて僕は彼の力を知らない。さらに『桃太郞』を失う覚悟が、僕にはない。彼と戦うより、君たちを相手にした方が、幾分も楽だ」


    「……あたしたちをって……。仲間じゃ、なかったの……？」


    「仲間？　それは間違いだよ、生駒千鳥。僕たちはお互いに利用し、利用される間柄。君だってはじめは、そうやって帯おび刀なた月夜に近づいたはずだろう」


    「……それは……そうだけど」


    「村瀬くん」


    　月夜がその蒼あおい瞳を、一郎へ向ける。


    　キツネ面を着けた一郎の感情を、読むことはできない。


    「帯刀月夜。ここからは別行動だ。『桃太郞』の在りかがわかった。もう君に用はない」


    　一いち郎ろうは言い放ち、千ち鳥どりに続ける。


    「お別れとは、時間をかけるほど白けてしまうものだ。スマートに、鮮やかに、衝撃的にいこうか。三秒だ。質問に答えなければ、また、噓うそをついたりなどすれば、君の家族であるフェレットの前足を切り落とす。いいね。生い駒こま千鳥、『白雪姫』はどこにある。……三──」


    「え……ちょ、っと。何であんたが敵に回るの」


    「──二」


    「待ってってば！　あんたひとりじゃ勝てなくても、あたしたちだっているじゃない。あいつの力がわかんないって言ったってさ、こっちには〝ライター〟である月つき夜よがいるんだから、みんなで戦えばきっと──」


    「──一。……花はなが、眠っていてよかった」


    　一郎は言って、右手に握り締めたスノーホワイトの前足へ、ダガーを突き立てた。ベタ雪のような白い毛並みに、赤が混じる。


    「きゅいっ！　きゅい──！」


    「スノー！」


    　前へ出た千鳥へ、一郎は「動くな」と指示を出す。


    「動いた分だけ、刃を入れる」


    　一郎はダガーの刃をスノーホワイトの前足に宛あてがい、言った。


    　スノーホワイトが悲鳴を上げて、千鳥は足を止める。


    「二歩、動いたね」


    「待って！　動いてないじゃない。やめて……！」


    　千鳥は慌てて踵かかとを下げるが、一郎は容よう赦しやなくダガーを動かした。


    「きゅいっ……！」


    　一郎の側そばで、堪たまらず小こ雨さめが制止する。


    「おい、おまえ。さすがにやり過ぎだろ。オレたちだってそこまではしなかったぜ」


    「黙れ。ここまでしなかったから、失敗したんだろう。僕はこれでも、必死なんだよ。これは遊びじゃない。戯たわむれじゃない。冗談では、ないんだ」


    「……おまえ……」


    　小雨は血に染まる一郎の手元を見て、言葉を詰まらせた。


    「村むら瀬せっ！　あんた、絶対に、許さない……！」


    「生駒千鳥。君にも目的の絵本があるだろう。『竹取物語』を見つけ、このフェレットの傷も治すといい。しかし──」


    「んきゅっ！」


    　スノーホワイトの声が潰つぶされた、その直後。ダガーを動かした一郎の手元から、真っ赤に染まったひとつの塊かたまりが、零こぼれ落ちた。


    「──切り離された前足はくっつくのだろうか。その辺りは、よくわからないけれど」


    「噓うそ──」


    　青ざめた千ち鳥どりは、膝ひざから崩れ落ちる。


    「おや。また動いたね」


    「村むら瀬せくんっ」


    　月つき夜よの声に、一いち郎ろうは首を振る。


    「喚わめくな。君らしくもない。わかってる。どうせいつものようにこう言うんだろう。〝殺すのはダメ〟。殺しはしないさ。しかし生い駒こま千鳥が質問に答えてくれなければ、不承不承ではあるが、もしかして殺してしまうかもしれない。次は右足だ。三──」


    「つ、月夜のっ……！」


    　カウントが始まってすぐに、千鳥は声を上げた。


    　声を震ふるわせて、絵本の隠し場所を口にする。


    「──家の、あたしの部屋……」


    「……千鳥」


    　月夜は、千鳥を支えるように、その肩へ手を添える。


    「ごめん、月夜。あたし、無理だ──」


    　その頰ほおを、涙が伝う。


    　千鳥はジャケットの内ポケットから、鈴の付いた鍵を取り出し、一郎へ放った。


    「……鏡台の、引き出し。それが鍵。……お願いだから、スノーを離して……」


    「ありがとう」


    　一郎は鍵を拾い、スノーホワイトを、ポケットにしまった。


    「けれどまだ、フェレットは返せない。君の言葉が噓でないと、証明されるまでは」


    「……噓なんかじゃ、ないわよ……」


    「村瀬くん。千鳥は噓なんてついていない」


    「ああ。でも僕たちは今、敵同士じゃないか。その言葉を、信じるわけにはいかない」


    「……」


    　一郎はポケットから大きな布を取り出し、眠っている花はな詠よみを包んで抱き上げる。


    　そして部屋へと振り返り、指示を出した。


    「いいかい。一時間は、この家を出てはいけない。僕が『白雪姫』を手に入れるまでは、じっとしているんだ。もし僕の邪魔をすれば、君の大切な家族を、殺すからね」

  



  
    　第二話　〝赤鬼〟


    



    　七年前。一〇歳の村むら瀬せ一いち郎ろうは今と同じように、夕ゆう陽ひヶが丘おかの町に住んでいた。


    　一郎の祖母には五人の子供があって、そのうちの二人は当時の村瀬家に同居していた。町を出て散り散りに暮らす他の兄弟たちも、正月や盆休みには必ず子供たちを連れて帰省し、祖母を囲んで宴を設ける。


    　その頃の村瀬家には、活気があった。


    「嫌だ！　飲みたくないよ」


    　親戚の叔父や叔母たちは[image: ]そろって陽気で、一郎は彼らが大嫌いだった。酒の席ではまだ子供である一郎に、苦いビールを飲ませようとする。一郎が顔を赤くして抵抗すると、今度は下げ戸こであった一郎の父親を引き合いに出し、「お父さんそっくりだ」と笑われた。


    　だから親戚が集まるイベントがあるたびに、一郎は村瀬家を飛び出す。夕陽の当たる坂道を駆けて、双そう頭ず川がわに合流する小川を越えて、木刀を一本握り締め、裏山を上るのだ。


    　大嫌いな大人たちから逃げるように、一郎は石段を駆け上がる。息を切らして上った分だけ、景色は大きく、雄大に広がる。それを知っているから、一郎は上る途中で、決して町を振り返ったりなどしなかった。


    　振り向きたい気持ちを我慢して、ただひたすら足元の石段だけを見つめて、歩を進める。そうして天てつ辺ぺんの、開けた広場に到達して初めて、振り返るのだ。


    　そこに広がる景観が、一郎は好きだった。


    　日は西に傾かたむき赤味を帯びて、春風が汗ばんだ肌を撫なでる。


    　一郎は大きく深呼吸をして、自分の住むこの町を見下ろした。


    　夕陽ヶ丘。その名称の由来は、丘と丘の間に夕陽が沈むからであるという。そんな言い伝えを小学校の先生から教えてもらったが、一郎はそれを信じていなかった。町をオレンジに染める夕焼けが、丘ではなく、海側へ沈んでゆくのを、この場所で何度も見ていたからだ。


    　町を横切る大きな川が双頭川。右側が繁華街で、左側が住宅街。そして海側が、工場地帯となっている。祖母が子供であった頃は工場などなく、あの辺一帯の海は自由に行き来できたらしいが、今はフェンスで囲まれ、住民は近づくことさえできない。


    　撤去撤廃を求める声は昔からあるらしい。住民たちがとりわけ敵視しているのが、濛もう々もうと煙を吐き続ける四本の煙突だった。


    　裏山の天辺からは今も、煙を立ち上らせる製薬工場が見えた。一郎はあの煙が途切れるのを、一度も見たことがない。昼は蒼そう天てんを黒煙で汚し、夜はライトアップされ、その近未来的姿をもって町に鎮ちん座ざする。


    　小こ日向ひなた製薬は、町を侵略する悪の象徴として位置づけられていたが、幼い頃から工場のある景色を見ている一いち郎ろうにとっては、四本の煙突も、すでに町の一部となっていた。


    　一郎はしばらく町並みを眺めたあと、広場の中央で木刀を握った。


    　脇を締めて、剣先を前へ伸ばし正眼の構え。剣を頭上に持ち上げ、上段の構え。幾度か木刀を振り下ろした、そのとき。


    「わあっ、すごい。海が見える！」


    　坂道を上ってきたのは、ひとりの女性だった。感嘆の声を上げたその人は、身を翻ひるがえして町を眺める。


    　一郎は怪け訝げんそうに顔を顰しかめた。その若い女性は、日に焼けた同級生や、近所の中年女性たちとは違った雰囲気を持っていた。


    　肌は日の光を知らないかのように白く、そのシルエットは華きや奢しやであると言っていいほどに細い。真っ白なワンピースが相まって、清せい楚そで可か憐れんな印象を受けた。


    　丘の上に吹く風が、その白いレースのスカートを、白しら百ゆ合りの花びらのように膨ふくらませた。腰まである長い黒髪がなびく。彼女の横顔を見つめて、一郎は思い出した。


    　祖母の末っ子、つまり一郎の叔父である村むら瀬せ貴き吉よしが昨日、連れてきた女性だ。貴吉の妻。今年から、村瀬家に加わった親戚のひとりだった。


    「一郎くんを追いかけてきたら、素敵なとこ見つけちゃった」

  



  [image: ]



  
    　村むら瀬せ綾あや詠うたは夕焼け空を背景に、いたずらっぽく笑って言った。


    　一いち郎ろうは唇を結び、あからさまに不機嫌な表情を作る。


    　ひとりになりたくて、ここまでやってきたのだ。それなのに。またしても居場所を親戚に奪われてしまった。また新しい場所を、探さなくてはいけない。


    「……」


    　木刀を逆手に持ち、歩いてきた綾詠の側そばを仏頂面で通り過ぎる。


    　その背に綾詠の声がかかる。


    「あれ、もう帰るの？　今来たばかりじゃない」


    「……」


    　あんたが来たから帰るんだ、とは口に出さなかった。一郎は綾詠の言葉を無視して、石段へ向かって歩き続ける。


    「一郎くん、待ってよ。じゃあ私も帰るから一緒に帰──きゃん」


    　どさ、と倒れた音がして、一郎は振り返った。赤土の上に、綾詠が俯うつぶせに倒れている。


    「……」


    　大の大人がこうもみっともなく倒れるものか。


    　赤土で汚れたワンピースをはたく綾詠の足元で、つっかけサンダルが脱げている。それでここまでやってきたのか。


    「……やっぱり、まだ帰りません」


    　考えてみれば。居場所を取られるなんて、それこそ負けじゃないか。自分は生まれたときからこの町に住んでいるのだ。それを昨日来たばかりの外部の人間に侵略されるなんて、気に入らない。四本煙突の工場に「私たちの夕ゆう陽ひヶが丘おかを返せ」と幟のぼりを掲げるあの人たちの気持ちが、少しだけわかったような気がした。


    　一郎は再び自分の立ち位置に戻って、木刀を構えた。


    　綾詠はつっかけサンダルを履き直し、土に半分埋まった平たい岩に、何食わぬ顔で腰掛ける。


    「……帰らないんですか」


    「やっぱり私もまだ、帰らないことにしたの。いいでしょ？」


    「……大人は卑ひ怯きようだ」


    　一郎はムッと唇を固く結んで、木刀を振り続ける。自分の場所を守るために、余よ所そ者ものを追い出すために。〝あっち行けオーラ〟を放ちながら。


    　綾詠はその姿を、にこにこと微ほほ笑えみながら見守っていた。


    



    　一郎が綾詠の心臓に問題があることを知ったのは、屋敷へ戻ったときだった。


    　山間の空が青紫色に染まり、頭上に明るい月が浮かぶ、そんな時間帯。


    　屋敷の前を、村瀬家の人たちが慌ただしく駆け回っていた。初めは自分を捜しているのかと思った一いち郎ろうだったが、彼らは「綾あや詠うたさーん」と声を上げている。


    　振り返った一郎の視線の先で、綾詠は口元に手を当てる。


    



    　屋敷へ入った綾詠はすぐに、客間へと通された。


    　ほどなくして、村むら瀬せ貴き吉よしが駆け込んでくる。


    「どこに行っていたんだい、綾詠」


    　ずっと走り回っていたのだろう。額ひたいに汗を浮かべて、息を弾はずませていた。しかし貴吉は綾詠を[image: ]しかるでも咎とがめるでもなく、あくまで優しく、微ほほ笑えみさえ浮かべて尋ねた。


    「何も言わずいなくなるなんて。心配していたんだよ」


    「ごめんなさい、貴吉さん。今日はとても、体調がよかったから」


    　綾詠は座布団の上に正座したまま、深く頭を垂たれた。


    「ご家族の皆さまにも、ご心配をおかけしてしまいました。本当にごめんなさい」


    　座敷机を挟んで向かいに座る祖母が、呆あきれたように笑う。


    「縁側からつっかけひとつで飛び出しちゃうなんて、聞いていたより随分とおてんばじゃないか」


    「ごめんなさい、お義か母あ様。夕焼けが見たかったの。だって〝夕ゆう陽ひヶが丘おか〟の夕陽でしょ。きっと綺き麗れいに決まっているもの」


    「夕陽……？」


    　ひとつ間を置いて、ふくよかな体を揺らして祖母は笑い出した。


    「夕陽ヶ丘だから夕陽が綺麗だなんて、そんなこと、考えたこともなかったね。それで、夕陽は見られたのかい？　綺麗だったかね」


    「ええ、とても！　一郎くんに案内してもらったの」


    　噓うそだね。一郎は客間の柱に背をもたせながら、小さく呟つぶやく。案内したつもりなどない。綾詠は勝手についてきてしまったのだ。


    「そりゃ良かった。一郎とも仲良くなったみたいじゃないか。なら明日、町を案内させよう。あの子はしっかりしてるから、いいボディガードになるよ。それなら貴吉も安心だろ」


    「嬉うれしい！」


    「ちょっと、ばあちゃん。勝手に決めんなよ」


    　一郎はじろりと祖母の背を睨にらむ。その肩越しに、綾詠が恭うやうやしく頭を下げた。


    「よろしくお願いします。一郎さん」


    



    　都内の大学院に通っていた貴吉は、同じ大学で綾詠と出会った。


    　綾詠には、卒業と同時に結婚を約束された許いい嫁なずけがいたという。家同士が強引に推し進めた縁談だった。御おん曹ぞう司しの元へ嫁ぐはずだった綾詠は、貴吉と出会って恋に落ち、半ば駆け落ちするように、小さなアパートで暮らし始めた。


    　綾あや詠うたは幼い頃から、心臓にハンデを抱かかえていた。大人になり、学校に通う程度の行動は許されていたが、過度の運動は禁じられていた。アルバイトも、長期の外出にも医師の許可が必要だった。


    　生活は貧しく、通院代や生活費の一部は、絶縁を宣言したはずの綾詠の両親に頼るしかなかった。貴き吉よしはどうにか二人でやっていくために、身を粉こにして働いた。


    　疲れ果て、へとへとになって帰る四畳半のアパートではいつでも、綾詠の笑顔が迎えてくれる。彼女は毎日手料理を作り、食卓を彩って、貴吉を労ねぎらった。


    「無理をしなくていいんだよ」


    　貴吉は感謝を伝えたあとに、綾詠の体を気遣う。


    　綾詠は首を横に振った。


    「ううん。私嬉うれしいの。家にいたときはずっと、身の回りのことは誰かがやってくれた。けれど今は自分でやらなきゃいけないでしょう？　できることが増えていく。それがとても、嬉しいの。貴吉さんのために料理をして、貴吉さんがそれを食べて美お味いしいと言ってくれる。当たり前のことなのかもしれないけれど、私にとっては、それはとても特別なことなんだよ」


    　綾詠の笑顔に釣られて、貴吉も微ほほ笑えむ。


    　しかし貴吉はその微笑みに、一いち抹まつの不安を隠す。


    　綾詠は、感情を高ぶらせることさえ、許されていなかった。笑顔でいてくれているうちはまだいいが、怒りに任せて喚わめくことも、大声を上げて泣くことも、彼女に限っては、危険が伴う。


    　貴吉が決して怒鳴らない理由が、そこにあった。


    



    「でもさ、優しすぎるってのも、残酷なのよね」


    　綾詠は岩に腰掛け、足をぶらぶらとさせる。


    「私が外に出ようとすると、泣きそうな顔になるのよ？　でも今日みたいないい天気の日にさ、ずっと閉じこもってなきゃいけないなんて、私の方が泣きそうになるよ。ねえ、それって生きてるって言える？」


    　春風の吹き抜ける丘の上で、一いち郎ろうは素振りを続けていた。町の案内を頼まれた一郎だったが、祖母の言い付けを守る気などさらさらなかった。そもそも、何の変哲もないこの町に、敢あえて案内する場所など思い当たらない。都会から来た大人の女性に、一体何を自慢しろというのか。


    　しかし、翌日もまた木刀を持って家を出た一郎を、綾詠は見逃さなかった。


    　石段の途中で気配を感じて振り返った一郎は、またもや自分を追いかけて上ってくる綾詠を発見し、慌てて彼女の元へ駆け下りたのだった。


    　綾詠は昨日と同じように、一いつ心しん不ふ乱らんに木刀を振る一郎へ声を掛ける。


    「ねえ一郎くん、聞いてる？」


    「……聞いてません。修業中ですから」


    　綾あや詠うたに対する初めの印象が、どんどん崩れていく。昨日の彼女は確かに清せい楚そで、可か憐れんだった。


    　しかし話してみると思った以上に子供っぽくで、あどけない。一いち郎ろうと二人きりになると遠慮もなくなるのか、それがより顕けん著ちよに表れる。


    「一郎くんは、サムライなんだね。かっくいー」


    「……やめてください。そういうの」


    　一郎は木刀を振りながら、綾詠へ視線を移すことなく、眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「だって、可愛かわいいって言ったら怒りそうで」


    「怒りますよ、すごく」


    　綾詠はサンダルを脱いで素足になり、「うーん」と青空に両腕を伸ばした。


    　ポカポカと暖かい春の日差しが気持ちいい。岩に添うように自生したシロツメクサの周りを、ひらひらとモンシロチョウが飛んでいた。


    「いい町だね。ここは」


    　綾詠は、眼下に広がる夕ゆう陽ひヶが丘おかの町を眺めて呟つぶやいた。


    「別に。何もない町です。綾詠さんの住んでる街に比べたら……」


    「そんなことないよ？」


    「よっ」と綾詠は岩の上から下りて、一郎の元へ歩き出した。


    「長閑のどかでいい町だよ。みんな温かいし、優しいし。笑顔で暮らしてる。一郎くんは、おうちがあまり好きじゃないみたいだけど、私は好きだな。あの中庭なんてすっごく素敵。誰かがお手入れしているの？」


    「ときどき、植木のおじさんが来るんだ。昔、父さんに助けられたからその恩返しにって」


    「父さん？　ああ……そうか、一郎くんのお父さんは、警察官だったんだよね」


    「……」


    　一郎は答えず、木刀を振り続ける。


    　綾詠は、そのムスッとした幼い顔を覗のぞき込んだ。


    「ね、一郎くん。私にも剣道教えてよ。やったことないんだ」


    「ダメですよ。運動しちゃいけないんでしょ」


    「あー。一郎くんまでそんなことを？　みんなが思ってるほど、私は弱くないんだよ」


    　言って綾詠は一郎の手元から木刀を取り上げ、「やー！」とぶんぶん振って見せた。


    「どう？　いい感じ？」


    「……ダメです。全然なってません」


    　尋ねる綾詠から、一郎は木刀を奪う。


    「返してください。心配で見てられません」


    「おやー？　心配してくれるの？」


    　綾あや詠うたが再び顔を覗のぞき込もうとするので、一いち郎ろうは慌てて視線を逸そらした。


    「……別に。あんたが倒れたら、俺が怒られますし」


    「ありがとう」


    　綾詠は微ほほ笑えむ。それから息を整えて、そっと一郎の名を呼んだ。


    「……ねえ、一郎くん。私の住んでる街には本当に、何もないんだよ」


    　静かな広場に、綾詠の声は浮きたって聞こえた。


    「私は、走ることができない。自転車にも乗れない。心臓に悪いからって、派手なアクション映画も、テレビのホラー番組も禁止されて、私はただ、植物みたいに飾られていただけ。あの世界には、何もなかったの」


    「……」


    「家族も、友だちも、みんな腫はれ物を扱うように私を扱うの。貴き吉よしさんだけだったんだ。手を取って、一緒に逃げようって、言ってくれたの。ドキドキして、死にそうになっちゃった」


    　一郎は驚いて顔を上げた。綾詠が言うと冗談に聞こえない。


    「……わかっていたんだけどね。みんな、私を心配してくれてたんだって」


    　綾詠は再び町並みへ向き直り、呟つぶやく。


    「私はこの町が好きだよ。貴吉さんの育ったこの町が。みんなでテーブルを囲んでご飯を食べて、わいわい笑って、家族って感じ。貴吉さんはこうやって育ったんだなあって。私もその一員になれたのかなあって。そう思うと、やっぱりドキドキしちゃう」


    「……ドキドキしたら、ダメなんじゃないの？」


    「ふふ、そうだね」


    　綾詠は屈託のない笑みを浮かべて、一郎の顔を見つめた。


    「だからこれが当たり前になるように、少しずつ、慣らしていきたいな」


    「……」


    　応援するよ、などと、気の利いたことは言えない。ただ思っただけで気恥ずかしさが先に立ち、一郎は言葉を呑のみ込んだ。


    



    　綾詠と一郎は、昨日と同じように、[image: ]そろって石段を下りる。しかし今日は昨日と違って、一郎は綾詠の歩く速さに気を遣う。


    　電柱が等間隔に並ぶ畦あぜ道みちを、二人並んで屋敷へと向かった。


    　日は沈み、頭上には星が幾つも煌きらめき始めていた。


    「綺き麗れいだねえ」


    　綾詠は星空を見上げて呟く。


    　一郎は、空を見て歩く綾詠がまた転んでしまわないか、気が気でなかった。


    「ねえ、一郎くん」


    　カエルの鳴く畦あぜ道みちの途中で、綾あや詠うたは[image: ]きいた。


    「一いち郎ろうくんは、私のドキドキ知っちゃったじゃない？　私にも、一郎くんのことを教えて？」


    「え、別に。話すことなんてないですし」


    「つまんないなあ。じゃあ一郎くんは、どうして修業をしているの？」


    「別に……わかんない。……やるのが、当たり前だったし」


    「ふうん。小さな頃からやってるんだ。一郎くんの構えって独特だよね。こう、剣を上に構えるやつ」


    　綾詠は歩きながら、木刀を頭上で構える一郎の型を真ま似ねして見せる。


    「〝火の構え〟って、いうんだ」


    「へえ。かっこいいね」


    「防御を捨てた、攻撃重視の構えなんだ。試合でも使えるんだよ。……でも、道場では禁止されてる。高校生にならないと、本当は使ってはいけない構えなんだ」


    「だから裏山でこっそり練習してるの？　どうして使っちゃいけないんだろ」


    「とても難しい構えだから……。小学生に使いこなせるはずがないんだって。だから試合で使うと、相手に失礼になっちゃうんだよ。調子乗ってるって、バカにされる」


    「そうなんだ。でも私には、一郎くんは使いこなしてるように見えたけどなあ……」


    「それは、素人だからだよ。まだまだです。僕はまだ、……弱い」


    　一郎の脳裏に、父の姿が蘇よみがえる。剣道着を着けて、強敵と対たい峙じする父の姿が。


    「でも試合では使えないのに、どうしてその構えを練習するの？」


    「……わかんない。父さんが、使っていたからかな」


    　一郎の記憶には、今でも父の試合での姿が焼きついている。相手に追い詰められ、負けるかと思われたそのとき、父の取った構えが、〝火の構え〟だった。


    　防御を捨てた父は、強かった。烈火の如ごとく剣けん戟げきを繰り出し、敵を圧倒するその姿は、幼い一郎にとって憧しよう憬けいの的となった。


    「この木刀は、父さんから貰もらったんだ」


    「そっか！　貴き吉よしさんから聞いたよ。一郎くんのお父さんは、剣道も強かったんだってね。地区大会で何度も優勝を飾ったって──」


    　しかし一郎は、綾詠の言葉の途中で首を横に振る。


    「……強くないよ。父さんは、弱かった。ホントはとても、弱かったんだ」


    



    　一郎の父は、夕ゆう陽ひヶが丘おかの駐在巡査だった。


    　不器用で無愛想で、無口な父は、だからこそ、制服を着て駐在所の前に立っていると様になり、格好よかった。学校の下校中などクラスメイトたちと交番の前を通り、「あれ、おまえの父ちゃんだろ？　超怖こええ」などと言われると、一郎はどこか、誇らしかった。


    　威厳をもって恐れられる父が、自分だけには優しいということを、知っていたから。勤務中であっても父は、一いち郎ろうを見つけるとムッと顔を顰しかめたまま、必ず軽く手を振ってくれる。それが嬉うれしくて、それを友だちに自慢したくて、わざと交番前を歩いたりもした。


    　そんな父が自分だけにではなく、誰にでも優しかったと知ったのは、彼が死んだあとのことだった。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おかを豪雨が襲ったその日、父は非番だった。しかし双そう頭ず川がわが氾はん濫らんしそうだという電話を受けたあと、レインコートを着て、一郎と母親を家に残し出ていってしまった。


    　──一郎、外に出るなよ。


    　玄関先で交わした短い会話が、一郎が聞いた父の最後の言葉となった。


    　外に出るなよ。そんな言葉に、一体何の感慨を抱けばいいのか。


    　外に出るなよ。それはこっちの台詞せりふだと、葬儀のとき、一郎は父の遺影を睨にらみつけた。


    　しめやかに行われた葬儀にはたくさんの人が参列し、そしてたくさんの人が、涙を流した。父が恐れられていただけでなく、それ以上に慕われていたのだということを、一郎はそのとき初めて知った。


    　増水し流れの速くなった双頭川で溺おぼれた少年を見つけ、父は率先して飛び込んだらしい。


    　町の平和を守ってきた英雄を亡くしたと、警察の制服を着た偉い人は、マイクを通して言葉を詰まらせた。


    　父の愛した町を、その正義の心を、私たちは引き継いでいくと。そのための努力を惜しまないと。偉い人は、一郎の家族や取材に来たローカルテレビのカメラの前で、そう宣言した。


    「何だよ、それ」


    　一郎は小さな声で、呟つぶやいた。


    　葬儀に参列した誰も、川に飛び込んだ父が少年へは[image: ]たどり着けなかったことを、口にしなかった。流された少年は海に出る手前で流木に引っ掛かり、救助された。ずいぶんと衰弱していたらしいが命に別状はなく、病院のベッドで順調に回復しているのだと聞く。


    　何だよ、それ。せめて死んでくれよ、とすら願った。


    　飛び込んだはいいが川の流れが速く、少年ともども溺死した、ならばまだ格好がつく。しかし父は、彼に触れてさえいないのだ。父は溺れる少年を見つけ勝手に水面へ飛び込み、勝手に死んだのだ。


    　少年とて、困惑はすれど感謝のしようがないだろう。まさに、「何だよ、それ」だ。


    　父の後任として交番へやってきたのは、欠伸あくびを繰り返す、頼りない若者だった。


    　かつて一郎は漠然と、自分も将来は警察官になるのだと思っていた。父のように誰かを守れる、格好よい大人になりたいと、そう望んでいた。自分で思っていた以上に、強い父親に憧れていたのかもしれない。


    　しかしそんな憧しよう憬けいの的であった父親が死に、考えは少しずつ、変わり始めていった。


    　この町にとって、父の存在は、意味があったのだろうか。


    　父は本当に誰かを、守っていたのだろうか。


    　一いち郎ろうの幼い心に、疑問が生じた。


    　町を守っていた父は死んだというのに、それでこの夕ゆう陽ひヶが丘おかが荒すさむことなどなかった。


    　人々は当たり前のように普段の生活に戻り、また以前のように、平和なこの町で暮らす。


    　父が死んだところで、何も変わらなかった。


    　なら父は、何を守っていたというのか。


    　父は弱かった。本当は、何も守れてはいなかったのではないか。


    　母と祖母との間で話し合いが行われ、一郎は祖母の家に引き取られることになった。家族三人で暮らしていた部屋は引き払われ、一郎は今の住まいである村むら瀬せ家で過ごすようになった。


    　父から譲り受けた数少ない遺品のひとつが、一郎の振るう木刀だ。


    　父が死んでからも日課のように、剣道場へ通い続ける。


    　しかし守ることの意味に迷い始めた今、一郎は何の目的もなく、木刀を振るう。


    



    「……お父さんは、一郎くんにサムライの心を残したんだね」


    　一郎の話を聞いた綾あや詠うたは、やはり笑顔で、そんなことを言う。


    　木刀を握るのに目的なんてない、そう言っているのにだ。


    「……そんなんじゃ、ないです」


    　意を決して打ち明けた心を綾詠に揶や揄ゆされたように感じて、一郎は足を速めた。砂じや利りの上に伸びる自分の影を、追いかけるように俯うつむいて歩く。


    「でもお義か母あさまは……一郎くんのおばあちゃんは、一郎くんのこと、お父さんに似てきたって言ってるよ？　黙々と木刀を振る姿なんか、小さい頃そっくりだって──」


    「似てなんかないよ！」


    　一郎が足を止めると、足音が消え辺りはより一層、しんとする。


    　脇道の水路が水面に月を映し、ちょろちょろとささやかに流れていた。


    「……違うんだ、僕は。ばあちゃんたちは何かと僕のこと、父さんに重ねて、似てきた、似てきたって言うけど。僕は父さんのようにはなれないのに。なりたくなんか、ないのに」


    　父に似てきたと言われることが、一郎にとっては堪たまらなく嫌だった。


    　町を守る立派な父親、偉大な父親。そして父に憧れる一人息子。そんな構図に当て嵌はめられて、父の死を美談に仕立て上げ、慰なぐさめられているようで。


    　だがそんなもの、まやかしだ。


    　自分はもう、父に憧れてなどいない。


    「ばあちゃんたちは、見ない振りしてるだけでしょう……？　父さんは無駄死にしたんだ。なのに、そうじゃないふうに、みんなで、立派だったって、ホントはそんなこと、思ってもいないくせに」


    　嵐のような雨風の吹く中、自分や母親を家に残し、出ていってしまった父を。知らない子供を助けようして、勝手に死んでしまった父を。自分自身さえ守ることのできなかった弱い父を。


    　どうして尊敬なんてできる？


    　誰も言わないのなら、自分が言ってやればいい。正直に。事実を、ありのまま。


    　かつて憧れていた父は、格好よかった父は、本当はただの、間抜けだった。


    　本当はただの、馬鹿だった。


    「僕は、僕は……！　ホントは、父さんのことなんか──！」


    　その続きを、口にしてしまう前に。綾あや詠うたは一いち郎ろうを抱き締めた。


    　荒くなった一郎の呼吸を静めるように、その小さな背に手の平が添えられる。


    「そんなこと、ないよ」


    　一郎の耳元で、綾詠はそっと、囁ささやいた。


    「君のお父さんは本当に、立派だったんだよ。みんな本当に、お父さんを誇りに思ってる。大丈夫。君は恥じることなんてないんだ」


    「……っ」


    　一郎は込み上げる嗚お咽えつを、唇を結んで嚙かみ殺した。


    「ねえ、だってさ。他に誰ができる？　知らない子のために命を懸かけるなんて。荒れくるう濁流に、飛び込むなんてさ。誰もがそんなこと、できると思う？」


    　綾詠に尋ねられて、一郎は微かすかに、首を横に振った。


    「……君は、そんなすごいお父さんの息子なんだよ？　そりゃあみんな期待しちゃうよ。似てるところを、探しちゃうよ。そしてそれを見つけるのが、本当に、嬉うれしいんだよ」


    　綾詠は一郎の手を握った。


    「君はお父さんの意志を継いで、立派に成長している。お父さんのように、誰かを守れる強い男に、なっていってるんじゃないかな」


    　綾詠は、一郎のその小さな手が、繰り返す素振りで擦すり剝むけてしまっていることを、知っている。


    　たった二日しか見てはいないが、一郎が真剣に、強くなろうとしていることを知っている。


    「ねえ。お父さんの生き方は決して無駄じゃない。その心はちゃんと、一郎くんに受け継がれているよ。守るものがわからないというのなら、じゃあその剣で、私を守って」


    「……綾詠さんを……？」


    「うん」


    　綾詠は一郎の赤くなった目を正面から見つめて、笑った。


    「実はね、子供がいるの。お腹なかの中に」


    「え……」


    「この町の海辺に、お薬の工場があるでしょう？」


    「知ってる。四本の煙突があるとこだ」


    「そう。貴き吉よしさんの配属先がそこに決まったの。だから私たち、この町に引っ越してくるのよ。早ければ、来月にでも」


    　言って綾あや詠うたは、夜空を見上げた。


    　今にも落ちてきそうな満天の星空は、都会では決して見られない光景だ。


    「私この町が気に入っちゃった。都会じゃなくてこの長閑のどかな夕ゆう陽ひヶが丘おかで、お腹なかの子を育てられるのが、嬉うれしい。けれど怖こわいって思うことも、あるんだ」


    「……怖いって、思うこと？」


    　綾詠が自分の腹部に手を当てるのを、一いち郎ろうは目で追いかける。


    「……お医者さんにはね、難しいって、言われてる。私の心臓が、出産に耐えられない可能性があるんだって。これから、いろいろな方法を試してみるみたいなんだけどね。諦あきらめることだけはしたくないから。でも今日みたいに、ちょっと弱気になってしまうことがあるんだ。不安で、怖くて……。そんなとき、話し相手になってほしいなって」


    「……」


    「だからね。一郎くんが側そばにいてくれたら、心強いな。私を、守ってほしいんだ」


    　一郎は腕で目を擦こすって、それから顔を上げた。


    「……うん。わかった」


    「ホント？　やったあ」


    　綾詠は声を上げて、再び一郎を抱き締めた。


    　彼女は一郎に任務を与えた。剣を振るうための、理由を与えた。それはただ、一郎を元気づけるためだけのものだったのかもしれない。しかしその理由が、どれほど一郎に力を与えたことか。


    　二人は、小指を交まじえて指切りした。


    「約束する。僕は綾詠さんが無事に子供を産めるよう、守る」


    「うん。ありがとう」


    　それはとても静かな夜。月明かりの照らす畦あぜ道みちで、二人は約束を交わした。


    　心に抱かかえる悩みを打ち明けた者同士の、内緒の約束を。


    　綾詠は笑う。その笑顔は、一郎に守る意味を教えてくれる。ずっと笑っていてほしいと思った。幸せになってほしいと願った。だから剣を握り締める。


    　守るものがあるという、ただそれだけの理由で、湧わき上がる力を感じていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「はーい、じゃあこの問題、わかる人」


    　教壇から教室を見回して、教師が問いかける。すかさず子供たちは手を挙げて、教室は「ハイ！　ハイ！」と喧けん騒そうに包まれた。


    　普段は勤勉でない子供たちも、授業参観となれば別である様子。教室後方に立ち並ぶ父親や母親の視線を意識し、元気一杯に挙手をする。


    　一いち郎ろうはといえば椅子にじっと座ったまま、ちらりと教室後方の入り口を窺うかがっていた。


    　そのとき、開きっぱなしのドアの向こうから、祖母に手を引かれて綾あや詠うたが姿を現す。


    　一郎は顔を輝かせ、教師に向かって大きく手を挙げた。


    「ハイ！　ハイハイハイ！」


    　答えて教師に褒ほめられて、さり気なく綾詠の姿を覗のぞき見た。拍手の仕草をしていた綾詠は、一郎の視線に気づいて小さく手を振った。


    　一郎は慌てて視線を戻し、着席する。それから緩ゆるんだ表情を、教科書で隠した。


    　休み時間になっても、子供たちは親の元へ向かいはしない。親の視線を背中に受けながら、敢あえてその気恥ずかしさに耐え、友だちとお喋しやべりを続けた。しかし、一郎だけは別だ。


    　授業が終わると、一郎はすぐに綾詠の元へ走った。


    「綾姉っ！　来ちゃダメだって言ったのに！」


    「ごめんね。一郎くんの頑張ってる姿を、この子にも見せてあげたくて」


    　綾詠は微ほほ笑えみ、大きくなったお腹なかに手を添える。


    「無理はしちゃダメだよ？　階段を上ってきたの？　下りるときは僕が付き添うから！」


    「いけないよ。一郎くんはまだ授業があるでしょう？」


    「うー……」


    　一郎は顔を歪ゆがめ、地団駄を踏む。


    「じゃ、ばあちゃん、ちゃんと綾姉を見ててよ？　僕はまだ授業があるから。万が一転んだら、ばあちゃんが下敷きになって綾姉を守るんだよ？」


    「ばあちゃんを何だと思ってんの、この子は……」


    　授業開始のベルが鳴り、席へ駆け戻る一郎の背中を、二人は見送った。


    「綾ちゃんが来てから、あの子もずいぶん元気になったよ」


    「ふふ。もともと強い子ですよ、一郎くんは」


    



    　綾詠と一郎が約束を交わしてから二か月後、貴き吉よしたち夫婦は、屋敷へとやってきた。共に住むことになった二人を、一郎は歓迎した。


    　一層剣の鍛練に精を出し、頻ひん繁ぱんに道場へ通うようになったのは綾詠を守るためだ。稽古が終わればすぐに家へ帰る。綾詠に「おかえり」を言ってもらえるのが嬉うれしかった。


    　病弱な綾詠を部屋へ閉じ込めるのではなく、散歩や買い物に付き添って歩いた。木刀を握って綾あや詠うたを護衛する様は、近所でも「小さな侍さん」と称され評判になるほどだった。


    　時間が許す限り漫画や映画を観て、綾詠の好きそうなラブストーリーや、バイオレンス描写の少ない作品を選ぶ。それを綾詠の部屋へ運び、もう一度綾詠の隣で鑑賞した。綾詠が「面白かった」と言ってくれるのが嬉うれしかった。


    「ありがとう」と微ほほ笑えんでくれるのが嬉しかった。


    　綾詠のお腹なかは徐々に大きくなってゆく。一いち郎ろうは新しい命が育ってゆくのを、わくわくして見守っていた。そっとお腹に耳を当てると、とくんと微かすかに心臓の音が聞こえる。綾詠に促されて、「こんにちは」と自己紹介をした。するとそれに応えるように、お腹に添えた手の平へ衝動が走る。


    　一郎は驚いて手を引いた。


    「……動いた……！」


    「きっと『こんにちは』って、返事したのね。『一郎お兄ちゃん、よろしくね』って」


    「うん……！」


    　まるで自分に兄弟ができたような感動に、一郎は打ち震ふるえた。


    　綾詠の子供は、年明けに生まれる予定だった。年末は楽しい行事が目白押しだ。冬休みにクリスマスにお正月。そこに新しい家族の誕生まで重なるのだ。一郎は、冬が待ち遠しかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　十二月中旬。灰色の空から、粉雪が音もなく降り注ぐ。


    　一郎は傘かさを差し、日課をなぞって綾詠の入院している病院へ向かう。耳や鼻先が赤く染まり、吐息は口元に白く滲にじんで消えてゆく。


    　その年の冬は例年よりも寒く、このまま雪が降り続けば、四年ぶりの積雪になるだろうとテレビのニュースで言っていた。この寒さは、綾詠の体にどんな影響を及ぼすだろう。祖母に託された防寒着を早く届けたいがため、一郎は足を速めた。


    



    「綾姉……？」


    　一郎はいつも通りに、綾詠の入院している部屋を開けた。しかし一郎の登場に振り返ったのは、見知らぬ女の子だった。


    「……？」


    　一郎は思わず、息を呑のむ。


    　こちらを見つめるその少女の瞳は、不自然なほどに蒼あおく輝いていた。


    「ああ一郎くん、いらっしゃい」


    　カーテンの奥から、仕事に行っているはずの貴き吉よしの声がした。


    「……すみません、親戚の子です。少々、お待ちください」


    　来訪者は、蒼あおい瞳の少女だけではないようだ。貴き吉よしは綾あや詠うたのベッドを隠すカーテンの向こうで誰かと話し、顔を出した。


    「やあ、ごめんね。綾詠は今ちょっと検査を受けていてね。そこで待っていてくれるかい？」


    　貴吉に促され、一いち郎ろうはドアの側そばの丸椅子へと腰掛ける。


    「……これ、綾姉寒いかと思って……ばあちゃんから」


    「ああ、ありがとう」


    　防寒着の入った紙袋を受け取り、貴吉はカーテンの向こうへ戻っていく。その際に、カーテンを延長して、ベッドを全て囲ってしまったのが気になった。まるで綾詠の姿を見せないよう、一郎から隠しているようだ。


    　静かな部屋に、囁ささやき声だけが聞こえた。「……適正は問題なしということですか」「……診療録の方はこちらで用意します」「……では他の被験者と同日同時刻に開始ということで」


    　一郎にその内容は理解できなかったが、会話の中に、少女の声が混じっているのはわかった。


    　自分はダメで、あの子はいいのだろうか。年齢は同じくらいだったのに。黒髪で肌が白く、蒼い瞳をしていた。あんな不思議な子、学校や近所にはいない。夕ゆう陽ひヶが丘おかの子ではないのだろうか。


    　一郎は手持ち無ぶ沙さ汰たに、辺りを見渡した。来訪客が持ち込んだのか、綾詠の病室には見慣れない銀色のトランクや、重そうな機器が置かれていた。


    　架台にファイルが束ねられていた。何の気なしに、そのファイルの表紙を[image: ]めくってみる。挟まれていたのは絵本だった。一郎はその絵本へ手を伸ばす。深緑色の表紙に、『桃太郞』と書かれている。しかしそのタイトルの下に描かれたキャラクターは、桃太郞ではなかった。赤く、燃えるような恐ろしい形ぎよう相そうでこちらを睨にらみつけている。描かれていたそれはこの物語の悪役、〝赤鬼〟だ。


    



    　──むかしむかし、あるところに。おじいさんとおばあさんが住んでおりました。


    



    　絵本は、お馴な染じみのそんな一文から始まった。〝おじいさんは山へ芝刈りに、おばあさんは川へ洗濯に〟。まさしく、一郎の知っている童話『桃太郞』だ。文章の側に描かれたイラストでは、川で洗濯をしているおばあさんが、流れてきた大きな桃を見つけ驚いている。


    



    　──どんぶらこっこ、どんぶらこ。流れてきた大きな桃を、おばあさんはお家うちに持って帰りました。


    



    　おじいさんと一緒に食べようと、真っ二つに切った桃の中から、小さな赤ん坊が飛び出す。子を持たない二人は喜び、桃から生まれたこの男の子に〝桃太郞〟と名を付けるのだった。


    　大切に育てられた桃太郞は、凜り々りしい少年にまで成長する。正義の心を培つちかったこの少年は、都で暴れる鬼がいると聞き、いても立ってもいられず、二人に宣言するのだ。


    



    　──「おっ父とお、おっ母かあ！　もうがまんならねえ。おらが悪い鬼たちをこらしめてやる！」


    



    　それは無謀と止めるおじいさんとおばあさん。しかし桃太郞の決意は固く、結局折れることに。


    　旅に出るこの大切な息子に、おじいさんは鎧よろいと刀を。おばあさんは日本一美お味いしいきびだんごをこしらえてやる。


    　かくして旅立った桃太郞は、行く先々で犬、猿、キジに声を掛けられる。


    



    　──「桃太郞さん、桃太郞さん。そのお腰につけたきびだんご、ひとつ私にくださいな」


    



    　きびだんごを渡し、三匹をお供に従えた桃太郞は、いざ、鬼の住処すみかである鬼ヶ島へ向かうのだった。


    　一いち郎ろうは夢中になってページを[image: ]めくった。知っているお話であるはずなのに、なぜか新鮮に感じられた。表情豊かな絵がまるで生きているかのように躍動し、読み手を物語の世界へと誘いざなう。


    　だからこそ物語の悪役、〝赤鬼〟が登場したとき、一郎は息を呑のんだ。


    



    　──「……そんな棒切れ一本で何ができよう。笑わせてくれるな、小粒の如ごとき童わつぱが」


    



    　その迫力は、桃太郞の勝利を知っているはずの一郎を、不安にさせるほどのものだった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのたくましい体たい軀くに、トゲだらけの巨大な棍こん棒ぼう。虎柄のパンツに、そして何より、額ひたいより伸びる二本のツノが、その凶悪さを演出していた。


    



    　──おじいさんからもらった刀をふりあげて、桃太郞はゆうかんにかけだしました。


    



    　ページを[image: ]り、一郎は思わず声を漏もらした。


    　一撃だった。たった一度の攻撃で桃太郞は昏こん倒とうし、雌し雄ゆうは決した。


    　考えてみれば、当たり前の光景だった。あんなにも巨大な鬼たちに対して、子供や小さな動物たちに一体何ができるというのだろう。犬や猿やキジたちもまた、鬼たちに棍棒で殴られ、血飛沫しぶきを散らす。


    　当たり前……？　いや、違うだろう。一郎は自分の目を疑う。『桃太郞』は、そんな残酷なお話ではないはずだ。そんな、夢も希望もないような、最低な結末であるはずがないのだ。


    　桃太郞は負けない。この少年は決して、負けてはいけない。正義は必ず勝つ。この御お伽とぎ噺ばなしはそれを子供たちに教えるための、痛快な冒険劇の王道であるはずなのに。


    　ページを[image: ]めくった一いち郎ろうの目前で、勇敢に戦った一行は殴られ、踏まれ、蹴け散ちらされ、そして凶悪な鬼たちはあろうことか彼らを、食い始めた。


    「うわあっ……！」


    　あまりの凄せい惨さんな結末に、一郎は絵本を手放した。


    　ばさり、と本は床の上に落ちる。その表紙に描かれた赤鬼が、じっとこちらを見上げているような気がした。


    「一郎くん？」


    　異変に気づいた貴き吉よしが、カーテンから顔を出す。そして床に落ちている絵本を見つけて、慌てて一郎の側そばへ駆け寄った。


    「一郎くん……。絵本を、読んだのかい……？」


    「……」


    　貴吉がその肩へ手を添える。目を見開いた一郎の体は、微かすかに震ふるえていた。


    「……ごめんね。驚かせてしまったね。一郎くん、ちょっと……」


    　貴吉は一郎を病室の外へと促した。


    「廊下は冷えるね」


    　そう呟つぶやいてドアを閉め、おもむろに財布を取り出す。


    「綾あや詠うたの検査はまだ長引いてしまいそうなんだ、ごめんね。また明日おいで。……これで下の売店で何か甘い物でも買って……ひとりで、帰れるかい？」


    　差し出された紙幣を受け取ろうとはせず、一郎は貴吉を見上げ訴える。


    「……貴吉さん。……あの絵本、綾姉に見せたらダメだ。びっくりしちゃうよ」


    「……うん。大丈夫。大丈夫だから」


    　貴吉は微ほほ笑えみ、一郎の頭を撫なでた。


    「ありがとう。心配してくれて。一郎くんも、気をつけてお帰り」


    　それから一郎は素直に千円札を受け取り、売店でおしるこを買って飲みながら帰った。


    　それはとても甘く、冷えた体を温めてくれたが、一郎の心はずっとざわついたまま。忘れようとしても絵本の内容が、あの鬼の形ぎよう相そうが、頭に焼きついて離れなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    『雪は明日の二五日未明まで降り続き、広い範囲で積雪となるでしょう。お出かけの際は足元に充分にお気をつけください──』


    　病室に設置された小さなテレビから、気象情報が流れる。画面には吹ふ雪ぶくどこかの町並みが映し出され、冷たい風に身を縮める通行人が、横断歩道を渡っていた。


    　十二月中旬を過ぎてからも気温は下がり続け、夕ゆう陽ひヶが丘おかは四年ぶりの積雪に見舞われた。暖房の効いた綾あや詠うたの病室は温かいが、外では降り続く雪が舞い散り、風が窓ガラスをカタカタと震ふるえさせている。


    「みんなひどいよ、イブなのに」


    　一いち郎ろうは綾詠のベッドの側そばに腰掛け、唇を尖とがらせた。


    　綾詠はそんな一郎の顔を見て、くすりと笑う。


    「仕方ないわ。子供会の会長であるお義か母あさんに、クリスマス会なんて放って、私のところへ来て！　なんて甘えられないもの」


    「ばあちゃん、毎年張り切ってるからなあ。今年もサンタの格好するんだって。綾姉にも見せてあげたかったのに」


    「ふふふ。お義母さん、サンタクロースが似合いそうね。私は来年、この子と一緒に見るのを楽しみにしているわ」


    　綾詠は、ブランケットの上から腹部を撫なでて言った。そのお腹なかは、もういつ生まれてきてもおかしくないほどに膨ふくらんでいる。


    　一郎には、そんな綾詠を放って町の子供たちを優先する祖母や、クリスマスイブにまで仕事をする貴き吉よしの気持ちがわからなかった。


    「でも、貴吉さんは研究発表が終わったら来てくれるって言うし。それに、一郎くんがいてくれるから、寂しくないし」


    　目を細めて綾詠が言うと、一郎は顔を赤くして俯うつむいた。


    「……だって、綾姉を守る約束だから、当たり前だし」


    「そっか、ごめんね。クリスマスくらい、約束はお休みしてもよかったね。一郎くんもクリスマス会、行きたかったんじゃない？」


    「違う、そうじゃなくて。僕は、約束だからじゃなくて……。嬉うれしいんだよ。守れるのが。綾姉は、その、素敵だから。綾姉を守れる僕も、何か、素敵になれるっていうか……」


    　うまく言えているだろうか。伝わっているだろうか。しどろもどろになりながら、ちゃんと纏まとめなきゃ、と思う。つまり、何が言いたいのかというと──。


    「つまり僕は、綾姉が、好きなんだよ」


    　勢いで口にして、一郎は耳の先まで赤く染めた。


    　上目遣いで窺うかがった先、綾詠は、きょとんと目を丸くしていた。それから口元を緩ゆるませて、はにかむ。


    「……ありがとう。何だか、照れちゃうな」


    　綾詠は口くち許もとを緩ませたまま、一郎に伝える。


    「私も一いち郎ろうくんのこと、大好きだよ」


    「っ……」


    　一郎は赤くなった顔を隠して再び俯うつむく。何も言い返すことができず、病室に静けさが満ちる。


    　バラエティに切り替わったテレビ番組の司会者が、「メリークリスマス！」と声を上げていた。


    「……あ、そうだ！」


    　一郎は不意に訪れたこの沈黙を吹き飛ばすべく、自分の[image: ]かばんからリボン付きの袋を取り出した。


    「これ、クリスマスプレゼント。小遣い貯ためて買ったんだ」


    「えっ、本当？　嬉うれしい！」


    　綾あや詠うたは両手でそれを受け取り、「開けてもいい？」と尋ねる。


    　袋の中には、赤ちゃん用の小さな靴下が入っていた。薄桃色の毛糸で編まれた、肌触りの優しいプレゼントだった。


    「温かい……ありがとう、一郎くん」


    「商店街まで行って買ってきたんだ。迷ったんだよ。手袋とか、ニット帽とかもあってさ。全部は買えなくて。でもニット帽は外にいるときしか使わないし、手袋もさ、赤ちゃんはおしゃぶりするでしょ？　だから毛糸食べちゃうかなと思ってさ」


    　一郎が懸命に喋しやべるのを、綾詠は微ほほ笑えみながら聞いていた。一郎がこれから生まれてくる子を想い、品物を前に悩んでいる姿を想像すると、堪たまらなく愛いとしく思えてくる。


    「本当にありがとう、一郎くん」


    　綾詠に抱き締められ、一郎は「わあ」と声を上げる。


    「実はね、私からもプレゼントがあるんだ！」


    　綾詠が一郎の首に巻き付けたのは、水色のマフラーだった。


    「……綾姉、いつの間に……？　外出られないのに」


    「ふふふ。貴き吉よしさんにお願いして買ってきてもらったのよ。あ、でも選んだのはちゃんと私だからね？　テレビ電話で、あれじゃない、これじゃないって。大変だったんだから」


    「……ありがとう」


    　一郎は恥ずかしさに顔を隠して、マフラーへ首を埋うずめた。


    「あとね、ケーキも買ってあるの。一郎くん、冷蔵庫見てみて？　貴吉さんなんて放っといて、二人で先に食べちゃおっか？」


    　言われた通りに冷蔵庫を開けると、そこにケーキの紙箱を発見する。チョコレートケーキにレアチーズケーキ、それから苺いちごタルトが入っていた。


    「何がいい？」


    「……苺。苺のやつにするよ……！」


    　苺タルトなど、滅多に食べる機会などない。子供会で行われるクリスマスパーティーのケーキなど、確実にショートケーキだ。運が悪ければ、苺すらのせてもらえない年もある。


    「手、洗ってくる！」


    　ケーキを架台に置き、一いち郎ろうは廊下へ駆け出した。


    　ぼんやりと蛍光灯の灯ともる廊下に、走る一郎の足音がパタパタと響く。綾あや詠うたは特別病棟に入院されていたため、廊下に人ひと気けはなかった。


    　トイレの洗面台で手を洗い、服に擦こすりつけて拭ふこうとして手を止める。マフラーを巻いていることに気づいて、きちんと紙ペーパーを使った。


    　一郎は鏡に目をやった。水色のマフラーを巻いた自分はなかなか様になっていて、ついついにやけてしまう。綾詠から貰もらったマフラーだ。綾詠の手で、巻いてもらったマフラーだ。まるで彼女に、認めてもらえたようではないか。


    　綾詠を守れる、強い男になれただろうか。


    　鏡を見ながらマフラーを巻き直した、そのとき。


    　一郎は病室から、耳をつんざくような悲鳴を聞く。


    「……？」


    　時計の針は、夜の六時を指そうとしていた。


    　綾詠の病院から数十キロ海側へ向かった先にある小こ日向ひなた製薬工場、その研究施設にて。ワーストエンド・シリーズの読み手となった子供たちは、それぞれの借りた能力を披露するため、集められていた。


    　絵本の数は一六冊。しかし、読み手である子供たちの数は一五人。一人は見学だった。


    『桃太郞』の貸出カードにはその子供の名前ではなく、綾詠の名前が、書かれていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「僕は自分の担当していた『桃太郞』を、綾詠へと貸し出した。それが、僕の人生の中で最も愚おろかな過あやまちだった」


    　車椅子を動かして、貴き吉よしは西洋テーブルの上にあるコーヒーメーカーからカップに新しいコーヒーを注いだ。コポコポ、と泡の弾はじける音がして、貴吉の顔を映す黒の水面から、湯気が沸き立つ。


    「おかわりは？」と尋ねられて、兼かね亮すけは初めて、自分の眼下にあるコーヒーがぬるくなってしまっていることに気づく。砂糖を入れてから、一口も飲んではいない。


    「あ……いえ、大丈夫です」


    　向かいのソファーで膝ひざを抱かかえる千ち鳥どりも、その側そばの月つき夜よも、ただ話を聞いているだけで、口を開こうとはしなかった。だから兼亮が、質問をする。


    「あの。その〝赤鬼レツド・オーガー〟って……。綾詠さんが借りた能力って、何なんですか……？」


    「〝力を強化する能力〟。力、とつく自分のステータスを、極限まで上げる能力だよ」


    「力……？　攻撃力とか、防御力とか……？　なんか、結構単純、なんですね」


    　鬼であるくらいだから、相当厄やつ介かいな能力を持っているのかと思ったが、ステータスアップだけなら、命令で縛る〝フック船長キヤプテン・フツク〟や、注文を強制する〝山猫ハングリー・キヤツト〟の方が幾分も脅威に感じる。


    「そうだね。単純にただ、力を強化するだけ。体に及ぼす変化でいえば、確認しただけで筋力、体力、生命力に治癒力。瞬発力、持久力、跳躍力、持続力。それから、視力や聴力も同時に強化されていた」


    「……え。そんなに……？」


    「精神面では、知力、胆力、気力、忍耐力、記憶力や集中力など。実はその全てを把握できてはいないんだ。もしかしたら、女子力、なんてのもあるのかな」


    「……女子力？」


    　冗談を言ったのだろうか。しかし兼かね亮すけは、笑うことなどできなかった。


    「……どうやって倒すんですか、そんなの」


    　羅列された全てのステータスを一斉に強化されたなら、まさしく鬼の如ごとき超人の誕生だ。


    「……肉弾戦なら、最強じゃないか……」


    　兼亮はひとり呟つぶやき、息を呑のむ。


    「僕は、心臓の弱い綾あや詠うたにその能力を付与させることで、出産に必要な体力を獲得できると思っていた。実際〝赤鬼〟は綾詠を適正者と認め、能力を貸してくれたし、綾詠はその力を、きちんとコントロールできていた。ただしそれは、取り憑つかれる前の話だ」


    　七年前のクリスマスイブ。


    　綾詠は研究所の子供たちと同じように取り憑かれ、そのコントロールを失った。


    「……我を失った綾詠は最大限に引き出した全ての力をもって、一いち郎ろうへと襲いかかったんだ」


    



    「綾姉っ！」


    　病室へ駆け込んだ一郎は、すぐに綾詠の異変に気づいた。


    　ベッドの上で顔を抱かかえ、綾詠は悶もだえ苦しんでいた。


    「いやあああっ……！」


    　聞くに堪たえない悲鳴に、一郎は青ざめる。ついさっきまでは普通にしていたのに。突然産気づいてしまったのか……？


    「綾姉、待ってて、先生呼んでくる！」


    　一郎は廊下へ飛び出し、ナースセンターへ走った。


    　看護師たちに異常を伝え、彼女たちのあとに続いて自分も駆けだしたそのとき、祖母に持たされていた携帯電話が鳴った。


    『一郎くん、今、病院だね？　綾詠の容態は、どんな調子だい』


    「貴き吉よしさん……！　綾姉が、突然、苦しんで……！」


    　一いち郎ろうの取り乱した声を聞いて、貴き吉よしは綾あや詠うたに何が起きたかを、察したようだった。


    『……一郎くん。これから言うことをよく聞いて。まずは綾詠の様子を、僕に伝えてほしい』


    　看護師の悲鳴が院内に響き渡り、一郎は肩を跳はねさせた。それは綾詠の病室から聞こえた。続いて窓ガラスの割れる音と、何かが壁に叩たたきつけられる衝撃音。


    「……」


    　呼吸を乱しながら、一郎は恐る恐る廊下を歩いた。開きっぱなしのドアの向こうから、ぴちゃり、と水の跳ねる音を聞く。


    『……何があった。今の悲鳴は……？』


    　耳元で尋ねる貴吉の質問に答える余裕もなく、一郎は息を殺して足音を忍ばせる。底知れぬ恐怖が、一郎の全身を包んでいた。


    　病室から廊下へ吹き抜ける冷たい風に鳥肌が立つ。


    　その空気に、生温かい血の臭においを、感じ取る。


    『……一郎くん、返事を。頼むから返事をしてくれ』


    　ゆっくりと、一郎は病室を覗のぞいた。


    　テレビから流れる笑い声。大きく翻ひるがえったカーテン。架台から零こぼれ落ちたケーキ。窓は割れ、吹き込む吹雪に晒さらされたまま、綾詠は床の上に膝ひざをついていた。


    「綾……姉……？」


    　一郎の声に反応し、綾詠は顔を上げる。


    『教えてくれ。綾詠の額ひたいに、ツノは、あるかい──』


    「うあああっ！」


    　マタニティドレスを血で赤く染め、肉を食らうその姿は、一郎の知っている綾詠ではなかった。


    　額に二本のツノを生はやしたその女性は、『桃太郞』の表紙に描かれていた赤鬼と、同じ顔をしていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　研究施設で異変が起きたのは、自分の担当する絵本『桃太郞』の出番が終わった、その後だった。控え室に戻っていた貴吉は、室内に鳴り響くサイレンを聞く。


    　直後に被験者の暴走と、火災発生の報告を受けた。


    　貴吉たち研究員は、それぞれの担当する絵本に関して厳しい箝かん口こう令れいが敷かれていて、同じ研究員同士であっても、お互いの絵本に描かれた悪役の能力は知らされていなかった。


    　だから火災を発生させたのがどの悪役ヴイランズなのか、どの担当者が失敗をやらかしたのか、貴吉には見当さえつかなかった。


    　しかし披露会場へ戻った貴き吉よしはそこに、想像以上の惨さん劇げきを目撃する。


    　どの悪役ヴイランズか、どの担当者か。その程度の問題ではなかった。暴走していた被験者は、全員だ。全員が取り憑つかれ、暴れ回っていたのだ。


    　ある者は怪物へとその姿を変え、またある者は異形を生み出し、研究員やスタッフに襲いかかる。それらは皆、読み手となった被験者。会場に集まった子供たちだった。


    「な……何で、取り憑かれて……？」


    　ワーストエンド・シリーズとは、絵本に描かれた悪役ヴイランズから、読み手がその能力を借りるというシステムである。借りるのは能力だけであって、悪役自身に[image: ]むしばまれることはないはずだった。悪役ヴイランズたちは皆、絵本に付属する貸出カードによって、封印されているはずだった。


    　その封印が今、破られてしまっている。絵本に描かれた悪役ヴイランズたちは生身の肉体を求め、子供たちに取り憑き始めている。


    　読み手として選ばれた子供たちの中でただ一人、取り憑かれていない者がいた。鏡から登場した怪物に壁際へ追い詰められ、開かれた口内を涙目で見上げるあの子は、唯一見学者として会場入りした子供。あの子が本来借りるはずだった絵本は、『桃太郞』だ。


    　控え室へと駆け戻った貴吉は机上のファイルを乱暴に払い、その下に置かれた絵本『桃太郞』を手に取る。


    　研究所の子供に代わって被験者となった綾あや詠うたは、出産を控えているためこの場に来られない。だから貴吉は事前に撮った映像を使って、プレゼンを行っていた。


    『桃太郞』の見返し部分を開く。貸出カードの名前の記入欄には、〝村むら瀬せ綾詠〟と、自分が書かせた妻の名前が記されている。


    　貴吉は携帯電話を耳に当て、控え室を飛び出した。


    「……一いち郎ろうくん」


    　綾詠の豹ひよう変へんぶりを目の当たりにし、混乱する一郎を落ち着かせながら、貴吉は静かに指示を出した。


    「綾詠の病室を警備しているのは、こちら側の人間なんだ。彼らが恐らく彼女の暴走を止めようとするだろう。彼らの優先事項は被験者の守護ではなく、情報漏ろう洩えいの阻そ止しだ。それが何を意味するのか、わかるね？　一郎くん、君は綾詠について、その行動を逐一僕に伝えてほしい。僕は今、病院へ向かっている。それまでどうか、耐えてくれ」


    　綾詠を〝赤鬼レツド・オーガー〟から救うためには。


    　最も効果的なのは、絵本を返却することだが、展示のために会場へ運び込まれた〝返却用ハンコ〟は起動しておらず、また貴吉に簡単に動かせるものではなかった。


    　最速で確実に救うためには、貸出カードに綾詠の名前を書き足し、カードの封印効果を延長させるしかない。延長は名前を書いた本人でないとできないため、手元にある『桃太郞』を病院まで届ける必要があった。


    



    　綾あや詠うたのいる特別病棟では、速すみやかに避難が行われていた。一階の正面玄関から医師や看護師、担架に乗せられた入院患者たちが出てくる。


    　避難者の多くは、不満を口にして騒ぎ立てていた。何が起きたのか説明もなく、突然雪降る夜空の下に放り出されたのだから、納得はできない。


    　そんな彼らの口を噤つぐませたのは、病棟より轟とどろく数発の銃声だった。


    



    「やめろっ……離せ！　離っ──」


    　警備の男は肥大化した拳に頭を握り潰つぶされ、絶叫を止めた。投とう擲てきされたその体が、階段の窓ガラスを突き破り、夜空へと放られる。


    「動……、動くなあっ！」


    　残されたもう一人の男は、ツノを生はやした綾詠へ銃口を向け叫ぶ。その指先はガタガタと震ふるえている。


    　声に反応し、振り返った綾詠の肩口が銃弾に弾はじかれた。


    　恐怖に駆られた男は、がむしゃらに銃を発砲し続ける。


    　その後方で、スーツを着た男性が携帯電話に向かってがなり立てていた。


    「発砲許可なんて待ってられるか！　それより応援をよこせ！　俺たちだけじゃ止められない。こいつは──化け物だ！」

  



  [image: ]



  
    　一いち郎ろうはロビーのベンチに身を隠して、その様子を見ていた。震ふるえる手には、病室から持って来た木刀が握られている。しかしこれは綾あや詠うたを倒すためではない。綾詠を、守るための剣だ。


    　筋力が盛り上がり、反り返った二本のツノを生はやした綾詠は見るに堪たえない姿に変へん貌ぼうしていた。しかしあれは間違いなく、綾詠だった。銃弾を浴びる鬼はその太い腕で、膨ふくらんだ腹部を優先して守っていた。


    「やめろっ！　綾姉を撃つな！」


    　一郎は綾詠へではなく、綾詠を撃つ男へと木刀を振り上げた。


    　その直後、綾詠の咆ほう哮こうが薄暗いフロアに響き渡る。


    「ゴアアアアアアッ！」


    　若い女性のものとは思えない雄お叫たけびに、一同は動きを止めた。ただひとり、綾詠だけが駆けだし、心臓を萎い縮しゆくさせた男の頭上へ、拳を振り上げる。


    　頭の天てつ辺ぺんから振る拳に、男はタイルへと叩たたき潰つぶされた。


    　ぐしゃ、と床に[image: ]はいつくばった男へ向かって、綾詠は何度も拳を振り下ろした。


    「あ……綾姉、やめっ……」


    　ぐしゃ、ぐしゃ。拳のぶつけられたタイルに、亀き裂れつが走る。


    　一郎のすぐ目の前で、男は無残に殴り殺されていった。


    　一郎は綾詠と対たい峙じした。


    　突き出た犬歯で歪ゆがみ、皺しわの寄ったおぞましい形ぎよう相そうに、綾詠の面影など一切見えない。なのにそのお腹なかは、膨らんでいるのだ。認めなくてはいけない現実と、認めたくない気持ちが乖かい離りして、一郎は混乱に喘あえぐ。


    「あ……綾っ……」


    　目の前に立つのは、あの綾詠だ。


    　自分の守るべき女性だ。


    　わかっているはずなのに、体が勝手に木刀を構える。


    　その震える刀身を、綾詠は大きな手で、握った。


    　人の感情を忘れた酷悪な瞳が、一郎を見下ろしていた。


    



    　──そんな棒切れ一本で何ができよう。笑わせてくれるな、小粒の如ごとき童わつぱが。


    



    　あの日読んだ『桃太郞』の一文が、一郎の脳裏に蘇よみがえった。


    　次の瞬間、握り締められていた木刀が、綾詠の拳の中で粉砕される。


    　──ズダン、ダン。


    　背中に銃弾を受けた綾詠が、振り返る。


    「君きみ、何をやってる!?　さっさと逃げろ！」


    　スーツを着た男性が、綾あや詠うたの背へ銃口を向け叫んでいた。


    　綾詠は男性の方へ視線を移し、走り出す。一いち郎ろうはその大きな背を、呆ぼう然ぜんと眺めていた。


    　──あれは、何だ？　綾詠？　違う。


    「くっ……来るなっ！　化け物、化け……！」


    　綾詠に捕まり、男性の悲鳴が途絶える。


    　静寂を取り戻したフロアに、ゴリッ、ゴリッと骨を嚙かみ砕くような、不快な音が響き渡った。


    　折れた木刀を握り締め、一郎は恐怖を嚙み殺す。


    　──あれは、何だ？


    　あれは、鬼だ。


    　あんなものが、綾詠であるはずがない。綾詠は清せい楚そで、可か憐れんで。それなのに無邪気で、あどけないんだ。父を亡くし、より所をなくした自分を抱き締めてくれるくらい、優しいんだ。


    　あんな化け物が、綾詠であっていいはずがない。


    　ならあれは、綾詠を、どうした？


    「……殺す。殺す……！」


    　駆けだした一郎に気づき、鬼は振り返った。


    　五指を広げて伸びて来た爪先をかろうじて避け、鬼の懐へ飛び込んだ一郎は、折れた木刀を前へ突き出した。


    　ささくれ立つ木刀の断面が鬼の喉のど元もとを突き破り、血飛沫しぶきを上げる。


    「綾姉を返せよ……！　返せ！　この、化け物がっ。殺してやる……！」


    「オオオオッ！」


    　身み悶もだえた鬼は一郎を抱きかかえたまま、階段から下へと転げ落ちていった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　飛び出してきたバイクを避よけようとして、ハンドルを切った。貴き吉よしの運転する軽トラックは雪で濡ぬれた路面でスリップし、脇道の電柱へと激突する。


    　バイクのエンジン音が遠とお退のいていったあとは、冷えた静寂だけが残る。しんしんと降り続く粉雪が、トラックの天板に積もり始めた。


    　ひしゃげた運転席のドアを開け、貴吉は『桃太郞』を抱いたまま路面へと崩れ落ちた。どこかを打ってしまったのか、下半身が思うように動かない。


    「……一郎くん。聞こえるかい、一郎くん……」


    　携帯電話の向こうからは、誰のものかも知れない悲鳴と、銃声が聞こえた。一郎の気配はない。まだ携帯を持っているのか。綾詠の側そばにいるのか。それすらも、わからなかった。


    　冷たい路面に[image: ]はいつくばりながら、貴き吉よしは絵本を開いた。貸出カードの貼り付けられた、見返し部分。貴吉は綾あや詠うたの名前の下の空欄に、ボールペンで自分の名前と日付を書き足した。


    　綾詠に取り憑つく赤鬼を、又借りしようとする。しかし自分にはそれができないということを、自分自身がよくわかっていた。


    　悪役から能力を借りるためには、絵本に魅せられなくてはいけない。絵本に描かれた悪役ヴイランズに、感情移入しなければならない。そうでないと、悪役ヴイランズに選んでもらえない。


    「……ああ、面白いなあ。なんて素敵な物語なんだ……！」


    　貴吉は敢あえて口に出して言った。


    　自分には能力を手にする資格がないことは、これまでの実験で確認済みである。しかしそれでも、貴吉はカードに名前を書き、〝又借り〟を試みる。


    　その叫び声が、夜空へと滑稽に響き渡った。


    「面白いじゃないか、〝赤鬼レツド・オーガー〟！　僕はこの物語が、君が、気に入ったぞ！」


    　額ひたいに滲にじんだ血で、綾詠の名前に二重線を引く。マニュアルに記載された方法に則り、綾詠の名前を打ち消した。これで又借りを行う手順は終わり。しかし何も、起こりはしなかった。


    「どうした〝赤鬼レツド・オーガー〟……！　僕に取り憑けよ〝赤鬼レツド・オーガー〟っ！　僕はここにいるぞ」


    　虚むなしく響く貴吉の声を、突風が雪と共に攫さらってゆく。


    「……頼む、赤鬼。……綾詠を、連れていかないでくれ……」


    　貴吉は路面に俯うつぶせたまま、届くはずのない謝罪の言葉を繰り返した。


    「……すまない、綾詠。すまない。僕はあまりに愚かだった。僕は君を救えない」


    　そしてその悔しさに、涙を滲ませ願う。


    「一いち郎ろうくん。せめて君だけでも──逃げてくれ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「一郎くん」


    　掠かすれた声が自分を呼ぶのを聞いて、一郎は体を起こした。


    　階段の踊り場は暗く、見通しがきかない。綾詠は壁に背をもたせて座っているようだった。


    　そのシルエットは未いまだ大きく、額部分から二本のツノが生はえていたが、聞こえてくる声はかつての、綾詠のものだ。


    「綾姉っ……！」


    「待って」


    　近づこうと足を踏み出した一郎を、綾詠は制止させる。


    「……来ちゃだめだよ、一郎くん」


    　しかし止めるのがほんの少し、遅かった。一郎は綾詠の喉のど元もとに突き刺さる木刀に気づき、声を震ふるわせた。


    「あ……綾あや姉……。僕──」


    「いいの。これで、いいのよ」


    　綾あや詠うたは一いち郎ろうの言葉を遮さえぎって、努めて優しく訴える。


    「……だから落ち着いて、一郎くん」


    「ごめん、僕……。僕が……！　どうしよう、僕！　守るって、約束したのに……！」


    「一郎くんっ……！」


    　愕がく然ぜんとする一郎へ黒目を向けて、綾詠は暗がりの中から、弱々しい声を上げる。


    「いいの。これは、罰なの。……一郎くんも、読んだんでしょう？　あの『桃太郞』を。私も読んだのよ。だからあの恐ろしい赤鬼が、私の中にいる……」


    「……綾姉の、中に……？」


    　階段上部の割れた窓から冷たい風が吹き込み、一郎と綾詠の頭上に、粉雪が降る。


    「……ねえ、一郎くん。私はね、ずっと羨うらやましかったの。小さい頃は、外で遊ぶお友だちを……ずっと窓辺から、見下ろしてた」


    　綾詠が声を出すそのたびに、喉のど元もとから血が[image: ]あふれた。それでも綾詠はゆっくりと、掠かすれた声で言葉を紡つむぐ。


    「……この不自由な体が、大嫌いだった。どうして私だけ……？　私が、何か悪いことをしたの？　ずっとそう、思っていたのよ。私は、私以外の人間が……何不自由なく生きているあなたたちがずっと、……妬ねたましかったのよ」


    　ごめんね、そう付け加えて、綾詠は続ける。


    「私はずっと、噓うそをついて笑っていたんだ。心の中に妬みを隠して……微ほほ笑えんでた。でも学生の頃、ね。貴き吉よしさんが、この醜い心を、見破ってしまったの」


    　あなたはまるで花のようだと、貴吉は言った。


    　けれどとても人間らしい、感情豊かな花だと。


    　そう言われた当時の記憶を思い出したのか、綾詠は微かすかに笑った。


    「人間らしい花だなんて……意味がわからないでしょう？　だから私はまた、笑って言ったの。〝どうもありがとうございます〟。でも貴吉さんは、それが作り笑顔だってことにも、気づいていた。だから私を怒らせようとか、泣かせようとか、してくるのよ。私の心臓が弱いってこと、知ってるのに。すごく、意地悪な人でしょう？」


    　──僕は君の顔が見たい。


    　ある日、とうとう怒りだした綾詠に、貴吉は言った。


    　──君は泣いたり、怒ったり、人を憎んだりもできるんじゃないか。僕はただ美しいだけじゃなく、いろんな表情を咲かせる花が見たい。君が動けないというのなら、僕が君の足となって、連れていってあげるから。


    「……だったら、花でもいいかなあって。そう思ったんだ。なのに。どうしてあの絵本に、心躍ってしまったんだろう。どうしてあんな鬼なんかに、惹ひかれてしまったんだろう」


    　綾あや詠うたの頰ほおを、涙が伝った。


    　その体から黒い蒸気が発生していた。肥大した手足や、額ひたいのツノが、蒸気と共に霧散してゆく。


    「……一いち郎ろうくんは私を、素敵と言ってくれたけれど、本当は、そんなことない。私はとても利己的な人間で、優しくなんかなかったの。絵本の鬼と同じ、悪役だったの。がっかりさせてしまったね。ごめんね」


    「……綾姉」


    　幼い一郎は彼女に何と言うべきなのか、わからなかった。何を言えば、そんなことないと伝えることができるのか。


    　綾詠が胸を上下させるたびに、こひゅうと息が漏もれる。とても痛いのではないだろうか。とても苦しいのではないだろうか。もう喋しやべってほしくなかった。しかし一郎のそんな思いとは裏腹に、綾詠は唇を動かし続ける。


    「頭の中に、鬼の声がするのよ。……私は今、とても、死ににくい。鬼はまだ、去ってない。私の体の中にいるの。この衝動を、抑えられない……きっとこれから、今以上に、銃弾を浴びるわ。私は、死ににくいけど、お腹なかのこの子は、違うのよ。もう、守れる自信がないの」


    　綾詠は言って、手の平を腹部に添えた。


    「……私は鬼に魅せられてしまったけれど……でも、この子に罪はない。だから、一郎くん──この子を、守って」


    「……守るって、どうやって……？」


    　綾詠は目線だけを動かし、一郎を促す。その先にあったのは、男性の千切れた腕だった。その指先に握られた銃を見て、一郎は悟った。


    「……い、嫌だ。綾姉。できないよ」


    　一郎は顔を歪ゆがませる。どうかそんなこと、言わないでほしいと願う。綾詠の言葉に逆らうことなど、できないのだから。しかし綾詠は容よう赦しやなく、その言葉を口にしてしまう。


    「……お願い、私を殺して」


    「──っ」


    　一郎は銃を拾った。震ふるえる指をトリガーに添え、その銃口を、綾詠へ向ける。


    「もっと、近づいて」


    　綾詠の指示に従い、一郎は恐る恐る、足を踏み出した。


    「綾姉。綾姉……！」


    　貴き吉よしは彼女を、花に例たとえた。一郎にとっても、綾詠は花だ。


    　初めて会ったときはただの余よ所そ者ものだった。次に丘の上で会ったときは、綺き麗れいな人だと思った。清せい楚そで、可か憐れんで。それはまるで白しら百ゆ合りのように。


    　しかし言葉を交わし、彼女を知るにつれ、綾あや詠うたがただ美しいだけの花ではないことを知った。


    　綾詠はよく笑う。子供っぽく、あどけなく、おてんばで、奔ほん放ぽうで。そして、優しい。


    　自分の道を示してくれた人だ。


    　守るべき、大切な人だ。


    　彼女が鬼に魅せられたと知って、それで絶望などするものか。一いち郎ろうだってその外見だけでなく、綾詠の内面に、惹ひかれたのだから。


    　震ふるえる銃口を前にして、綾詠は微ほほ笑えんだ。


    　夕焼けの沈む中、丘の上で振り返った、あの日のように。


    　満天の星の下、抱き締めてくれた、あの日のように。


    　優しく静かに微笑んで、いつものように、名前を呼ぶ。


    「……ありがとう、一郎くん。この子を──花はな詠よみを、よろしくね」


    　大好きだった。ずっと側そばにいたかった。


    　この人の望みなら、何だってできるような気がしていた。


    「──っ！」


    　院内に銃声が反響して、辺りはまた、静けさに満ちる。


    　粉雪は限りなく、動かなくなった綾詠の頭上へ降り続いた。


    　膝ひざから崩れ落ちた一郎は、綾詠の手に何かが握られているのを見つける。強く握り締められていたそれは、一郎のプレゼントした小さな靴下だった。


    「……っぐ。綾姉、綾姉……！」


    　一郎は声を上げて泣いた。心のままに、誰もいない院内に、泣き声を響かせた。


    　それから間もなく、綾詠の足元に、小さな手の平を見つける。


    　慌ててマタニティドレスを[image: ]まくり、その姿を確認する。一郎は巻いていたマフラーを脱ぎ、丁寧にそれを包んで拾い上げた。血に濡ぬれた小さな赤ん坊。マフラーでそっと顔を拭ふいてやるが、しかしその体は、ぴくりとも動かない。


    「……？」


    　一郎は赤子の胸に耳を寄せた。かつて綾詠のお腹なかに耳を付けて聞いたような、あの小さな鼓動が聞こえない。


    「そんな……。動け、動けよ！　……誰かっ！　誰か！」


    　一郎は赤子を抱いたまま、辺りを見渡す。しかし死体ばかり散乱するこの空間に、返事をする者はいない。


    　どうすればいいのわからず、一郎は赤子を抱き寄せ、ただ祈った。


    「頼む、頼む。動いて……。死なないで……！」


    　こんなにも、悲しい結末があるだろうか。綾詠が命を[image: ]として守ったのに。自分に託して、産み落としたというのに。この子が死んでしまったら、自分は二度と、立ち直れない。


    「生きて……花はな詠よみっ！」


    　とくん、と。


    　その小さな鼓動は、一いち郎ろうの耳に届いた。とくん、とくんと心臓は動き始め、花詠は声を上げて泣き始める。


    「……！」


    　おんぎゃあと泣く声が、一郎を安あん[image: ]どさせる。


    「……ああ。よかった……。よかった……！」


    　まだへその緒おの繫つながった赤ん坊を、一郎は大切に抱き締めた。


    　そのほっぺたを指先でなぞる。


    「……守るから。約束する。僕が、今度こそ絶対に、守るから」


    　それはまるで指切りをするように。一郎の人差し指を、花詠は強く握り締めた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「それからの一郎は、花詠の側そばに付きっきりだった。〝とうちゃん〟よりもね、〝いちろー〟と言う方が早かった。僕は少し、妬やけてしまったよ」


    　貴き吉よしは小さく笑って、コーヒーカップに口を付ける。


    　しかし兼かね亮すけは笑うことなどできず、息を呑のむ。書斎は重苦しい空気に包まれていた。


    　花詠の出生にそんな凄せい惨さんな出来事があったとは。しかしそれでは、『桃太郞』の読み手であったのは花詠ではなく、その母親の綾あや詠うたということになる。


    　兼亮は尋ねた。


    「どうして花ちゃんの額ひたいにツノが……」


    「うん。〝赤鬼レツド・オーガー〟はあの夜、一郎が倒したはずだった。花詠は未熟児ではあったけれど、出産による後遺症もなく、他の子と同じようにすくすくと育った。そんな彼女が初めて〝赤鬼〟の片へん鱗りんを見せたのは、生まれて一年を過ぎた頃だった」


    　泣きやまない花詠をあやすため、彼女を連れて散歩へいった祖母が、一匹の野犬に遭遇した。


    　体の大きな雑種犬だ。しかしこれまでに、この地域で住民が野犬に襲われたという話は聞かない。だから犬は、もしかして、ただじゃれて飛びかかったのかもしれない。花詠の咥くわえていたビスケットをねだって、老体を押し倒したのかもしれなかった。


    　二人を追いかけ丘を上った一郎は、そこでおぞましい光景を見る。


    　血で赤く染まった花詠を、数匹の犬たちが取り囲んでいたのだ。ただし、花詠を濡ぬらす血は自身のものではなく、傍かたわらに転がる野犬のものだった。


    　一郎には、辺りの犬たちが、花詠の側に倒れる仲間を助けようとしているかのように見えた。しかし犬たちは牙きばを剝むきだし威い嚇かくするだけで、近づくことができない。彼らは怯おびえていた。犬の死体を無邪気に弄もてあそぶ花はな詠よみを、まだ満足に歩くことのできない赤ん坊を、恐れていた。


    「ツノが生はえた」と、祖母は証言した。


    　ツノの生えた花詠が、飛びかかってきた野犬の喉のどを握り潰つぶした、と。


    「あの子は鬼の子だと、ばあちゃんは恐れて、花詠をお祓はらいに連れていったよ。けれど僕と一いち郎ろうには、そんなこと意味がないとわかっていた。ツノと聞いて真っ先に連想するのは〝赤鬼〟だ。あの子の中にまだ、鬼は生きていたんだ」


    「母子感染……ですか？」


    　兼かね亮すけの問いに、貴き吉よしは微ほほ笑えみを返す。


    「絵本に描かれた悪役ヴイランズは病原菌ではないから、感染とは言わないかもしれないね。ただ、へその緒おを伝って、鬼が胎児へ移った可能性は高い」


    「……そんなこと……」


    　あり得るのだろうか。母体に取り憑ついた悪役ヴイランズが、お腹なかの中の赤ちゃんへと移動してしまうことなど。


    「ただ、どういう状態で共存しているのかは、わからないんだ。幸いにも〝赤鬼レツド・オーガー〟が表に現れるのは、花詠が興奮したりして、感情を高ぶらせたときであるようだ。例えば、多重人格者の精神の中には一か所、スポットライトの当たる場所があって。その場所に立つ人格が、体の主導権を握るのだといわれている。花詠にも同じような現象が起こっているのだと、僕は仮定した」


    「……ひとつの体を、二人で共有している状態ですか……？」


    「そうだね。興奮すると、取り憑かれる。二つ目の人格が、顔を出すんだ。現に花詠は取り憑かれたときのことを、覚えていないと言う。今までに何度か、花詠は〝赤鬼レツド・オーガー〟に体を明け渡して、暴走した。そのたびに周囲は危険に晒さらされる。しばらく暴れるとツノは消えて、疲れてしまうのかぐっすり眠ってしまうんだけどね。その寝顔はただの可愛かわいい女の子。けれど一度あのツノを見てしまった人々は、あの子を恐れるようになったよ」


    　手を尽くしきってしまった祖母は、花詠を極力家から出さないよう努めるようになった。臭くさいものに蓋ふたをするように、花詠の存在を、村むら瀬せ家の禁きん忌きとした。


    　保育園や幼稚園などは通わせない。通わせたくとも、花詠の暴走を恐れ、通わせることができなかったのだ。


    「小学校に入学してからも、ほとんど学校へは通えていない。ずっと部屋で過ごす花詠の側そばにいたのが、一郎だ。一郎はずっと花詠に付きっきり。あの夜から極端に口数の減った彼は、花詠にだけ、優しく話しかけるんだ。誰もが花詠を恐れた。だから一郎はいよいよあの子を、誰にも触らせなくなった」


    　一郎は花詠を守りながら育った。綾あや詠うたと交わした、約束通りに。


    　貴き吉よしはコーヒーカップをテーブルに置き、続ける。


    「今のところ、花はな詠よみの中にいる〝赤鬼レツド・オーガー〟を退治する手立ては、『桃太郞』に再び封じることしかないと思っている。貸出カードに花詠の名前を書き、正式に能力を借り受けてから、〝返却〟を行う。そんなわけで僕と一いち郎ろうは、『桃太郞』を捜しているんだ」


    　七年前のクリスマスイブ。貴吉が持ち出した『桃太郞』は、他の十五冊と違い、工場の炎上による焼失を免まぬがれたはずだった。


    　しかし貴吉が交通事故により病院へ搬送された際に再び、研究所の人間の手へ戻されたのだという。


    「ひとつだけ、僥ぎよう倖こうがあってね。あの夜僕が病院へ向かうために使った軽トラックは、工場のものだったんだ。荷台には〝返却用ハンコ〟が積まれていた。プレゼンのために研究室から運び込まれたものが、工場火災から逃のがれるために慌てて積載されていたと思われる。それが事故車両と一緒に、保管されていたんだ。返却や貸出カードの作成に必要な、〝プリンター〟の血液もセットされたままね」


    　貴吉は車椅子を動かし、書斎と隣り合う部屋のドアを開いた。兼かね亮すけは以前に一度、『ピーター・パン』や『注文の多い料理店』を返却するため入ったことがある。そこは兼亮たちの今いる瀟しよう洒しやな西洋風の書斎と打って変わって無機質な、貴吉の小さな研究室。


    　部屋の中央に、巨大な顕微鏡を思わせる機械が置かれている。


    「これが、そのときの〝返却用ハンコ〟だよ」


    〝返却用ハンコ〟はある。絵本を借り、返却することはできる。ただし貴吉たちは肝心の『桃太郞』を、見つけられないでいた。


    「七年前のクリスマスイブ……僕は自分が、取り返しのつかないことをしてしまったんだと気づいた。僕の過あやまちは綾あや詠うたを、花詠を、そして一郎の人生を大きく変えてしまった。彼の戦いはまだ終わっていない。〝赤鬼レツド・オーガー〟を退治するまで、彼はがむしゃらに戦い続けるんだろう」


    「……知らないわよ。そんなこと」


    　千ち鳥どりはソファーの上で膝ひざを抱かかえたまま、言葉に憎しみを込めて呟つぶやいた。


    「あいつの過去なんてどうでもいい。どんな理由があったって、スノーを傷つけていいことにはならないわ。月つき夜よ、もう一時間経たつころでしょ？」


    　千鳥は尋ねて立ち上がる。本棚に置かれたシックな時計は、八時半を過ぎたところだ。


    「あたしは帰るから。あんたたちはどうする？」


    「私も帰るよ」


    「俺も行きます。心配ですから」


    　二人に続いてドアへ向かう兼亮へ、「笠かさ木ぎくん」と貴吉が声を掛ける。


    「一郎と戦うのかい」


    「……戦いたくはないですけど、絵本を取り戻さなきゃいけませんから……」


    「うん、そうだね。叔父である僕が言うのも何だけど、彼は天才だ。身体能力、学習能力共に高く、誰も信用していないから隙すきがない。けれど今の彼は、守り重視だろう？　一度攻撃を受けて、反撃する。そんなやり方だ」


    　確かに兼かね亮すけは、勝てない勝負はするなと、一いち郎ろうからはそう教わった。


    「戦い方というのは、そのまま生き様にも見て取れる。一郎は花はな詠よみを守って生きてきた。だからあの戦い方。感情や闘争心を隠し、常に一歩後ろから戦況を窺うかがおうとする。けれど隠された本性は、恐ろしく攻撃的なものだ」


    　貴き吉よしはまるで人ごとのように淡々と、客観視した一郎の内面を述べる。これが貴吉の、綾あや詠うたの作り笑顔を見破ったという、分析力なのだろうか。


    「一郎は、花詠のためならば何でもする。笠かさ木ぎくんには彼が、器用に見えるかい。僕にはそうは見えない。とてつもなく、不器用だよ。ただ花詠に向かって真まっ直すぐに、病的なまでに真っ直ぐに突き進む姿は、痛々しくさえ見える」


    「……痛々しく、ですか」


    「ただそれが、彼にとっては正解なんだろう。それを正解と信じて疑わないから、彼は仲間を傷つけるのも、自分が傷つくのも厭いとわない。もしも彼と対たい峙じすることがあるなら、どうか気をつけて。君の命は、危険に晒さらされる」


    　本当にずいぶんと、人ごとだ。一郎が痛々しく生きているというのなら、そんな生き方を選択させたのは、この人であるだろうに。


    「引き留とめてごめんね。これが、言いたかったんだ」


    　貴吉は微ほほ笑えみを湛たたえたまま、手を振った。


    　さすがは一郎の親族というべきなのか。摑つかみ所のない人だ。人の気持ちを数字で読んでいるような。どこか、ズレているような。


    「……あなたは、誰の味方なんですか」


    「もちろん僕は、一郎の味方だよ。だから彼にはもう誰も、失ってほしくはないんだ」


    　研究者気質な貴吉はそれでも彼なりに、一郎のことを心配しているのかもしれない。考えてみれば素敵な奥さんを貰もらうくらいなのだから、人でなしというわけではないのだろう。


    「……俺を失ったって泣きませんよ、あの人は……」


    　兼亮は複雑な心境を苦笑いで隠し、貴吉に背を向けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　月つき夜よが一郎と出会ったのは、今年の夏。高二の夏休みも終わりに近い炎暑の日だった。太陽がさんさんと頭上に輝き、蟬せみの声が町中に響き渡るある日の午後。


    　月夜は駄菓子屋でアイスキャンディーを買って、小こ日向ひなた研究所跡の金網を潜くぐった。


    　壁の落ちた廃工場に、潮風が吹き抜ける。


    　月つき夜よにとっても忘れられない場所だ。七年前の面影を残す焦こげた建物を、月夜はアイスを舐なめながら見渡す。


    　がらんどうなフロアの中央に、先客がいた。


    　そこに立っていた村むら瀬せ一いち郎ろうが、同じ学校の、同じ学年であったことを知るのは、後のこと。一郎の前には、中学生くらいの少年がロープに縛られていた。


    　物音に振り返った一郎は、麦わら帽子を被かぶる蒼あおい瞳の少女を見つける。少女はアイスキャンディーを手に、平板な口調で尋ねた。


    「何を、しているの」


    「……懲こらしめているんだ」


    　一郎は柔らかい笑みを湛たたえながら月夜の質問に答えた。


    「犬や猫をいたぶって喜ぶ、このいじめっ子を」


    　半歩体をずらして、椅子に縛られた少年を月夜へ見せる。


    　人を文字としてしか認識できない月夜だったが、項うな垂だれた彼が一郎に虐ぎやく待たいを受け、弱っていることはわかった。もやもやと蠢うごめく文字が、混濁している。


    　そういえば。帯おび刀なた家のメイドであるしらたまが、最近、近所で犬や猫が無残に殺されているから気をつけるよう、忠告していた。あの縛られた少年が、その犯人なのだろうか。


    「本当に、その子がやったの」


    「ああ。それは間違いない。けれど言わないんだ。どうして、やったのか。楽しいから？　征服感から？　嗜し虐ぎやく的てきな嗜し好こうからかな。理解できないね──」


    　一郎は月夜の目の前で、角材を振り上げる。


    　痛烈な悲鳴が廃工場に反響し、月夜は目を瞬またたかせた。


    「彼はね、かつて僕の父が救おうとした少年なんだ。豪雨に見舞われ、川は今にも氾はん濫らんしようというほどに増水していたというのに、こいつはその川を見に行って、溺おぼれた。愚かな彼を助けようとして、父は死んだ。理解できないのは、この男が生きているという不条理だ。神は父を殺し、愚者であるこいつを生かした。一体どうして？　その意図は何だ？」


    「待って」


    　折れた角材を振り上げた一郎へ、月夜は声を上げた。


    「私が、[image: ]きいてみるから。彼がどうして犬や猫を殺すのか。だから、暴力は、やめて」


    「……読むのか、その蒼い瞳で」


    　月夜ははっと、顔を上げる。どうしてそれを。そんなふうに驚き目を見開く月夜へ、一郎は言った。


    「君は覚えていないかもしれないが、僕たちは一度会っている」


    　七年前、綾あや詠うたの病室で、一度だけ。


    　一いち郎ろうにとって、月つき夜よは綾あや詠うたの元へ『桃太郞』を持ってきた死に神だった。あの最低な絵本を作った、最悪の少女だった。


    「僕は君を知っているよ。……〝ライター〟」


    「……」


    　その懐かしい響きに、月夜は目を伏せる。


    　そうして項うな垂だれる少年を見下ろして、名前や、年齢を質問した。


    「……どうして、犬や猫を殺すの」


    　少年は口を開かない。しかし月夜の言葉を聞いて[image: ]あふれ出す思考が、文字となって答えを紡つむぎ出した。彼は、試してみたかったのだ。自分の借りた、恐ろしい能力を。


    　新しいおもちゃである、拷ごう問もん部屋を。


    「……どうして。彼は絵本を、持っている……。絵本の読み手となっている。最低な結末の描かれた絵本──『青あお髭ひげ』の読み手に」


    　ワーストエンド・シリーズは七年前、この工場で焼失したのではなかったのか。この町のどこかに、あるはずのない絵本を、配り歩いている者がいる。


    　戸惑う月夜の側そばで、一郎は笑みを浮かべた。


    「ああそうか。神は、僕と君を結び付けるために、こいつを生かしていたのか」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「スノー！」


    　帯おび刀なた家にある自分の部屋に飛び込んだ千ち鳥どりは、鏡台に置かれた鉄カゴを見つけた。中に閉じ込められていたスノーホワイトが、千鳥に応えるように頭を持ち上げる。


    　その白い毛並みの一部が、赤黒く染まっていた。


    　千鳥がカゴを開けると、飛び出したスノーホワイトは千鳥の肩に駆け上がる。そして再会を喜ぶように、千鳥の頰ほおへ顔を寄せた。


    「スノー、良かった！　元気そうで。足は痛くないの？　早く病院に──」


    　千鳥は仰向けに抱いたスノーホワイトを見下ろし、怪け訝げんに呟つぶやいた。


    「……足、あるじゃない……」


    　駆けつけた兼かね亮すけと月夜へ振り返って、再び呟く。


    「……足、あるんだけど……」


    「え……？　切り落とされたんじゃ……？」


    　兼亮は抱かれたフェレットを覗のぞき込む。


    　じたばたと暴れるスノーの前足は赤黒く染まってはいるが、確かにくっついている。千鳥の体を駆け回るスノーの体に、外傷は見当たらなかった。


    　鉄カゴの隣には、鈴の付いた鍵が置かれている。引き出しの中に入れていた『白雪姫』は、なくなっていた。


    　同居している日ひ和よりや、メイドのしらたまは月つき夜よが事前に連絡を入れ、避難させていた。一いち郎ろうは誰もいなくなった帯おび刀なた家へ侵入し、引き出しから『白雪姫』を奪っていったのだろう。


    　千ち鳥どりは、カゴの中に残っていたスノーの前足を摘つまみ出した。正確には前足、だと思っていたもの。


    「……何……これ？」


    　細長い布地の塊かたまりの中には、綿が詰められていた。


    　それを見た月夜は、はっと[image: ]かばんから小銭入れを取り出した。しらたまに直してもらったはずのウサギのマスコットの腕が、いつの間にかまた、引き千切られている。


    「……千鳥、貸して」


    　千鳥から塊を受け取り、ウサギの肩口に当ててみる。そのサイズも切り口も、ぴったりだった。スノーホワイトの前足だと思われた塊は、月夜のウサギの前足だったのだ。


    「……ウサギ……」


    「フェイク……だったってこと……？」


    　状況を理解した千鳥は脱力し、ベッドに座り込んだ。


    　一郎はあのとき、血に濡ぬらした人形の足をフェイクとして、千鳥を欺あざむいていた。ただフェレットを握り締めるだけで千鳥を脅し、絵本の隠し場所を聞き出していたのだった。


    「やっぱすごいな、あの人……」


    　脱帽する兼かね亮すけに、腕の千切れてしまったウサギを見つめながら、月夜が尋ねる。


    「……〝青髭ブルー・ベアード〟の持つ属性、わかる？」


    「……〝嗜し虐ぎやく思考〟とか、〝残ざん虐ぎやく非ひ道どう〟とかでしょうか……？」


    　兼亮が答えて、月夜は首を横に振る。


    「シャルル・ペロー作の童話『青あお髭ひげ』には、妻とした娘を次々と拷ごう問もん部屋で惨ざん殺さつした、青いひげの男が悪役として登場する。彼にはモデルがいるとされている。ジル・ド・レという、実在した男だん爵しやくだよ」


    「それ……知ってます。ジャンヌ・ダルクの仲間だった人ですよね」


    「うん。中世ヨーロッパで起きた百年戦争で、神の声を聞いたジャンヌ・ダルクと共に戦った〝救国の英雄〟。信仰の厚かった彼はジャンヌを女神と崇あがめて、心を捧げていた。彼が殺人鬼としての顔を見せ始めたのは、捕らえられたジャンヌが、魔女として火刑に処されてから」


    　ジル・ド・レは城に籠こもり、村の少年たちを拉ら致ち監禁し、虐ぎやく殺さつするようになった。


    　多額の財産や土地を売り、惜しむことなく金を使って子供を殺した。


    「その数は明らかにされてはいないけれど、少なくとも百人以上。多くて千人以上なんだって」


    「……そんなに。ジャンヌ・ダルクを女神として崇めていた人物とは思えませんね。そいつ自身が、悪魔みたいだ」


    「だからだよ。ジャンヌ・ダルクを女神として崇あがめていたからこそ、そのジャンヌを魔女として焼いてしまった世界に失望し、神を冒ぼう瀆とくしたんだ」


    　どれだけ子供を殺しても、どれだけ残ざん虐ぎやくに陵りよう辱じよくしても、神は自分を罰さない。あんなにもあなたに仕えたジャンヌは焼いたくせに、どうして自分は生かすのか。


    　信仰心が強かった分だけ、希望を失ったときの悲しみは大きかった。


    　生きる目的を失った男のなれの果てが、快楽に溺おぼれた殺人鬼だった。


    「ワーストエンド・シリーズの〝青髭ブルー・ベアード〟もまた、ジル・ド・レをモデルに描かれている。あの悪役ヴイランズの持つ属性は、〝偶ぐう像ぞう崇すう拝はい〟」


    「……偶像、崇拝？」


    「フェイクに使われた大量の血は、村むら瀬せくん自身のものだね。たぶん、あのとき彼はスノーをではなく、自分自身を傷つけていた。それを私に覚さとられないように、仮面を被かぶっていたんだ」


    　──痛々しくさえ見える。


    　貴き吉よしがそう表現した一いち郎ろうの姿が、そこにはあった。


    「彼の崇拝する対象は綾あや詠うたから、その娘の花はな詠よみへと移り変わっている。村瀬くんの目にはずっと、彼女しか見えていない。自分自身さえも、彼女を守るための、道具のひとつなんだ」

  



  
    　第三話　秘密


    



    　一郎の右手に巻かれた包帯が、赤く滲にじんでいた。それに気づいた花詠が繫つないでいた手を離し、一郎を見上げる。


    「……いちろー、手、いたくないか？　いたいのいたいの飛んでいけ、は必要か？」


    「ああ。大丈夫、痛くないよ」


    　一郎は微ほほ笑えみ、髪飾りの留とめられた花詠の頭に、手を添えた。


    『赤ずきん』と『白雪姫』を手に入れた一郎は、花詠を連れて夕ゆう陽ひヶが丘おか商店街を駅に向かって歩いていた。


    　時刻はもう夜九時を回ったところだが、獅し子し神がみ祭りがあったからか、自転車に乗る主婦や仕事帰りのスーツ姿のサラリーマンたちに交じって、学生らしき若者たちも往来している。


    　しかしさすがに、花詠のような小さな子は見られない。祭りのあった夜とはいえ、キツネの面を額ひたいに掛け、赤い羽は織おりを着た花詠はそれなりに目立っていた。


    「生きにくい性格してんな、てめえは。長生きしないぜ」


    　一郎と花詠のすぐ後ろを、小こ雨さめがついて歩く。スノーホワイトの腕を切り落としたのがフェイクであったことを、近くに立っていた小こ雨さめだけは知っていた。


    　一いち郎ろうは首だけで振り返り、歩きながら小雨に答える。


    「長く生きるつもりはないさ。それより君は、いつまでついてくるつもりだ」


    「別に……。何か、ほっとけないだろ。おまえこれから、どこ行くつもりなんだ？　そんな怪け我がして、しかも子連れでよう」


    「君には関係ないだろう。もう帰れ」


    「行くとこないなら……まあ、嫌々だけど、うち来るか？　二人分の寝床くらいなら──」


    「嫌だ」


    「即答だな！　け。心配してやってんのがバカみてーじゃんか。もういいよ、勝手にしろ」


    　しかし踵きびすを返した小雨を、すぐに一郎が呼び止める。


    「待て、夏なつ苅かり小雨。……そうだな。やはりついてこい。子供を連れた若夫婦に、見えなくもないだろう」


    　一郎はある建物を見上げていた。小雨はその視線を追って、素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    「……は？」


    　一郎の見上げるホテルには、ピンク色のネオンが輝いていた。


    



    「お……おい、おまえ、来たことあんの？」


    「ない。堂々としていろ。それからあまりくっつくな。カップルだと思われる」


    「そう思われるためのオレじゃねーの!?」


    「それはやめた。君は、愛人だ」


    　花はな詠よみを胸に抱きながら、一郎はしれっと言い放つ。


    「別れを切り出された君はやけとなり、僕の自宅に放火。愛する子供を抱いて命からがら脱出した僕を脅し、ここへ拉ら致ちした。そういう設定にした」


    「……重いな」


    「ああ、君は重い女だ」


    「……悪意を感じるぜ」


    　薄暗いロビーではおろおろと縮こまっていた小雨だったが、部屋に入ると態度は一変し、はしゃいで声を上げる。


    「うおおっ、ベッドだ、でっけえ！」


    　小雨を真ま似ねて、花詠もベッドへとダイブする。


    「ベッドだ、でっけえ！」


    「おい、ちび、こっち来てみろ、風呂もでっけえ！」


    「おー！　ホントだ、ふろもでっけえ！」


    　とたとたと後を追う花詠を引き連れて、小雨は片っ端からドアや引き出しを開けていった。


    　キツネの面を小こ雨さめが花はな詠よみに譲ってから、二人は妙に仲良くなってしまっている。一いち郎ろうとしては、望むところではなかった。


    　二人の様子を気にしながら、一郎はその隙すきにさり気なく、テーブル上のアダルトチャンネル表を手に取る。花詠の目の届かないところはどこかと、辺りを見渡した。


    「ホテルか？　これはホテルなんだな？　きょうはここで寝るのか？　こさめ」


    「何だおまえ、お泊とまりは初めてか？」


    「おお。まあな。はなよみはこれでも、家でしか寝たことないんだ」


    　小雨と花詠はベッドの上に胡座あぐらをかき、こそこそと声を潜ひそめて談話していた。


    「いいかよく聞けちびすけ。おねーさんがいいことを教えてやろう。ここは、ただのホテルじゃねーのさ……。……ここはな、男と女が、えっちぃことをする特別なホテルなんだ」


    「え！　えっちぃこと!?　……って何だ？」


    「そりゃおまえ。あはん、うふん的なことだよ。ちびにはまだ、早すぎたかな」


    　花詠はほう、と眉み間けんに皺しわを寄せた。


    「わかる、わかるぞ、こさめ。男と女だろ？　じゃあいちろーとこさめも、えっちぃことするのか？」


    「しねーよ！　バカ。それは、愛する人としかできねーのさ」


    「おおー……。あい……あいって何だ？」


    「お。哲学だねえ。まあまずは、そうだな、お互いが好きになるってのが始まりだわな」


    　小雨は右手に人差し指を、左手に親指を立てる。


    「いいか？　これが女で、これが男だとするだろ？　はっと、出会う。恋に落ちる。するとこう、二人は惹ひかれ合い、距離を縮めていくってわけだ──」


    　──パン。小雨の右手と左手が接触する前に、その頭の上にチャンネル表が乗せられた。


    「妙なことを教えるな。どこの親戚の親父だ、君は」


    「んだよ、今いいとこなのに」


    　小雨は一郎を見上げて、唇を尖とがらせる。


    「風呂、入るならさっさと入れ」


    「は!?　オレ？」


    「入らないならそれでいい。花詠を入れたあと、バスルームは拷ごう問もん部屋へ作り替える。だから使えなくなるということだよ。入りたいなら今のうちだ」


    「……ああー。そういうことか」


    「こさめ！　はなよみといっしょに入ろう！　いいよな、いちろー？」


    「……[image: ]きいてごらん」


    　小雨はバスルームへと視線をやって、逡しゆん巡じゆんしていた。


    「あの、ジェットバスってやつを体験してみたいのは山々だが……だがなー……。あの透明な磨すりガラス、丸見えじゃんか。……おまえ、覗のぞくなよ」


    「覗かないよ。僕は、この子にしか興味がない」


    「おまえな、イエローカードだかんな、それ。よし、じゃあ入るか！　ちび」


    「おおっ！」


    　かくして小こ雨さめは脱衣所に向かい、花はな詠よみはベッドの前で、一いち郎ろうに着物を脱ぐのを手伝ってもらう。


    「今日は、髪は洗うかい。埃ほこりの舞う客間にいたんだから、僕は洗った方がいいと思うけど」


    「んー……。こさめは洗う？」


    「さあ。どうして彼女が出てくる？」


    「こさめが洗うなら洗う」


    「そうか。じゃあ[image: ]きいてごらん」


    「うん。……いちろー」


    「なんだい」


    　花詠はつぶらな瞳で一郎を見下ろし、尋ねる。


    「男と女は、二人とも好きだったら、えっちぃことができるそうだ。はなよみといちろーは、えっちぃことできるのか？」


    　少し、考えてから、一郎は答える。


    「……まあ」


    「ピピーッ！　レッドカードだそれは。てめえ、退場！」


    　長い髪をアップに纏まとめ上げ、バスタオルで胸元を隠した小雨が、脱衣所から顔を出す。


    「冗談だ」


    　一郎は極めて爽さわやかに微ほほ笑えみ、全裸の花詠を脱衣所へと送り出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　二人が風呂から上がったあと、一郎は透明な磨りガラスをシーツで丁寧に覆おおい、密室の空間を作った。中が覗けると、拷ごう問もん部屋は作れない。媒体となる部屋は、遮光できるほどの密室でなければならない。この能力の面倒な条件のひとつだった。


    　バスルームの外側から、ドアの表面へ指を触れる。


    　触れた指先から、ドアは赤く重厚な拷問部屋の扉へと変化していく。鍵穴に刺さったままの鍵を捻ひねって施錠し、拷問部屋は完成する。


    　その密室への出入り口は、外から一郎が設定する。ホテル内の引き出しを入り口として、一郎は拷問部屋へ引き籠こもった。


    　深夜〇時を過ぎた頃。拷問部屋の壁際に並ぶテーブルの引き出しから、小雨が頭を出した。


    「……おお、すげーな。ここが拷ごう問もん部屋か。風呂場の面影がひとつもねーじゃん」


    　赤い絨じゆう毯たんに、煉れん瓦がで組まれた重苦しい壁。広さはバスルームと同じだったが、中身は全く違っていた。部屋の中央には古めかしい木椅子が置かれており、壁際には、槍や剣などの物騒な武器が並んでいる。


    　一いち郎ろうは部屋の隅に置かれたテーブルの前に座り、何やら作業をしていた。


    　その背中に、小こ雨さめは尋ねる。


    「まだ眠らねーの？」


    「花はなは？」


    「でっかいベッドでぐっすり寝てるよ。心配じゃねーのか。敵であるオレと二人きりにしやがってよ。いじめちゃうぜ」


    　一郎は作業を続けながら、小雨へ振り返ることなく答えた。


    「君が？　僕のいない間に？　いや、君はそんな卑ひ怯きようなことはできない」


    「んな……なんだよ、知ったふうな口を……」


    「それに、花はな詠よみは怖こわがってこの部屋へは入りたがらない。連れてはこられない」


    「へーえ」


    　小雨は改めて部屋を見渡した。小さな子にしてみると確かに、薄暗く圧迫感のあるこの拷問部屋は、どことなくおどろおどろしく感じられるのかもしれない。


    「よ」という掛け声と共に、小雨は拷問部屋へと足を踏み入れる。


    「んで。大切なちびを放って、おまえは何してんだよ」


    　言いながら小雨は、無遠慮に一郎の手元を覗のぞき込んだ。


    　机の上には、粘土細工がある。作られていたのは、小さな剣や鎖だった。


    「……今日の戦闘でだいぶ武器を消費してしまったからね。こうして作っている」


    「へえ！　それ粘土で作ってんのな。……あれ？　でも盾とかあれ銀じゃなかったっけ？　なんか小せーし」


    「……材質は色で、サイズは焼き加減で調整するんだ」


    　一郎は目線だけで、壁に埋め込まれた竈かまどを示した。


    「集めるべき絵本はあと一冊残っているからね。銃のような緻密な武器は時間がかかるけど、剣や斧おの辺りなら一晩で……君は、何て格好をしているんだ」


    「え」


    　小雨の姿を見た一郎が手を止めた。


    　小雨は、ホテルの設備品であるパジャマを着ていた。前止めのパジャマはしかし、やけに丈が短い。まるで男物のシャツを着ているかのように、太ももが露あらわになっている。


    「……っ」


    　小雨は慌ててパジャマの裾すそを下へ引っ張り、脚を隠した。


    「なんだよ、変か？　つか見んな！」


    「……見ないよ」


    　一いち郎ろうは溜ため息いきをつき、手元の粘土細工へと視線を戻す。


    「この間の戦闘で散々見ているしね。もう見飽きたと言っていい。むしろ、君の下着で僕は肩を外された痛みと、鼻を潰つぶされた苦しみを思い出すかもしれない。トラウマだ」


    「……」


    　小こ雨さめは、一郎の横顔を睨にらみつける。自分の下着を、トラウマなどと言われるのも不本意だ。


    　パジャマの裾すそを、一瞬だけ[image: ]めくってみた。


    「……チ、チラ」


    「顔真っ赤にするくらいならやるな」


    「なんだよ、つまんねーな」


    　一郎はこれ見よがしに再び深い溜息をつき、小雨へ冷めた視線を向けた。


    「君は邪魔しにきたのか。襲うぞ」


    「襲われねーよ。蹴けり殺すぞ」


    「裸足はだしで君は一度、負けているだろう。加えてこの部屋は僕のテリトリー内だ。君に不利な条件が重なっている」


    「だから？　襲うのか？　おまえはそんな卑ひ怯きようなことしねーよ」


    　さっきのお返しだとばかりに、小雨はニタニタと笑った。


    「……」


    「はあ」と一郎は脱力して、側そばにある机の引き出しを開ける。


    「もう寝ろ。ここから、君が入ってきた部屋の引き出しに戻る。おやすみ」


    「やーだね。オレにも作らせろ。こう見えて結構器用なんだぜ？　あのブーツだって手作りなんだ。椅子もっとねーの？」


    「……自分で作れ」


    　一郎は引き出しを閉め、机の隅に固まる粘土から一握り千切って、隣に置いた。


    　小雨は腕うで[image: ]まくりをして、意い気き揚よう々ようと粘土をこね始める。


    「……」


    　一郎はふと疑問を抱き、尋ねてみる。


    「……君は花はな詠よみが、怖こわくないのか？」


    「んあ？　そりゃ、あのツノは怖こえーけどよ、ツノ生はやしたときのあいつは〝赤鬼〟なんだろ？　花詠じゃねーじゃん」


    「いつそうなるかわからないから、怖いだろうと[image: ]きいている」


    「わかるよ。あのときあのちびは、おまえを助けようとして、ツノを生やしたんだ」


    　それに、と。小雨は粘土をこねながら、続ける。


    「自分のやっちまったことに気づいて、わんわん泣いてたじゃねーか。オレにはあいつが、鬼には見えなかったぜ」


    　小こ雨さめは含み笑いを浮かべた。


    「さっきだってさ。眠るのに、電気は絶対に消すなって言うんだ。いたずらで消すと、泣きながら怒る」


    「……あの子は、暗くら闇やみが嫌いなんだ。だから電気を消して眠れない。怖こわい夢を見るらしい」


    「可愛かわいいじゃねーか。子供らしくて」


    　客間での凄せい惨さんな光景を目の当たりにしたはずなのに、小雨はそんなことを言う。額ひたいに生えた禍まが々まがしいツノを見てもなお、花はな詠よみを恐れず、人間として扱ってくれる者は家族でさえそういないというのに。


    「まあ万が一また暴走したとしても、大丈夫だろ。オレも読み手だし。……オレは、おまえの方がよっぽど、怖いよ」


    「……？」


    　小雨は手を止めて、包帯の巻かれた一いち郎ろうの右手を見下ろした。


    ──「もっと自分を顧みろ。一見器用に見えるくせに、超絶不器用なんだな。いつか死ぬぜ、マジで」


    「──『人生は物語のようなものだ』重要なのは長さじゃない。その内容だろう」


    「何だ、物語って。詩人か、おまえは」


    「ああ、詩人の言葉だ。ローマのね」


    「知らねーよ。いいか、オレは長く生きろっつってる訳じゃねーの。もっと器用に生きろって言ってんの。おまえの物語なんて、痛々しくて読んでられねーぜ」


    　一郎は粘土細工を再開しながら、答える。


    「それで花を守れるなら、本望だよ」


    「……おまえの世界には、敵かあのちびしかいねーのか」


    「いや、僕の世界には花詠しかいない。敵だとか味方だとか、その他大勢に過ぎないさ」


    「ふん。そんな突っ走ってっと、誰もついていけなくなるぜ。今だってほら、仲間裏切ってひとりぼっちだ」


    「……あの子が側そばについてきてくれれば、それで構わない」


    「バーカ。おまえについていった先でおまえが倒れちまえば、今度はちびがひとりぼっちだ。それで守ってるなんて言えんのかよ」


    　一郎は手を止めた。


    「あのちびは結局、泣くんだろう？　おまえが泣かすんだ」


    「……」


    「自分自身さえ大切にできない奴が、誰かを大切にしようなんておこがましいぜ。おまえはまず、おまえを守れ。おまえが傷つくことで泣く奴がいるってこと、忘れんなよ」


    　言って小こ雨さめは再び、粘土をこね始める。


    「……そうか。確かに、そうだな」


    「……お？　何か違和感覚えたぞ。やけに素直だな」


    「別に。君の言う通りだと、思っただけだよ。あの子が泣かないために、僕は僕を守ろう」


    「おお、そうしろ」


    　寂せき寞ばくの拷ごう問もん部屋に、小雨の笑みが零こぼれる。


    　一いち郎ろうはそっと、ランプに照らされたその横顔を覗のぞき見た。読めない奴だ、と心に呟つぶやく。


    「……」


    「……脚見んな」


    「……見てない」


    　夜は静かに、更ふけていく。


    　部屋の中央に灯ともるランプが、並んで粘土をこねる二人の影を、壁に映し出していた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　翌日、一郎と花はな詠よみ、それから小雨の三人は、とあるデパートのイベント広場にいた。


    　マイクを通して響くお姉さんの掛け声に合わせ、子供たちが「がんばれー！」と声を上げる。


    　すると。敵にやられ、舞台上に伏せていた色とりどりのヒーロー五人が、足を震ふるわせながら立ち上がる。


    『聞こえる……子供たちの声が！　そうだ、子供たちの笑顔を守ることこそ、俺たちの使命……！　こんなところで、やられるわけにはいかないんだっ！』


    『そっ、そんなバカな……！　ああ眩まぶしいっ！　これが、正義の力だというのかあああっ！』


    　立ち上がった五人に驚きよう愕がくする怪人。


    　今や完全復活したヒーローたちは爆発音と共に見み栄えを切り、会場は歓声に包まれる。


    「……茶番だな。どうして声援を受けるだけで傷が回復するんだ」


    「んな野暮ったいこと言うなよ、てめえは。夢も希望もないヤツだな」


    　冷めた目で舞台を眺める一郎を、隣の小雨が咎とがめる。一方、一郎の肩車で舞台を観賞している花詠は、目をキラキラと輝かせて一郎の髪を引っ張った。


    「いちろー、きょうは、あいつらと戦うのか？　勝てるのか？」


    「勝てるよ。戦うのは、あのチビっこい緑とだから」


    「みどりか……。そっか。はなよみは安心した。あかだったらやばかったな！」


    　舞台では、五人のリーダー格であろう全身赤色のヒーローが怪人と一騎打ちし、爆死へと追いやっているところだった。


    　一いち郎ろうの次のターゲットは、笹ささ森もり伊い吹ぶきの持つ『かちかち山』である。


    　しかし伊吹はその強情な性格上、純粋に暴力で打ち勝ったとしても、意地になって絵本を渡そうとはしないだろう。だからその真まっ直すぐな性格を逆に利用し、勝負を吹っかける。賞品としてお互いの持っている絵本を提示すれば、それが勝負のルールである以上、負けて駄々をこねるような情けない真ま似ねはできないだろう。


    　すでに連絡は取っていた。あとは約束の時間を待つだけだ。


    「心配いらないよ、花。緑なんてただの、数合わせさ」


    　言って一郎は、悪役の如ごとき邪悪な笑みを浮かべる。


    



    「数合わせじゃねえよ!?」


    　夕刻。約束通りに、伊吹は商店街近くの歩道橋へとやってきた。


    「わかってます？　青あお髭ひげさん。五人[image: ]そろわなきゃ、センチュリーファイブ・バスターは撃てないんだ！　あれが撃てなきゃ、怪人は死なねえんスよ。ロボット戦だってさ、センチュリー・グリーンは右足っスよ!?　右足！　右足がなきゃ、子供たちの笑顔守れねえよ!?」


    　緑の大切さを熱弁する伊吹に、小こ雨さめはしかめっ面を作った。


    「うぜえ……」


    「熱さは赤、以上だね」


    「みどりのくせに」


    　一郎に倣ならって花はな詠よみもまた、目を細める。


    　交差点に架かる歩道橋で、四人は向かい合っていた。この辺りは村むら瀬せ家のある居住区と違い、夕ゆう陽ひヶが丘おかで最も栄えている場所だ。


    　数年前から進められている都市化計画のあおりを受け、この町も年々姿を変えつつある。近いところではクリスマス前にも、サンセット・ガーデンと称されたデパートがオープンするらしい。


    　ビルの窓ガラスが夕焼けを反射させ、辺りをオレンジ色に染めていた。


    「ま、でも観に来てくれてありがとう！　嬉うれしいっス。そうだ、よい子にはこれをやろう」


    　伊吹はジャージのポケットから丸いプラスチックのボールを取り出し、花詠へと放った。それをすかさず、一郎がキャッチする。


    「あ、おい！　それはそこの子にやったんスよ。一個しかねえんだから取んな！」


    「……」


    　一郎はボールを矯ためつ眇すがめつ確認してから、割って花詠に渡してやる。ボールの中には、格好よくポーズを決めるセンチュリー・グリーンのフィギュアが入っていた。


    「それやるから、グリーンも好きになってくれよな！」


    「……どりょくする」


    　手の平に立つグリーンを見つめて、花はな詠よみは呟つぶやいた。


    「それでは早速、勝負のルールを説明しよう」


    　一いち郎ろうが伊い吹ぶきに提案した勝負は、徒競走。単純な駆けっこだ。


    　歩道橋からスタートして、約五キロメートル先にある夕ゆう陽ひヶが丘おか商店街のアーチを潜くぐった者が勝ち。乗り物の使用はなし。能力の使用はありだ。


    「いいっスよ」


    　説明の途中からすでに準備運動を始めていた伊吹は、いとも簡単に了承した。「絵本は？」の問いにも、背負ったリュックから『かちかち山』を取り出して見せる。


    　一郎もまた、肩に提げた[image: ]かばんから『赤ずきん』『白雪姫』『青あお髭ひげ』の絵本を出して提示した。


    　この場にある四冊と引き換えに、『桃太郞』が手に入る。一郎の目的の達成はもう、目の前まで来ている。


    「あんたには一度引き分けてるからな。今度は負けねえっスよ」


    　準備運動を終えた伊吹は、敵てき愾がい心しんたっぷりの視線を一郎へと向ける。


    『青髭』の読み手となった一郎が、初めて能力戦を行った相手が、この〝音を燃やす能力〟を持つ笹ささ森もり伊吹だった。


    「あのときは能力の使い勝手がわからなかったからね。武器のレパートリーも少なかった」


    　戦闘は一郎が優勢だった。なのに、とどめが刺せなかった。伊吹はしぶとく立ち上がり、長時間に及んだ戦闘の末、『かちかち山』の回収は後回しに持ち越されていたのだった。


    「俺は別に他の絵本いらねえけど、負けたヤツが自分のを渡すっつう約束は、ちゃんと守ってくださいよ」


    「君こそ、負けてやっぱ渡さない、などと子供のようなことを言うな。夏なつ苅かり小こ雨さめ──スタートの合図を」


    「お？　おう」


    　小雨は花詠を連れて一郎と伊吹の間に立ち、右手を茜あかね空ぞらに突き上げた。


    「よし。それじゃ行くぜ、二人とも。正々堂々と走り合え。よーい──」


    　と、そのとき。「ちょっと待ったー！」と勝負の邪魔する声がする。


    「その勝負待った！　ゴールの変更を申し入れるわ！」


    　伊吹の後ろから階段を駆け上がり、姿を現したのはスノーホワイトを引き連れた千ち鳥どりだった。


    　その後に、月つき夜よと兼かね亮すけが続く。


    「……おや。ずいぶんと、ご機嫌じゃないか、生い駒こま千鳥」


    　一郎はにんまりと笑みを浮かべる。


    「大切なペットの前足でもくっついたかな？」


    「ペットじゃないわ！　家族よ！　大切な、家族よ！」


    　ビシッと人差し指を向けた千鳥はそのままずんずんと早歩きで進み、伊吹を通り越して一郎の正面までやって来る。


    「……ちょっと……屈かがみなさいよ」


    　一〇歳の子供の体である千ち鳥どりは、長身の一いち郎ろうに唇を尖とがらせた。


    「？」


    　言われた通りに屈かがんだ一郎の頰ほおへ、拳が飛んでくる。


    　それをひょいと交わし、一郎は向かってくる千鳥の額ひたいを押さえる。


    「よけたあ！　よけんな、ばかあ！」


    「いや、よけるよ。グーだしさ」


    　千鳥は腕をぶんぶんと振り回すが、一郎に頭を押さえられ、その拳を当てることができない。


    「うわあ……。漫画みたい」


    　呟つぶやく兼かね亮すけの隣で、月つき夜よは目を細める。


    「千鳥の頭から凄すさまじい数の〝殺〟が湧わき出ててる……。私は少し、恐ろしいよ」


    「なんだよ、何怒ってんだ、あの人？　絵本とられたから？」


    　振り返り尋ねる伊い吹ぶきに、兼亮は曖あい昧まいに答えておいた。


    「……まあ、いろいろとな」


    「ふんっ、覚えてなさい！」


    　結局一撃も殴ることのできなかった千鳥は、息を荒くして戻ってきた。


    「笹ささ森もり！　絶対に勝つのよ。ここはもう使っちゃうわ、〝絶対〟！　負けは許されないからね！」


    「お、おう。頑張るぜ」


    「ということで、ゴール変更を提案するわ！　相手の決めたゴールはダメ！　あいつは拷ごう問もん部屋を使えるんだから、ゴール近くに出入り口を設定してるかもしれないでしょ？」


    「あ、そっか」


    「ちっ」


    「ほら！　この距離で聞こえる舌打ちをしたわ、あいつ今！　あんたバカなんだから、勝負するならあたしたちに相談しなさいよ」


    「そういや、どうしてここがわかったんスか？」


    「ＬＩＮＥ使ってやり取りしてたら、こっちにだって筒抜けよ」


    　千鳥は伊吹をジト目で睨にらみつけてから、一郎へ向き直る。


    「ゴールは私たちが決めてもいいでしょ？　種目を決めたのはあんたなんだから」


    　一郎は両手を開き、「どうぞお好きに」といった仕草で応える。


    　千鳥はゴールに、隣町の映画館を指定した。ここ夕ゆう陽ひヶが丘おかから、電車を使って向かう距離だ。一郎の指定した商店街よりも、随分と遠くなった。


    「遠いからもちろん、乗り物の使用もあり。それから、絵本は一ひと纏まとめにして、走者の手の届かないとこに置いておく。負けたときに、絵本を持ってそのままとんずらできないようにね。それにあのアホ髭ひげなら、勝負そっちのけで『かちかち山』を直じかに狙ねらってくる可能性もあるから」


    「やだな。僕はそんなに卑ひ怯きようじゃないよ、ねえ、夏なつ苅かり小こ雨さめ？」


    「知……知らねーよ」


    　小雨は顔を赤く染めて、そっぽを向いた。


    　その顔を、千ち鳥どりがじっと凝視する。


    「え、何そのリアクション。あんたは……なんでここにいるのよ」


    「なんでって、……成り行きだよ。んなことより、走者の手が届かないとこって、絵本どこに置いとくんだ。おまえらの手が届いてもダメだろ。みんなウサギさんチームなんだから」


    「……あんたは、青あお髭ひげさんチームじゃないでしょうね」


    「バカ、当ったり前だろ!?　オレはあんなヤツ大嫌いなんだ」


    「信じるからね」


    　じーっと小雨を見つめて、千鳥は言う。


    「絵本は、あんたに預けておくわ、夏苅小雨」


    「……え。オレ？　いいのかよ」


    「あんたは〝先生〟側、つまり今回、第三者でしょ？　曲がったことが大嫌い風なその姉あね御ご肌はだを信用するわ」


    「おいおいそんな簡単に……」


    「機動力のあるあんたは、ゴールに先回りすることもできるしね。ジャッジして」


    　ずい、と言い寄られ、小雨は視線を泳がせた。


    「……ああ、いいのかなオレ、こんなことしてて……。ま、いっか。わーった。この勝負、オレが預かってやるよ」


    　千鳥と小雨のやり取りを眺めて、兼かね亮すけは不安げに月つき夜よへ尋ねる。


    「いいんですか？　あの人、スノーや帯おび刀なたさんを誘ゆう拐かいした張本人なのに……」


    「貸出カードを奪うためにね。〝金の卵を産むガチョウ〟が向こう側についているうちは、私たちと敵対する理由はないよ。私たちが絵本を、奪おうとしない限り」


    　かくして、それぞれの絵本とそれに付属されたカードの有無を小雨が確認し、伊い吹ぶきのリュックに纏まとめる。それから小雨は右手を挙げて、走者二人の顔を交互に見た。


    「んじゃ、改めて。お互い健闘しろよ、よーい、スタートッ！」


    「っしゃあっ」


    　小雨の右腕が振り下ろされた直後、伊吹は踵きびすを返して走り出した。脱だつ兎との如ごときスピードで、歩道橋の階段を飛び下りる。その下に停とめられていたのは、スクーターだった。


    　脇目も振らずヘルメットを被かぶり、バイクに跨またがった伊吹は発進していく。ブロロロ……。


    　にやりっ！　と千鳥は意地の悪い笑みを浮かべる。計画通りだ。ゴールの距離を遠目に設定したのは、このためである。一いち郎ろうがいくら拷ごう問もん部屋を介して商店街入り口へワープしようとも、それから電車に乗ったところで、スクーターの速さには敵かなうまい。


    　これぞ作戦勝ち。振り返った千ち鳥どりは、小こ雨さめや花はな詠よみと並んで欄干からスクーターを見送る一いち郎ろうの姿を発見する。


    「おやおやー？　どうしたのアホ髭ひげ。スタートすらしてないなんて。もう負けを認めるのかしら？　なら絵本は返してもらうわ。ついでに土下座もしてもらおうかな」


    「あれは、卑ひ怯きようじゃないのか？」


    　小さくなっていく伊い吹ぶきを指差し、一郎は尋ねる。


    　千鳥は薄い胸を反らして、自信たっぷりに答えた。


    「言ったでしょ？　乗り物はあり！　ルール違反ではないわ。ね、夏なつ苅かり小雨」


    「……まあ、そうだな。セーフだ」


    「……ふむ」


    　一郎は欄干から離れ、モッズコートのポケットへ両手を入れた。取り出したのは左手にマインゴーシュと、右手に分ふん銅どうの付いた鎖。


    「スクーターとは、考えたね。まあ、早くここから離れてくれた分、都合がいい」


    「へ？」


    　一郎はマインゴーシュを振りかぶり、小雨へと襲いかかった。


    「お、おいっ！」


    　剣けん戟げきを避よけた小雨の足元に、鎖が絡まる。


    「何すんだてめえ！」


    　鎖を引き寄せ、瞬時に距離を詰めた一郎に、小雨が蹴けりを放った。


    　避けたその足へさらに鎖を絡ませて、一郎は笑う。


    「何って。絵本を奪おうとしているのさ」


    「んなっ！　昨日、オレはおまえが卑怯じゃないっつったな、あれは撤回だ。ちびも言ってやれ、おまえのとーちゃんは卑怯だ」


    「お、おおっ……」


    「とーちゃんじゃない。従兄いとこだ。花、危ないから下がっていなさい」


    　突然の展開に戸惑う花詠の後ろで、千鳥はその上を行く戸惑いを見せていた。


    「え!?　なんで？　勝負は？　駆けっこするんじゃないの？」


    　千鳥を無視して、一郎と小雨の攻防は続く。


    「絵本をよこせ。殺しはしないが、刺すぐらいはするよ」


    「くそっ、てめえ、一夜を共にした相手に刃やいばを向けるのかよ」


    「誤解を生む言い方はやめろ。何もしていないだろう」


    「ええっ？　一夜を共にって言った？　今、一夜を共にって言ったの!?」


    「生い駒こまさんっ！　笹ささ森もりを呼び戻しましょう。戦闘にはあいつが必要です」


    　途端、千ち鳥どりが小こ雨さめを指差し、一層声を大きくする。


    「ああっ！　見て兼かね亮すけ、小雨のやつ……昨日と服が変わってない！」


    「……なんでそんな嬉うれしそうなんですか」


    　転倒した小雨の隙すきを見て、絵本の入ったリュックを奪ったのは、月つき夜よだった。


    「！」


    　リュックを胸に抱いて、月夜は兼かね亮すけの元へ駆け戻る。


    「千鳥、延長して」


    　言って『白雪姫』を取り出し、歩道橋のタイルの上を滑らせた。


    「グッジョブ、月夜！」


    『白雪姫』を手にした千鳥へ、一いち郎ろうが足を踏み出す。


    　千鳥は、兼亮たちとは反対側の階段へ駆け抜けながら、スマートフォンを握る。掛ける相手は笹ささ森もり伊い吹ぶきだ。しかしどれだけコールを鳴らしても、電話は繫つながらない。


    　運転中だった。


    「あのっ……バカ、バカ！　バカの極み！」


    　千鳥を追う一郎は、背後から「いちろー！」と呼び止められ、足を止める。


    「花はな、すぐに戻ってくるから、小雨と一緒にいなさい」


    「いやだ……はなよみも行く」


    　不安げな表情を浮かべる花詠の前まで戻り、一郎は膝ひざを曲げた。


    「すぐに戻ってくるから」


    「まつりは……？　とうろうながしは……？」


    「ああ。日が沈んだら、一緒に行こう」


    「……いちろー。こさめも、行きたいかもしれない」


    「……？　行きたいと言っていたのか？」


    　一郎が尋ねると、花詠はそっと視線を泳がせる。


    「わからんけど」


    「……そうか。花が一緒に行きたいのなら、[image: ]きいてごらん。……今喧けん嘩かしてしまったから、行かないかもしれないけど」


    「けんかしたのか？　ごめんしとく？」


    「……ああ。頼むよ」


    　一郎は微ほほ笑えみ、花詠の羽は織おる半はん纏てんのポケットを撫なでた。拷ごう問もん部屋に繫がる出入り口の一つを、ここに設定しておく。


    「小雨は弱いから、花が守ってあげるんだ」


    「うん」


    　一郎の背を見送ってから、花詠は小雨の元へ駆け戻った。


    「こさめ、いちろーがごめんって」


    「はあ!?　謝るくらいならやんなっつーの。何なんだよあいつは」


    「あと、まつりいっしょに行こうって」


    「祭り？　いーよオレは。あいつの誘いに乗ってやんのも癪しやくだぜ」


    　答えた直後に、花はな詠よみの表情があからさまに曇り、小こ雨さめは慌てた。


    「うおい！　何だよ、泣くなよ。わーった、行くから。な？」


    「……おう！　三人いっしょな？」


    「……現金なやつだな……」


    　ぱあっと笑顔を咲かせた花詠の頭を、くしゃくしゃに撫なでる。


    　それから小雨は、兼かね亮すけと月つき夜よの去っていった階段へ視線を向けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「もしもしー？　何スか？　電話した？」


    『勝負は中止よ！　髭ひげが反則した！　今超追われてるから！　早く助けに来て！』


    　千ち鳥どりからの電話を切った伊い吹ぶきはすぐにハンドルを切り、Ｕターンする。


    



    　揺れる木々に、鳥たちが夕焼け空へと逃げていく。


    『赤ずきん』『青あお髭ひげ』『かちかち山』の入ったリュックを抱いて、月夜は公園の雑木林を駆けていた。赤や黄色の色鮮やかな落ち葉が、頭上から絶え間なく降り注ぐ。


    　背後を気にしながら、兼亮が月夜に続いた。


    「やばい、もうすぐそこまで来てます」


    　樹木から樹木へ飛び移り、小雨が二人を追っていた。


    「こら待て！　競走のやり直しだ！　オレの預かった勝負をぐだぐだで終わらせるかよ。絵本を返せ！」


    　木の上で叫ぶ小雨の胸には、花詠がしっかりとしがみついている。


    「怖こええ……子連れ山やま姥んばみたいだ……」


    　兼亮は、もどかしい表情で月夜の背へ向き直る。


    　飛行する人間から逃げ延びるのは、あまりに困難だ。


    　二人の頭上に大きな影がかかり、月夜の襟えり首くびが、釣り上げられた。


    「ひゃ」


    「帯おび刀なたさんっ！」


    　小雨は月夜の襟首を摑つかんだまま、地上に敷かれた枯れ葉の上に浮き留とどまる。


    「〝羽は衣ごろも泥棒〟から泥棒するとは、上等じゃねえか」


    「夏なつ苅かり小こ雨さめっ！　帯おび刀なたさんを離せ……！」


    　急ブレーキを掛けた兼かね亮すけは、小雨に向かって構えた。


    　変身はいつでもできる。月つき夜よが奪われてしまったのなら、昨夜のような完敗は許されない。


    　落ち葉の舞い散る雑木林で、兼亮と小雨は対たい峙じした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　千ち鳥どりは一いち郎ろうをまくために、人で[image: ]あふれる日曜夕方の商店街を駆けていた。体の小ささは、こんなときにこそ発揮される。通行人や自転車の合間を縫ぬって、駅の方向へ進んでゆく。


    　振り向けば遠くに、一郎の姿が見えた。


    　どこかで『白雪姫』を延長したいが、落ち着ける場所はないものか。千鳥は走りながら商店街を見回した。一郎の追跡から逃のがれるには、鏡の中へ入るのが一番安全だ。まだ日の落ちていない夕刻。鏡の中の怪物は、動き出してはいないはず。


    　駐車中の車の窓か、どこかのトイレの洗面台か。千鳥は鏡面を優先的に探した。


    　しかしここに来て、人の多さに邪魔される。停とめてある車の前は人々が往来しているし、コンビニのトイレは使用されている可能性がある。室内に追い詰められるのは避けたい。一郎は、人目を気にせず攻撃してくるだろう。


    「んきゃ」


    　よそ見して走る千鳥は、鋪道の煉れん瓦がにつまずき、あえなく転んだ。


    「あら。お嬢ちゃん、大丈夫かい？」


    　手を貸そうと腰を屈かがめたおばさんの背後に、迫り来る一郎の姿を確認する。


    「だだだ大丈夫です！」


    　千鳥はすぐに立ち上がり、足元のスノーホワイトと共に駆け出した。


    　これはもう、人目がどうなどと言ってはいられない。何よりも優先すべきは『白雪姫』の死守。鏡面世界への逃避。千鳥は商店街に並ぶ、コンビニエンスストアへ足を向けた。しかし入るのではなく、外側。マガジンラックが透けて見える窓ガラスの前に立ち、そこに、自分の顔が映っていることを確認する。


    「……さすがコンビニ。よく磨かれてる。スノー、ここから入るよ」


    　窓ガラスに人差し指を立て、丸を描く。すると鏡面に映った千鳥の姿が、かき消える。


    「おいで、スノー」


    　千鳥の肩に駆け上がったスノーホワイトの姿もまた、鏡には映らなくなる。


    　背後を行き交う人々を気にせず、千鳥は窓ガラスへ飛び込んだ、と──。


    「うえっ!?　何」


    　足首に、ジャラと鎖が巻き付いた。途端、強い力で足首を引かれる。


    「ちょっ！　やだっ、待って、離して！」


    　千ち鳥どりは窓枠へしがみつき、抵抗した。スノーホワイトが千鳥の服を嚙かみ、懸命に鏡の世界へ引き寄せようと引っ張る。しかし悲しいかな、小さなフェレットはあまりに無力だ。


    「きゃああっ！　すけべ、すけべ！」


    　千鳥の足首が強く握られ、引っ張られる。千鳥は片方の手で窓枠を、もう片方の手でスカートを押さえて抵抗した。


    　現実世界と鏡の世界の狭はざ間まで、じたばたと足をばたつかせていた、その次の瞬間。


    　一いち郎ろうは背後から体当たりを食らい、摑つかんでいた千鳥ごと鏡の中の世界へつんのめった。


    「……っ」


    　振り返ると、したり顔で伊い吹ぶきが仁に王おう立だちしている。


    「ひでえじゃねえっスか、青あお髭ひげさんよお。逃げるなんてさ」


    　鏡の中の商店街は、人の代わりに表情豊かなデッサン人形たちが往来していた。そこに喧けん騒そうはなく、ただコッ、コッと無機質な足音と、やけに明るいクリスマスソングが響くだけ。こんなにも人がいるのに、まるで温かみがない。


    　アーチに掛けられたクリスマス用の垂れ幕や、店の看板の文字は全て、左右逆の鏡文字となっていた。


    　これが、鏡の中の世界。一郎にとっては、初めて体験する世界だった。


    　一郎は辺りを見回したあと、伊吹へと向き直り溜ため息いきをつく。


    「……むしろ君を、逃がしてやったんだ、笹ささ森もり伊吹。下手に向かってくる者の方が、ついうっかり殺してしまいやすいからね。君もこの、愛国心を失ったイギリス国旗パンツの一〇歳児のように、初めから逃げ出してくれればよかったんだけど」


    「は？　何？　日の丸パンツを穿はけって言うの？　やだ可愛かわいくない！　てかパンツ見んなバカ」


    　一郎は千鳥の抗議を無視し、モッズコートのポケットに手を入れた。


    　静かに取り出したのは、ポケットの許容量を遥はるかに超える大鎌。


    「大人しく、駆けっこの途中でお昼寝でもしていればよかったものを」


    　言って一郎は二メートルもあろう鎌で宙を薙なぎ、両手で構えた。


    「それ、ウサギ違いじゃねえっスか？　だって俺──」


    　乱暴に靴を脱いだ伊吹は、大きく手を打ち鳴らした。ぱん、と渇いた衝撃音が商店街に鳴り響き、直後に発生した炎を、両腕に纏まとう。


    「──『かちかち山』のウサギだし」


    　そうして口元に炎を滲にじませ、「きししっ」と笑い声を燃やした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「あ」


    　月つき夜よは、奪われたリュックへ手を伸ばす。


    　右手に月夜、左手に奪ったリュックを携えて、小こ雨さめは両腕を広げ二つを引き離した。


    「手を離せ、夏なつ苅かり……！　もう二度とその人を攫さらわせない。俺は差し違えてでも、あんたを止めるぞ……！」


    「まあ、そう凄すごむな、笠かさ木ぎ。別に取って食おうってわけじゃねーよ」


    　対して小雨に敵てき愾がい心しんはない。その腹部にしがみついていた花はな詠よみが落ち葉の上に着地し、呑のん気きに「うーん」と伸びをした。


    「心配すんな。絵本は一時預かるだけだ。競走の結果あのウサギ野郎が勝ったら、返してやるから。もし村むら瀬せが勝って『桃太郞』と交換することになっても、みんなで奪い返せばいいじゃねーか」


    「え……？」


    　桃太郞。その言葉に反応したのは、花詠だった。小雨を見上げ、そっと尋ねる。


    「こさめ……。ももたろう、あるの？」


    「ん？　ああ。知らなかったのか？　『桃太郞』を手に入れるために、おまえの従兄いとこは今頑張ってんだ。あいつが勝てば、おまえは鬼から解放されるかもしれないぞ。よかったな、ちび」


    　小雨は歯を覗のぞかせて笑う。しかし花詠は、首を横に振った。


    「だめ……。それは、だめ」


    「んあ……？」


    　急に表情を曇らせた花詠を、小雨は怪け訝げんに見下ろす。


    　月夜は襟えり首くびを摑つかまれたまま、じっと花詠を見つめていた。


    「……花詠、ちゃんと、言わなきゃいけない」


    　月夜はじたばたと暴れて小雨の手を離れ、花詠の前に着地した。


    「もう、隠しきれない。村瀬くんはきっと、『桃太郞』を手に入れるよ。彼の側そばにいたいなら、言うしかない。言わないという選択は、噓うそをつくのと同じ。大切な人に噓をつくのは痛いでしょう？　君はずっと、苦しんでる」


    「……」


    　下唇を嚙かむ花詠へ、月夜は静かに訴えかける。


    「……嫌われてしまうのが怖こわい？」


    　花詠は小さく一度、頷うなずいた。


    「……その弱さも、わかってもらおう。あなたは弱い。それを知ってもらおう。黙っていては伝わらない。話して、ぶつかって。大切な人だからこそ、それをしなきゃいけない。……人間はそうやって、成長するんだ」


    「……でも、でも。ほんとうのことを知ったら、いちろーは、はなよみを、ころすよ」


    「……殺すかもしれない。それじゃあ、あなたは彼を[image: ]だまし続けて、胸に痛みを負ったままでも、生きていきたい？」


    　月つき夜よの質問に、花はな詠よみは両手を胸の前で握り、大きく首を横に振った。


    「……わからない。わからないよぉ……」


    「……おい。なんで村むら瀬せがこいつを殺すんだよ……？」


    　話の見えない小こ雨さめが、月夜へ尋ねる。


    　花詠は小雨の体にしがみつき、声を上げた。


    「こさめ、行って」


    「いや、けどよ」


    「もう行って！」


    「……訳わかんねえな」


    　小雨は乱暴に頭を搔かき、リュックを持ったまま花詠を連れ、舞い上がる。


    　その姿を見上げながら、兼かね亮すけは月夜の側そばに並んだ。


    「……帯おび刀なたさんは、何か知っているんですか」


    「……」


    　しかし月夜は視線を空へ向けたまま、何も言わない。言わないということは、噓うそをつくのと同じ。花詠にはそう言っていたくせに、自分は口を噤つぐむのだ。


    「……俺たちも、追いましょう」


    　兼亮は梢の向こうの影を追って、雑木林を歩き出す。


    　月夜は「うん」と無感情に頷うなずいて、兼亮のあとに続いた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　全ての左右が反転した、鏡の中の世界にて。


    　デッサン人形は炎上し、焼け焦こげる。伊い吹ぶきの拳より飛び火した炎によって、木製の人形たちは無残にも燃えていった。


    　炎を纏まとった人形がまた別の人形と接触し、商店街は徐々に火の海と化す。


    　ただし一いち郎ろうは、火傷やけどのひとつも負ってはいない。伊吹は一郎に拳を当てるどころか、近づくことさえできずにいた。


    「……っ、危ねえっ」


    　近づけばすかさず大鎌が振るわれる。その湾曲した刃は周りのデッサン人形を薙なぎ払い、伊吹の体をかすめる。


    　大型の武器はモーションが大きい分、一撃ごとに隙すきが生じるはず。伊吹はその好機を探る。しかし一郎の戦い方には、隙がなかった。振り切った刃先を勢いそのままに翻ひるがえし、鎌を休めない。火の粉を散らして舞い踊るように、攻撃は次々と繰り出される。


    　大鎌を散々振り回されては手が出せず、伊い吹ぶきはバックステップでまた距離を開けた。ただ、伊吹のかすり傷だけ増えていく。


    「くそっ！　焦じれったいぜ。卑ひ怯きようだ！　こっちは素手なのに」


    「燃える拳など、空くう手しゆとは言わない」


    　言いながら一いち郎ろうは、走り出した千ち鳥どりの姿を見逃さなかった。すぐに大鎌を脇に挟み、千鳥のあとを追う。


    「ちょっと！　ついてこないでよ！」


    「つきまとうさ。君がいないと、ここから出られないのだから」


    「おい、待て！　また逃げんのか!?」


    　千鳥、一郎に続いて伊吹が走り出す。三人は列となり、燃える商店街を駆け抜けた。


    　風に[image: ]あおられ燃え上がる炎はアーチまで届き、垂れ幕が炎に包まれ落下する。


    「っしゃああっ！　見つけたっ、隙すきあり！」


    　足の速い伊吹が、駅の改札手前で一郎の背中を捉えた。


    「っ……」


    　距離を詰められた一郎は大鎌を捨て、代わりに銀盤の盾を構えた。拳と盾がぶつかり合い、ゴウン、と景気のいい快音が駅構内に鳴り響く。直後に、盾からは炎が吹き上がった。


    　ゴウン、ゴウンと衝撃音は鳴り続いた。徐々に、伊吹の手数が増えていく。


    　ゴウン、ゴウン、ゴウン、ゴウン──！


    　いよいよ盾が弾はじかれた次の瞬間、一郎が腕を伸ばした。手にはいつの間に取り出しのか、古式銃が握られている。


    　ズダン、と硝しよう煙えんが上がり、伊吹は左肩を弾かれた。


    　後ろに傾かたむいた体を、伊吹は歯を食い縛って、踏みとどめる。


    「痛っ──たく、ねえっ……！」


    「──！」


    　距離をあけるどころか逆に踏み込み、隙のできた一郎へ向かって、掌底を放つ。


    　一郎の体は、炎を巻き散らして跳はね上がった。改札を通り抜け、ホームで倒れた一郎は受け身を取って起き上がり、燃えるモッズコートを脱ぎ捨てる。


    「……撃たれたんだから、怯ひるめよ。本当に厄やつ介かいだな……君は」


    「きししっ！　コートのポケット失っちまったなあ、青あお髭ひげぇ！」


    　伊吹もまた、撃たれた左腕は痺しびれて動かすことはできなくなっていたが、完全に勢いづいていた。流れは伊吹にある。


    　改札を挟んで睨にらみ合う二人を、ホームまで逃げてきた千鳥がぽかん、と見つめていた。


    「……だ、大丈夫……？」


    　炎に包まれていた一いち郎ろうへ、思わず声をかける。


    「……ああ」


    　一郎は小さく頷うなずき、千ち鳥どりへと足を踏み出す。


    「きゃああっ！　来ないで、来ないでよ！」


    　千鳥は踵きびすを返し、慌てて逃亡を再開した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ずずず、とカップ焼きそばを啜すするその途中で、百ひやく六ろくははっと顔を上げた。


    「ひつちょう。はいへんなほとに気づいてひまったほ」


    「……食うか喋しやべるかどっちかにしろ。貴様の口はひとつだろうが、百六」


    　駅周辺に立ち並ぶビルの屋上。


    　銀髪を強風になびかせながら、エルモは双眼鏡を覗のぞいていた。昨夜のような女装ではなかったが、タイトな黒スーツ姿のシルエットは、女性のように細い。


    「……室長。大変なことに気づいてしまったの」


    　百六は焼きそばを呑のみ込み、改めて言い直した。その巨大なグローブを器用に使い、指先には割り[image: ]ばしがちょこんと摘つままれている。


    「この焼きそば、昨日のと味が違うの。昨日お祭りで食べたのは、もっと香ばしい風味があったはずなのに……」


    「インスタントだからだろ。それは屋台のとは別物だ。そもそも、焼いてねえよ」


    「うええっ!?　じゃあ私は、一体何そばを食べているの……？」


    　エルモは双眼鏡を下げ、焼きそばで頰ほおを膨ふくらます百六へと振り返る。その虹こう彩さいは前夜のように翠みどり色いろではなく、白人であるエルモの元来の色、水色をしていた。


    「〝焼きそば〟だ。それもまた〝焼きそば〟なんだよ。いいか、百六。この世の正義は強者が作る。いわばその〝焼きそば〟は、強者だ。価格とボリュームで人気を博し、焼かれずして〝焼きそば〟の称号を得た。ああ、不条理だ。だがその不条理を押し通すこの力こそ最も──」


    「んがっ……！」


    　突然、百六は咳せき込み膝ひざから崩れ、エルモの足元に頭こうべを垂れる。


    「おいぃ？　上司の話を頭垂れて聞くその意気やよし、だが、土下座はやり過ぎだ。ぞくぞくしちまうだろうが。立て」


    「しっ、しっちょうっ！　み……水、水を」


    「ああ？　水？」


    　エルモは肩に掛けた大きめのショルダーバッグからペットボトルを取り出し、百六の眼前に揺らす。しかし百六が手を伸ばすと同時に、ボトルを上へ逃がした。百六の指先が宙を搔かく。


    「し、しつちょう？」


    「考えてみるとこれは、貴様に敬語を覚えさせる好機と言えるな。そうだろう？　百ひやく六ろく。水を、何だって？」


    「びずを……ください。使う、使うから、もう敬語でも何でも……死んじゃう……びず。びずをいっばい、頂けますか……？」


    「ダメだ」


    　エルモはペットボトルのキャップを外し、自分の口へ運ぶ。ごくりごくりと喉のど元もとが動いた。


    「鬼ぃぃっ！　ダメっ！　飲まないでっ！　全部は飲まないでええ」


    　足に縋すがる百六へ、エルモは氷ひ雨さめの如ごとく冷たい視線を降らせ囁ささやいた。


    「貴様、一時的な敬語でその場を凌しのごうとしてるわけじゃないよな」


    「ぼちろんでず。もうずっと敬語。むしろ今まで調子乗ってずびばぜんでじだ……あ。しぬ」


    「今の言葉、忘れるな」


    　手渡されたボトルから水をガブ飲みし、百六は元気を取り戻し始める。


    「ぷはーっ！　今ホント、危なかった！　まさか焼きそばモドキに〝事故死〟させられるとは思わなかったの。サンキュな、室長」


    「おい」


    　いとも簡単に忘れてしまった言葉を思い出させようとしたそのとき、二人の頭上を、影が通り過ぎてゆく。見上げた先に、空中を舞う女の姿。あれは、〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟。


    「……〝赤鬼レツド・オーガー〟を抱いてやがったな」


    「ってことは、〝青髭ブルー・ベアード〟も近くにいるのかな？」


    「だが連絡は来てねえ。野郎、この俺を呼び出しておいて、まだ全部回収しきってはいないのか……。こうして暇ひまを持て余すのも何だな。先に泥棒狩りと行こうか。百六、あれを落とせ」


    「あいあい」


    　駆けだした百六はビルの縁を踏み込んで、躊ちゆう躇ちよなく空へと飛び出してゆく。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ハア、ハア、ハア……！」


    　走行中の電車の車両を先頭に向かって、千ち鳥どりは走っていた。連結部分のドアを開けて前へ、ドアを開けて前へ──。足元でスノーホワイトが並走する。


    　通り過ぎる両脇のシートには、乗客の姿を映したデッサン人形たちが座っていた。それぞれスマートフォンや携帯ゲーム機に視線を落としていたり、声は聞こえないが談笑したりしている。


    　千鳥と同じくらいの身長の人形が水風船を持っているのを見て、今日も獅し子し神がみ神社では祭りが行われていることを思い出した。境内は昨夜のように人々で[image: ]あふれ、日が落ちれば友だちや恋人同士で、双そう頭ず川がわに流れる灯とう籠ろうなどを、しみじみと眺めるのだろう。


    　羨うらやましい限りだ。こちらに灯ともる炎は、こんなにも喧やかましいというのに。


    「うりゃああっ！」


    　千ち鳥どりの背後で、一いち郎ろうと伊い吹ぶきは戦闘を続行していた。戦闘、とはいっても、千鳥を追う一郎を、伊吹が邪魔する形。吹き上がった炎が、木製の乗客たちを容よう赦しやなく焦こがしていく。


    　狭い車両には濛もう々もうと、煙が発生し始めていた。


    「電車に乗ったのは間違いだったわ。うまくまけると思ったのに……！」


    　先頭車両に到着し、追い詰められた千鳥は振り返る。一郎と伊吹はもう、連結部分にまで来ている。


    「もう！　外でやってよ！　電車燃やす気!?」


    　最も早はやここで延長を行うしかないと、千鳥はシートに『白雪姫』を置いて開いた。見返し部分の貸出カードを抜いて、携帯するペンで名前を空欄に書き足す。


    　一郎はデッサン人形を摑つかみ上げ、伊吹へと放った。次の瞬間、人形は割れ、炎上する。


    　銃創のある左腕は使えない伊吹だったが、それで動きが鈍ることはなかった。吊つり革かわに右手を掛けての足刀、シートを足場にしての浴びせ蹴げり、全ての蹴り技にも、もれなく炎がついてくる。その運動神経をもってすれば、左腕など必要ない。未いまだ流れは伊吹にあった。


    　肩で息をしながら、一郎は伊吹を見据える。その表情からは、笑顔が消えている。


    「……うんざりだ。君には」


    「お？　それは〝参った〟って意味っスか？」


    「〝殺してやる〟って意味だよ」


    　大きく揺れた車両に、二人はバランスを崩した。


    　いち早く立ち直った伊吹が、隙すきを見つけて上段蹴りを放つ。


    「くっ……」


    　紙一重で蹴りの連続攻撃をよけながら、一郎は車両の奥へ足を進めた。そして、名前を書き終わり、『白雪姫』を抱いて「よし」と呟つぶやいた千鳥の首根っこを摑み、振り回した。


    「えっ──!?」


    　盾にされた千鳥の鼻先に、伊吹の拳がピタと寸止めされる。


    「ひっ」


    　轟ごうと燃え上がった拳から熱を感じ、千鳥は悲鳴を嚙かみ殺した。


    「おっと、危ねえ。あんた、やっぱ悪役だぜ」


    「……」


    　一郎は千鳥を手にぶら下げたまま、踵きびすを返す。


    　そしてシートに足を掛け、窓ガラスへと飛び込んだ。


    「お、おい！　待てよ！　逃げんな！」


    　車両に伊い吹ぶきとスノーホワイトを残したまま、一いち郎ろうは千ち鳥どりを連れて現実の世界へ戻ってしまった。


    「……マジかよ……」


    　途方に暮れて呟つぶやく伊吹の背後から、声。


    「こっちだ」


    「!?」


    　反対側の窓ガラスから飛び出した一郎は、ズボンのポケットを瞬時に拷ごう問もん部屋の入り口へと変える。そうして取り出した剣で、振り返った伊吹の腹部を、突き刺した。


    「ぐふ……っ」


    　伊吹は崩れ落ち、膝ひざをつく。


    「ちょ……！」


    　盾にされた千鳥は、怒るよりも、驚きよう愕がくした。


    　刺した。倒す気で、殺す気で、終わらせる気で。冗じよう漫まんな軽口も、作りもののような薄ら笑いもない。感情を剝むき出しにした一郎を見るのは初めてだった。


    　これはフェイクではない。本当に、殺す気で、剣を振るった。


    　しかし剣は、伊吹の腹の皮を破らなかった。

  



  [image: ]



  
    　見れば一いち郎ろうの握っている剣はいつものより歪いびつで、その刀身は直線を描いてすらいない。


    「……？」


    　一郎は怪け訝げんに剣を眺める。何だこれは。自分はこんなものを作った覚えはない。


    　そして柄の部分に刻まれた、製作者の名前を見つける。


    　そこにはガタガタに歪ゆがんだ文字で、〝こさめ〟と彫られていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ぽつり、と頰ほおに冷たいものを感じて、夕ゆう陽ひヶが丘おか上空を舞う小こ雨さめは、天を見上げる。


    　厚い雲が夜空を覆おおい隠していた。


    「……ひと雨来そうだな」


    　ひとり呟つぶやき、「寒くないか？」と胸に抱いた花はな詠よみを気遣う。


    「……」


    　花詠は答えず、ただぎゅっと、小雨の服を握った。月つき夜よと話してからずっとこの調子だ。一郎に秘密にしていることとは何なのか、どうして一郎が彼女を殺さなければならないのか。尋ねても花詠は沈黙を守り、答えてはくれなかった。


    「ふん……」


    　小雨は質問をやめ、先を急いだ。向かう先は一郎の消えた商店街。花詠は答えてくれなくても、一郎に尋ねてみれば何かわかるかもしれない。


    　完全な部外者であるはずなのに、と小雨は自分自身に溜ため息いきをつく。


    　花詠に、一郎に、興味を惹ひかれてしまっている。しかしすぐに、仕方ねえだろ、と肯定する。一晩も一緒に過ごしてしまったのだ。花詠を救おうとする一郎の気持ちを知ってしまったのだ。知ってしまえば、ささやかな情も湧わくというもの。


    　冷たい風の吹き抜ける夕陽ヶ丘の上空。誰の手も届かない場所。〝重力を操る能力〟を得た自分だからこそ、来られる場所。だからこそ小雨は、完全に油断していた。


    　眼下に見えた黒い物体は、真まっ直すぐに小雨目がけて飛んできた。


    「のわっ……!?」


    　ワイヤーの付いたそれは、五指を開いた手の平の形をしていた。体を捻ひねってよけた小雨を掠かすめ、曇天へと伸びてゆく。


    　着脱式の手の平。あれは昨夜、村むら瀬せ家に現れた女の武器──。


    　あいつが、いるのか。ワイヤーの根元へ視線を向けたその直後、胸に抱く花詠の襟えり首くびを、もう一つの手の平が鷲わし摑づかみにした。


    「しまっ──」


    　くん、とワイヤーに引かれた花詠を強く抱き締めて、小雨は釣られた魚のように宙を舞う。振り回され、遠心力に息が詰まった。


    「しっかり……摑まってろよ、ちび……！」


    　景色が上下反転する中、小こ雨さめは花はな詠よみの頭を抱かかえながら、重力の付加する方向を調整する。


    「──っぐあっ」


    　しかしそれでも、地上へ叩たたきつけられる衝撃を和やわらげるには及ばなかった。背中を強打した拍子に、花詠の体を離してしまう。


    「こっ、こさめっ……！」


    　ワイヤーに釣り上げられた花詠は、小雨へと手を伸ばしたまま宙を舞う。


    　そしてそのまま、上空に浮かぶアロワナの口内へと放り込まれた。


    「……ちび！」


    　小雨はすぐに体を起こし、体勢を整える。


    　睨にらみつけた先にいるのは、巨大な白いアロワナ。その背に腰かけるエルモ。瞳を翠みどり色いろに灯ともした彼は白い傘かさを差し、小雨を見下ろしていた。


    「てめえっ！　よくも食いやがったな……！　まさか、殺してねーだろうな……！」


    「……愚問だな。鬼は魚に食われたくらいじゃ死にゃあしねえよ」


    　アロワナの背から飛び降りたエルモの隣に、百ひやく六ろくが着地した。


    「……あの女、なんでぴんぴんしてんだ……？　どんな回復力だよ」


    　昨晩、百六が鬼と化した花詠に殴打され、血ち塗まみれになった姿を小雨も見ている。とても一晩で回復するような傷ではなかった。小雨は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。


    「まさか……ワーストエンドの能力なのか……？」


    「〝かぐや姫ムーン・チヤイルド〟の力だよ。私が借りてるわけじゃないけどね」


    「はん。回収済みなのは『不思議の国のアリス』だけじゃねーってことか。『竹取物語』も持ってんのかよ。生い駒こまが知ったら喜びそうな情報だな」


    「貴様の持つ絵本も、おとなしく渡してもらおう」


    「やなこった。いくら作り手だろうがよ、読み手から本を取り上げる権利はねーはずだぜ」


    「なら悪役に魅せられた貴様もまた悪と見なし、正義の名の下に、〝事故死〟させる」


    　エルモに纏まとわり付くように、アロワナが泳ぐ。その側そばで百六は両手の五指を広げた。


    　二人を前に、小雨は構える。空中戦を最も得意とする小雨だったが、宙を泳ぐアロワナや百六のワイヤーもまた、空をテリトリーとした武器といえよう。


    　足元は緑の芝生で覆おおわれていた。煉れん瓦がの歩道に、並び立つ樹木。蔦つたの絡まるアーチに、ポップなフォントが躍っていた。


    〝サンセット・ガーデンへようこそ！〟


    　墜落させられたそこは、オープンを目前に控えたデパート、サンセット・ガーデンの屋上だった。等間隔に設置された外灯が、空中庭園を美しくライトアップしている。


    　ぽつぽつと葉に当たる雨粒の音が、辺りを包み始めていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「夏なつ苅かり小こ雨さめが落とされたのは、あのビルです」


    　兼かね亮すけと月つき夜よは、サンセット・ガーデンの駐車場へと侵入していた。


    　曇天を舞う小雨へワイヤーを引っ掛け振り落としたのは、小柄な少女だった。彼女の属する会社は、絵本の回収を目的としているはずだ。小雨に奪われた三冊の絵本が、イラストレーターの手に渡ってしまう。


    「俺が生い駒こまさんに変身しますから、鏡の中を通って中に入りましょう。あの世界なら窓を割って侵入しても、問題にはなりませんから」


    　オープン前のデパートは人ひと気けがなく、広い駐車場も閑散としている。降り始めた雨にアスファルトの濡ぬれる匂においが、鼻び腔こうをくすぐった。


    　二人はデパートの軒下を壁沿いに歩き、鏡面を捜す。


    　後ろを歩く月夜が、静かに尋ねた。


    「何を、怒っているの」


    　前を向いたまま、兼亮は答える。


    「……別に。怒ってません」


    「……怒ってる」


    「怒ってませんよ」


    　不意に服を引かれ、兼亮は足を止めた。


    「っと……。どうしました」


    　振り返った兼亮は、服の裾すそを摘つまんだまま、目を伏せる月夜を見下ろした。


    「……読んでもいい？」


    「ダメです」


    　月夜の濡れた前髪から、ぽたりと水滴が垂れ落ちる。


    　兼亮はひとつ、息を吐いた。


    「……すみません。ちょっと、拗すねてました。……帯おび刀なたさんは、何も言わないから」


    「花はな詠よみのこと？」


    「……まあ」


    「……」


    　月夜は何かを考えているのか、しばらく黙ってじっとしていた。


    　兼亮もまた、じっと待つ。


    　雨足はだんだんと強くなっている。辺りは、絶え間なく降り続く雨音に満たされてゆく。


    「……私は、人を文字として、認識してしまうんだ」


    「……知ってますよ」


    「……今年の夏。村むら瀬せくんと出会って、村瀬貴き吉よしや、花はな詠よみと出会って。そのときに、〝赤鬼〟の初代読み手のことも、花詠の出生についても、教えてもらったんだ。花詠に起きた特殊な状況も。それを治すために、二人が『桃太郞』を捜していることも、知った」


    「……」


    「興奮したときにだけ顔を出す、花詠に取り憑ついた〝赤鬼〟が、普段はどういう状態にあるのか。それを調べるために、私は彼女を読んだ。そのときに、知ったの──」


    　月つき夜よは蒼あおい目を伏せたまま、訥とつ々とつと話し続けた。


    「〝赤鬼〟は興奮したときにだけ、顔を出すわけじゃなかった。そもそも二つ目の人格なんて、あの子にはなかった。七年前、へその緒おを通して胎児へと取り憑いた〝赤鬼〟は、ずっと。人間として、〝花詠〟として。彼らと共に、生活していたんだよ」


    「……？　それって、つまり──」


    「花詠は興奮すると取り憑かれるわけじゃない。花詠自身が、〝赤鬼〟なんだ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　空中で体を捻ひねり、小こ雨さめはアロワナの嚙かみつきをかわした。その足首を、百ひやく六ろくの手の平が鷲わし摑づかみにする。


    　そうなると空へ逃げる間もなく、小雨は再び芝生の上へと叩たたきつけられた。


    　追いうちをかけるように、百六は小雨の体の上へと着地する。


    「──ぐっ！」


    　腹部を踏みつけられ、小雨は体をくの字に曲げる。


    　敵の動きは速く、その攻撃のひとつひとつが重い。前衛で百六が動き、それを補佐するように、後衛でエルモがアロワナを操る。コンビネーションで戦う二人には隙すきがない。


    　花詠を取り戻すどころではなかった。小雨はもう、逃げることさえ適かなわない。


    　降り続く雨が、仰向けに倒れる小雨の頰ほおを濡ぬらしてゆく。


    「絵本の存在を知った貴様はこれから〝事故死〟するわけだが、その前に研究所へ連行しよう。『天女の羽は衣ごろも』の在ありかはそこで吐け」


    　倒れた小雨を呑のみ込むべく、アロワナが小雨の鼻先へ口を近づける。


    　アロワナが大口を開けた、そのとき。


    　白の鱗うろこが内部から切り裂さかれ、破は裂れつする。小雨の前に着地したのは、花詠を腕に抱いた村瀬一いち郎ろうだった。


    「……村瀬」


    　見上げる小こ雨さめを無視し、一いち郎ろうはエルモへ振り返る。


    「……この子には手を出さないと、そう約束したはずだ。イラストレーター。君の言葉はそんなにも軽いのか？」


    「暇ひま潰つぶしだよ。貴様があまりに、遅いからな」


    　その隣で、百ひやく六ろくが驚きよう愕がくの声を上げる。


    「うぇええ!?　なんであの人、魚の中から出てきたの？　いつの間に食べられてたの？」


    「騒ぐな、バカに見えるぞ。おおかた〝赤鬼レツド・オーガー〟の体のどこかに、拷ごう問もん部屋への入り口を設定していたんだろう。……あれは本来、移動手段として使うものじゃないんだがな」


    　芝生の上に降ろされた花はな詠よみは、もじもじと一郎を見上げた。


    「……いちろー。あの。はなよみには、……言わなきゃ、いけないことがある」


    「何だい」


    「あの……」


    　しかし花詠は俯うつむくばかりで、何も言わない。


    　一郎は花詠の頭を撫なでた。


    「花、あとでもいいかい。雨に濡ぬれてしまうから、屋根の下にいなさい」


    　そうして小雨の肩から、絵本の入ったリュックを奪う。


    「あ……おい、こら。これはおまえらの駆けっこのために──」


    「その必要はない。笹ささ森もり伊い吹ぶきとの決着はついた」


    　小雨は、一郎の纏まとう異様な空気に息を呑のむ。


    　コートはなくし、髪や頰ほおは煤すすけている。炎を扱う伊吹と、戦闘を行ったのだろう。その手に持つ『白雪姫』は、戦闘の末に奪ったもの。しかし勝ったにしては、余裕がない。


    　いつもの笑顔が、消えていた。


    「おまえ……大丈夫か？　顔色悪いぞ」


    　かつて小雨が戦った一郎は、発熱しながらもそれを隠し微ほほ笑えんだ。このクールぶった男はその実、負けず嫌いで、辛勝であってもそれを認めず、笑うのだ。


    　それなのに、なぜか。今の一郎は満まん身しん創そう痍いを隠すことなく、肩で息をする。


    「……らしくねーじゃねえか。どうしたんだおまえ」


    「……」


    　一郎は答えず、リュックから三冊の絵本を取り出した。タイトルを確認し、扇状に広げてエルモへ示す。


    「『青あお髭ひげ』『赤ずきん』『かちかち山』の三冊と、それから『白雪姫』だ。指定された絵本は全て[image: ]そろえた。『桃太郞』を渡してもらおう」


    　エルモもまた、ショルダーバッグから『桃太郞』を取り出す。


    　そうして差した傘かさの下、タイトルが見えるよう、絵本の表紙を向けた。見る者全てに畏い怖ふを与える鬼の形ぎよう相そう。かつて一いち郎ろうが綾あや詠うたの病室で見た、〝赤鬼〟の姿が描かれている。


    「貸出カードも付属されてる。初代読み手の名前も、その後に続く汚ねえ血文字も、七年前のまんまだ。これ一冊で、その〝赤鬼レツド・オーガー〟を封じることができるぜ。おまえは村むら瀬せ貴き吉よしの娘を、救うことができる」


    　二人はお互いを見据えたまま、距離を詰めていった。


    「……だめ」


    　一郎とエルモが絵本を交換するのを、花はな詠よみは離れた場所から見つめていた。


    　その側そばに立つ小こ雨さめが、花詠の今にも泣きだしそうな顔に気づく。


    「……ちび？　どうした……？」


    「どうしよう、はなよみは、まだいちろーに言ってない」


    「……？　何をだよ」


    「はなよみが……。はなよみが、〝あかおに〟だってこと！」


    「おい、待てよ！」


    　小雨の制止を振り切って、花詠は一郎の元へ駆け出した。がむしゃらに、一郎の手に渡った『桃太郞』へ手を伸ばす。


    「花……？」


    「『ももたろう』は、だめだ！　いちろー、『ももたろう』はかえして！」


    「花、やめろ。この絵本があれば、花の中にいる〝赤鬼〟を退治することができるんだ。君はもう鬼になって誰かを傷つけることも、怖こわがられることもなくなる。またみんなと同じように、学校にも通えるんだ」


    「だめええええっ！」


    　花詠は一郎の言葉にさえ耳を貸さず、『桃太郞』へ手を伸ばし続けた。


    「花っ、いい加減にしろ！」


    　一郎の怒号に、花詠は肩を跳はねさせた。


    　そのつぶらな瞳に涙が滲にじみ、顔が、歪ゆがんでいく。


    「だ……だって……。はなよみは、まだ。いちろーに言ってない……まだ、ごめんしてない」


    「……なぜ謝る？」


    「……はなよみが、〝あかおに〟だから。ごめんなさい。隠していて、ごめんなさい。はなよみが、〝あかおに〟なの。いちろーの嫌いな、〝あかおに〟だったの」


    「どういう意味だい、花……？」


    　四冊の絵本を手にしたエルモは踵かかとを下げ、二人のやり取りを眺めた。


    「ふん……〝赤鬼レツド・オーガー〟はあのガキの体から、離れるつもりはないみたいだな。──百ひやく六ろく」


    「あいあい」


    　前へ出た百六から放たれた手の平が、花詠の脇腹に食い込む。そしてその小さな体を、雨空へと釣り上げた。


    「花はなっ！」


    「貴様に抑えられないのなら、〝赤鬼レツド・オーガー〟は、こっちで回収させてもらうぜ」


    「余計なことをするな。花はな詠よみは興奮すると〝赤鬼〟に取り憑つかれる。また昨夜のように暴走するぞ」


    「ああ……？　取り憑かれる……？」


    「ツノが生はえるんだ。君も昨夜見ただろう。一度取り憑かれると、僕でも確実に止められる自信はない。だから〝赤鬼〟を封じるなら、花詠が取り憑かれる前に──」


    「待て待て。貴様は何を言っている」


    　エルモは胡う乱ろんな視線を向け、一いち郎ろうに尋ねた。


    「あれはずっと取り憑かれてるだろ。〝赤鬼レツド・オーガー〟は七年前からずっと、あの娘の死体に取り憑いているんじゃねえか」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　──花詠自身が、〝赤鬼〟なんだ。


    　月つき夜よの言葉に、兼かね亮すけは息を呑のむ。


    「あの子には、二つの記憶がある。一つは、村むら瀬せ家で育ち、村瀬くんや貴き吉よしさんと共に過ごした〝花詠〟としての日々。言葉を覚え、感情を知った。人間としての生き方を学んだ七年間。そしてもう一つが、鬼ヶ島を拠点に、鬼の頭領として略りやく奪だつを繰り返した〝悪あく行ぎよう三ざん昧まい〟の日々」


    　どちらも、彼女なんだ。月夜は静かに、そう告げた。


    「……そんな。じゃあ〝赤鬼〟は、綾あや詠うたさんのお腹なかの中で……胎児に取り憑いたって、そういうことですか」


    「正確には、胎児の、亡なき骸がらに」


    「──っ」


    　兼亮は顔を顰しかめ、目を伏せた。


    「綾詠の子は、生まれたと同時に、心臓を止めた。〝赤鬼〟はまだ温かい胎児の体を乗っ取り、〝力を強化する能力〟で心臓の筋肉を動かして、その小さな体に、血を巡らせたんだ」


    　月夜は淡々と、平板に真実を紡つむぐ。


    「〝赤鬼〟はあの子の体を蘇よみがえらせた。筋力を強化して体を動かし、知力を強化して言葉を学んだ。そうして〝赤鬼〟は取り憑いたまま人間として育ち、新たな自我を形成していったの」


    「……つまり村瀬さんは、今まで綾詠さんの子を大切に守り育てていたつもりが、その実、〝赤鬼〟を育てていたってこと……？」


    　ワーストエンドだ。その結末は一郎にとってあまりにも、残酷すぎる。


    　月つき夜よは顔を上げる。


    「……あの子は私に、黙っていてほしいと言った。村むら瀬せくんが、〝赤鬼〟を退治するために『桃太郞』を捜していることを知っていたから。だからせめて、絵本が見つかるまでは、村瀬くんの側そばにいたいって──」


    「だからって、秘密にしてたんですか？」


    　兼かね亮すけは、月夜に詰め寄った。


    「どうして!?　あの子、悪役ヴイランズなんでしょう？　読み手どころじゃない。人間のふりした、悪役そのものなんでしょう。知っていたんなら、早く教えてやんなきゃ……。村瀬さんも綾あや詠うたさんも、浮かばれない……！」


    「だって、怯おびえていたから」


    「怯えていた……？」


    「……あの子は村瀬くんに自分の正体が知られるのを、何より恐れていたから」


    「それはだって。正体がバレたら、村瀬さんに殺されるからでしょう……！」


    　蒼あおい瞳で兼亮を見上げ、月夜は花はな詠よみを庇かばって首を振る。


    「違うんだ。あの子は七年前に、自分が村瀬くんの大切な人を奪ってしまったことを知ってる。自分の正体が、また彼を苦しませてしまうことを知ってる。だからだよ。自分の存在が、村瀬くんを絶望させてしまうことを恐れている。何よりも村瀬くんを傷つけてしまうことに、怯えているんだ──」


    　月夜はひとつ、瞬まばたきをして、続ける。


    「あの子は確かに鬼の子。〝悪あく行ぎよう三ざん昧まい〟という業ごうを背負って生まれた邪悪な存在。けれど七年もの間、人間に育てられ、感情を育んでしまった。それが〝赤鬼〟としての誤算。あの子は優しさを、思いやりを、人の温かさを、学んでしまったんだ」


    「……そんな。じゃあ誰が、悪いんですか……？」


    　兼亮は、誰にともなく呟つぶやいた。


    「それじゃ村瀬さんの憎しみは、どこへ向かえばいいんだ……？」


    　兼亮ははっと顔を上げ、月夜に尋ねた。


    「……じゃあ〝赤鬼〟を絵本に封じると、どうなるんですか。花ちゃん自身が〝赤鬼〟なら、『桃太郞』の貸出カードに名前を書いて、それから、返却したとしたら……？」


    「あの子自身が、絵本に封印される。能力によって鼓動している心臓は、動きを止める。あとはただ朽ちていく空っぽな入れ物だけが、残ると思うよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「今、何と……？」


    「貴様が花はな詠よみと呼ぶあれはただの亡なき骸がらだと、そう言ったんだ。娘の死体に〝赤鬼レツド・オーガー〟が取り憑ついている。……知らずに、あれと暮らしていたのか？」


    　そう答えたエルモは傘かさを首で挟み、取りだした液晶タブレットに指先で何かを描き始めた。


    「ワーストエンド・シリーズってのは、俺たち作り手の合作だ。〝イラストレーター〟である俺の仕事は、その名の通り、絵を描くこと」


    　人差し指で画面を突き、まるでシャボン玉を飛ばすように、描いた絵を空中に実体化させる。ピラニアやエイなど、様々な魚を空中に輩はい出しゆつしながら、エルモは続ける。


    「俺の描いた絵から〝ライター〟である月つき夜よが物語を読み取り、文字に起こす。キャラクターが既存の童話や御お伽とぎ噺ばなしの物語を語るのは当然だ。俺はその既存の悪役をモデルにして、絵を描いていたからな。ただし生まれた悪役ヴイランズの口から語られるストーリーは、従来のものと違い、自分らにとって都合のいい結末ばかりだったが」


    「ちびっ……！」


    　ワイヤーに釣られた花詠を救うべく、小こ雨さめは跳はねて百ひやく六ろくと交戦を開始した。


    　百六のワイヤーに引かれて振り下ろされた花詠が、屋上のフェンスへと激突する。


    　エルモはその様子を悠然と眺めながら、喋しやべり続けた。


    「──そうやって作られた悪役ヴイランズたちは、今ここに適当に描かれた魚たちとは違って、俺の指示には従わない。奴らには物語を通して、個性が生まれたからだ」


    　一いち郎ろうはただじっとエルモの横顔を見つめ、その言葉を聞いていた。


    「〝赤鬼レツド・オーガー〟の場合、そこに新たな物語が加えられた。人の世界で生きた七年間が奴にどんな影響を及ぼしたのか、作り手として興味が湧わくぜ。悪役ヴイランズとの意い思し疎そ通つうは〝ライター〟がいなければ難しかった。だがあの〝赤鬼レツド・オーガー〟に至っては、言葉が通じる。貴様と村むら瀬せ貴き吉よしには感謝してるぜ。人間として生きたあれは超貴重な、レア級の悪役ヴイランズだ」


    　花詠のぶつかったフェンスは、外側へとひしゃげてしまっていた。


    　その金網の上で、花詠は体を起こす。


    「ちび！　大丈夫か、こっち来い」


    　小雨が庭園から呼びかけるが、花詠は首を横に振る。


    　小雨の向こうに、エルモと対たい峙じする一郎の姿が見えた。花詠の危機に、助けに来てくれたのは小雨だった。いつもなら真っ先に来てくれるはずの一郎は、動かなかった。


    　当然だ。自分の正体を、教えてしまったのだから。自分が彼の、守るべき対象ではなかったということを。


    「……うぐ……ひっぐ」


    　小雨が一歩、前に出たのを見て、花詠は慌てて踵かかとを下げる。


    　もう、行くところなどない。一郎は自分を、以前のように愛してはくれないだろう。一郎を悲しませてしまった。お別れはあまりに、唐突だった。


    　涙が[image: ]あふれ、視界がぼやける。


    　途端、雨に濡ぬれたフェンスに踵かかとが滑り、花はな詠よみは階下へと落下する。


    「……っ」


    「ちび！」


    　小こ雨さめが慌てて、花詠を追いかけ飛び降りる。


    　その後に、百ひやく六ろくが続いた。


    　小雨の声に、はっと視線を移した一いち郎ろうに、エルモが言う。


    「死なねえよ。あれはワーストエンド・シリーズ中、最も死ににくい悪役ヴイランズだ」


    「……」


    「〝赤鬼〟は俺たちに預けろ。鬼を絵本に封じ回収したあと、入れ物である娘は貴様に返そう。取り憑つかれて育ったあの体も調べておきたいところだが、見逃してやるって約束だしな。それまで、『桃太郞』は大事に持っとけ」


    　エルモはそう言い捨てて、辺りに浮かぶ魚ごと屋上から飛び降りた。


    　誰もいなくなった庭園でひとり、一郎は膝ひざをつく。


    　手にした『桃太郞』が、雨に濡れていく。


    〝赤鬼〟の顔が描かれた表紙を[image: ]めくり、見返し部分の貸出カードを引き出した。一番初めの欄には、初代読み手の名前が書かれていた。綺き麗れいな文字で〝村むら瀬せ綾あや詠うた〟と。


    　綾詠の子は、七年前のあの日、死んでしまっていた。自分は取り憑いた〝赤鬼〟を、花詠として守り育ててしまった。


    　花詠は気持ちが高ぶったときに取り憑かれるのではなく、あのツノは、興奮して綻ほころびを見せただけ。人間に変身した狸たぬきがついうっかり、尻尾しつぽを見せてしまうようなものだったのか。


    「……また、守れなかった……」


    　一郎はそっと呟つぶやき、雨粒に濡れる綾詠の名前を、指先でなぞった。


    「ごめん、綾姉」


    　その頭上に、雨は絶え間なく降り続く。

  



  
    　第四話　悪い夢


    



    　花はな詠よみはときどき、夢を見た。思い出しただけで身が震ふるえるような、恐ろしい夢だ。


    　暗くら闇やみの中、ひとりの少年が木刀を構え、自分を睨にらみつけている。水色のマフラーを巻いたその少年は小さく、幼い顔をしていたが、それが一いち郎ろうだということを、花詠は知っていた。


    　──いちろー。


    　目を潤うるませた少年はそれでも、憎しみに満ちた視線を自分に向け、木刀を振りかぶる。その強い殺意に花詠は戸惑い、少年の名前を呼び続ける。


    　きっと自分を、別の何かだと勘違いしているのだ。


    　どうしてそんな目ではなよみを見るの？


    　はなよみのことが、嫌いになったの？


    　誤解を解こうと手を伸ばして、喉のど元もとを突き破られる。痛みに上げる絶叫は、潰つぶれて声にもならなかった。


    　どうして。どうして？　ガラスに映る自分の姿を見て、その答えを知る。


    　盛り上がった筋肉に、膨ふくれたお腹なか。額ひたいからは二本の、反り返ったツノが生はえていた。


    　その禍まが々まがしい姿に怯おびえ、花詠は声を上げて泣きじゃくった。


    　目を覚ますと、側そばにはいつも、一郎がいてくれる。花詠の泣き声を聞きつけて、隣で寝てくれている。「また悪い夢を見たのかい」と囁ささやき、頭を撫なでてくれる。


    　その温ぬくもりに、花詠は安あん[image: ]どする。


    「……いちろー、ぎゅってして」


    　一郎にしがみつき、あれは悪い夢だったんだと、自分に言い聞かせる。


    　目が覚めると、いつもの日常に戻っていたから。


    　一郎はいつものように優しくて、いつものように微ほほ笑えんでくれたから。


    



    　夏。月つき夜よが現れて、あれは夢ではなかったのだと教えられた。


    　村むら瀬せ家の縁側に腰かけて、月夜は無感情に言う。


    「この生活は、長くは続かない。彼は絵本を見つけるよ。君はその正体を知られ、再び絵本に封じられる」


    「……言うから。ちゃんとじぶんで、言うから」


    　中庭に立つ花詠は、月夜に背を向けたまま、お願いした。


    「うれしいとき、ありがとうを言うんだ。わるいことをしたときは、ごめんなさいを言う。つきよは言わないで。ちゃんとじぶんで、言えるから」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「君は、知っていたのか」


    　人の心を読む蒼あおい瞳に、一いち郎ろうは尋ねた。


    　月つき夜よは正直に、「うん」と頷うなずいてしまう。


    　小こ雨さめを追ってサンセット・ガーデンの屋上までやってきた月夜と兼かね亮すけは、雨の中ひとり膝ひざをつく一郎の姿を発見した。


    　辺りの芝生は荒れ、フェンスはひしゃげてしまっている。明らかに戦闘が行われた跡だった。


    　一郎の手元に『桃太郞』があるということは、四冊の絵本はもう渡されてしまったのか。


    「……村むら瀬せさん……。花ちゃんは、どこに……？」


    「彼女はもう、いない」


    　一郎は立ち上がり、答える。


    「あの子は七年前に、死んでいた。あれは花はな詠よみではなかった。全くの、逆だ。綾あや詠うたとその子供を殺した、仇かたきだった」


    　一郎は徒労感たっぷりに月夜を見つめた。


    「君は、知っていたんだな。彼女が、〝赤鬼〟であったことを。僕が〝赤鬼〟を綾詠の子として育てていたことを。鬼の頭を撫なで、鬼を胸に抱き、鬼を、愛しさえしていた。それを知っていたうえで僕を、絵本を集めるのに利用していたのか」


    「……違う」


    　月夜はぽつりと、否定する。


    　一郎の言葉に、佇たたずまいに、殺意が滲にじみ始める。ズボンのポケットに手を入れたその仕草を見て、兼亮は前へ出た。やはり状況は好転していない。一郎は未いまだ、敵だ。


    「僕たちはお互いを利用し利用される間柄だ。怒りはしないよ。むしろ見事だと、脱帽する。〝ライター〟。忘れてはいまいな。僕は君たちを嫌悪している。最低な絵本を作った君たちを。絵本に描かれた悪役を。綾詠を死へ追いやった君たちのような化け物を、僕は──」


    「違う。花詠は確かに絵本に描かれた悪役だったけど、村瀬くんたちと暮らして、人として生きて、少しずつ変わっていったんだ」


    「もういい。あれを、花詠と呼ぶな」


    「呼ぶよ。だってあの子は、花詠として育ったんだ。あの子はもう、鬼じゃない。あの子はずっと君に謝りたがっていた。何度も打ち明けようとしていた。君に嫌われるのを、何よりも恐れていた」


    「殺されるのを、だろう。どうして僕があの鬼を許すことができる」


    「あの子は、本当に君のことを──」


    「黙れ」


    「帯おび刀なたさん！」


    　投とう擲てきされたナイフから月つき夜よを庇かばい、兼かね亮すけは腕を伸ばす。


    　オオカミと化したその太い腕に、銀色の刃が突き刺さった。


    「……痛つっ」


    　兼亮は驚き一いち郎ろうを見据える。


    　投げた。刃物を。月夜に向かって。


    「……〝青あお髭ひげ〟の能力を得たとき。本来、拷ごう問もん器具を作るべき粘土で、最初に作ったのは、武器だった。あの〝赤鬼〟を倒すための武器。綾あや詠うたを弔とむらうための、武器だ──」


    　一郎がポケットから取り出したそれは、今まで彼が使用してきた武器とは、明らかに様相が違っていた。中世ヨーロッパの種々様々な形ではなく、複雑な構造を有した銃器でもない。


    「──だからこれは、取っておきなんだ」


    　それはただ真まっ直すぐに。相手を斬り殺すためだけに研磨された日本刀。柄が赤く、鍔つばを持たない抜き身の刀だった。


    　外灯に煌きらめく刀身を、静かに頭上へ構える。攻撃に重点を置いた、一郎本来の構え。守りを捨てた、〝火の構え〟。


    「……やるしかないのか」


    　兼亮は月夜を背に隠すように立ち、オオカミと化した両腕を広げる。


    　戦うのか。あの村むら瀬せ一郎と。守りに徹した彼にさえ、一度として勝てたことなどないのに。


    　伸びた犬歯を食いしばり、恐怖を嚙かみ潰つぶす。


    　──勝てるわけがない。けど、だからといって逃げるのか。


    「笠かさ木ぎくん」


    　兼亮は背に、月夜の声を聞く。それはやはり抑揚のない無感情なものだったが、兼亮はその声こわ色いろに、一抹の不安を感じ取る。


    「……帯刀さん。俺が戦っている間に、逃げてください」


    「村瀬くんは、本気。君は無事ではいられない」


    「……俺はもう、逃げたくない。今まで散々逃げてきたんだ。それが嫌で、あの人と、修業したんです。……それに村瀬さんは……あいつは、帯刀さんに向かって化け物って、そう言いやがったんだ……！」


    　大切な人を貶けなされて、背中を見せて逃げられるものか。


    「せめて一撃だけでいい。あいつに、一撃だけでも……！」


    「……守ってみせろ、笠木兼亮。僕の、守れなかったものを」


    　兼亮は相手への畏い怖ふを振り払うように、咆ほう哮こうを上げた。


    「があああああっ！」


    　芝生を蹴けり、前へと進む。


    　同時に一いち郎ろうもまた、足を踏み出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ちび！」


    　小こ雨さめは、落下してゆく花はな詠よみへ手を伸ばした。その指先が花詠の体に触れる、直前。脇から飛んで来た黒い手の平が、小雨の腕を弾はじき飛ばす。


    　花詠は、階下のテラスへと落下してゆく。


    　空中で制止した小雨は、ワイヤーを使ってビルの側面に着地した百ひやく六ろくを睨にらみつけた。


    「邪魔すんじゃねえよ……てめえ」


    「飛べるなんていいなあ、それ。『天女の羽は衣ごろも』だよね？　私も欲しい！　ちょーだい？」


    「……っざけんな。いらねえだろ、おまえには」


    「百六」


    　エイの背に立ちながら、傘かさを差したエルモは百六へと指示を出す。


    「俺は〝赤鬼レツド・オーガー〟と話す。その女を近づけるな」


    「あいあい」


    「あと、余よ所そでやれ。ここは目立ちすぎるだろうがバカ野郎。……っつっても──」


    　言いながらエルモはテラスを見下ろす。


    　喫茶店ではオープン前の研修でも行われていたのか、同じ柄のエプロンを着けた従業員たちが、ショーウィンドウに集まり始めていた。


    「──もう、遅えか」


    　降下したエルモは、テラスに並ぶテーブルのひとつに着地した。


    　落下による衝撃で床板を破壊した花詠は、よれよれと立ち上がる。


    　その側そばに、スーツ姿の中年の男性が駆け寄ってきた。


    「──おいおい君、大丈夫か!?　どっから落ちてきたんだ」


    　花詠は男性を無視し、テーブルに立つエルモを睨みつける。その額ひたいには、反り返った二本のツノが生はえていた。


    「……ちょっと、あまり動かない方がいい。今、救急車を──」


    「[image: ][image: ][image: ]ッ！」


    　花詠が雄お叫たけびを上げると、男性は「ひぃ」と尻しり[image: ]もちをつく。


    　花詠はエルモから逃げるように、足を引き[image: ]ずって店内へと向かった。ガラス戸を潜くぐると、その異様さを敏感に察知した業務員たちが自然と、道をあけた。


    　髪を乱し、赤い着物を引き[image: ]りながら、花詠は息を荒らげて前進する。


    　得体の知れないツノの生はえた少女に、手を貸す者などいるはずもなかった。


    「何あれ……コスプレ……？」


    　若い女性が、小さく呟つぶやく。


    「……ツノ、だよね」


    「何かの撮影？」


    「え、何か怖こわいんだけど……」


    「あれさ……鬼……じゃない？」


    　人垣の間を、花はな詠よみは足を引き[image: ]ずり進んでいく。


    　このツノを見れば誰もが恐怖を抱き、花詠を避ける。悪意ある視線も、こそこそと呟かれる陰口も、花詠には慣れたものだった。今までだってこうして、誰からも疎うとまれ、避けられて生きてきたのだ。ただし今までは、一いち郎ろうが守ってくれた。悪口を言う者があれば、一郎が黙らせてくれた。


    　花詠は涙を拭ぬぐう。


    「……うぜーよなあ、こいつら」


    　閉じた傘かさを手に、店内に入ってきたエルモが花詠の背へ声をかける。


    「一個一個じゃガタガタ震ふるえて何もできねえ弱者どもが、こうして群れると一斉に口を開きやがる。自分の意見が多数派であるように、気にして生きてんだ。それがこいつらにとっての正義だからな。弱いからこそ群れる。強者を捜す。強者の意見に、賛同する」


    　銀髪の少年もまた、人々の好奇の的となる。エルモが傘で床を突くと、傘は跡形もなく霧散した。その異様な現象に、辺りはわあっと声を上げる。


    「だからこそ貴様は、この弱者たちのようには生きられない。貴様は間違いなく、強者だからだ」


    　──パキ。


    　エルモが何かを踏んだ音に反応して、花詠ははっと振り返った。自分の頭に手を触れ、一郎に貰もらった髪飾りがなくなっていることに気づく。


    　エルモは花柄の髪飾りを摘つまみ上げ、続けた。


    「我慢することはねえよ、〝赤鬼レツド・オーガー〟。暴れてもいいぜ。誰も貴様を止められはしない。欲しいから奪う、気に入らないから殴る。腹が減れば食い殺せ。相手の涙や悲鳴など、貴様にとっては調味料だ。オムライスの上のケチャップに等しい。しまいには、貴様を悪く言う者はいなくなるさ」


    「かえせっ」


    　花詠は赤く腫はらした瞳でエルモを睨にらみつけ、髪飾りへと手を伸ばした。


    　エルモは、拾い上げたそれを矯ためつ眇すがめつ眺め回しながら、呟く。


    「貴様にはそれだけの力がある。〝正義が勝つ〟という物語の結末を、覆くつがえすほどの力が。それなのに、なぜ──」


    「かえせええっ！」


    「──なぜおまえは泣いている……？」


    　エルモは髪飾りを指で押してしならせ、へし折った。


    「あああああっ！」


    「〝赤鬼レツド・オーガー〟……。人と暮らしたのは間違いだったか。あまり、がっかりさせるな」


    　エルモは溜ため息いきをついて、翠みどり色いろの瞳を細めた。


    「俺についてこい。今よりももっと使いやすい体を与えてやる。そんな手足の短い娘の器じゃなく、俺の部下のように柔軟で丈夫な──」


    「うあああああっ……！　あああああん──」


    　花はな詠よみは[image: ]あふれる涙を手の甲で拭ぬぐいながら、エルモを無視して泣き続ける。


    　その声は次第に大きくなり、喫茶店に響き渡った。空気をびりびりと振動させ、コーヒーカップの水面に波紋を作る。


    　人々は耳を押さえ、顔を顰しかめた。


    「おい……いい加減にしろよ貴様、底なしに駄作なのか？　そんなふうに描いたつもりはねえぞ。泣くなバカ野郎！　それでも鬼か！　──っ」


    　言下に、エルモの摘つまんだ髪飾りが、一匹のフェレットに奪われた。


    　水色のリボンを首に巻いた、真っ白なフェレット。髪飾りを咥くわえ、床を走ってゆく。


    「……ああ？」


    　フェレットは花詠を通り越し、従業員に混じった少女の肩へと駆け上った。


    「鬼か、だってさ。こわ。あんたにはあれが、鬼に見える？」


    「さあ。虐いじめられてる女の子にしか見えねえけど」


    　花詠はフェレットを追って振り返った。そこに立っていたのは、不機嫌に唇を結ぶ生い駒こま千ち鳥どりと、左肩に包帯を巻いた笹ささ森もり伊い吹ぶきだった。


    　千鳥は、スノーホワイトから折れた髪飾りを受け取り、眺める。


    「小っちゃい子の大切にしてるもの壊すなんて、酷ひどいことするわ」


    　それから花詠を見返し、言い放った。


    「でも同情はしない。あたしたちが来て助かったなんて思わないことね。言っとくけど、村むら瀬せ一いち郎ろうは、あたしたちの敵よ。だからあんたも敵！」


    「え、この子、敵なんスか？」


    　ぎょっと聞き返したのは、隣に立つ伊吹だった。


    「当たり前でしょ。あんた誰に撃たれたのかもう忘れたの？　だから、この子が攫さらわれようが泣かされようが、知ったこっちゃないわ！」


    「おお。いいねえ、悪女っぽい」


    「悪女っぽいゆうな！　幼女って言われるより傷つくわ」


    　千ち鳥どりは花はな詠よみの鼻先に、指を差して続ける。


    「とにかく！　あたしたちは村むら瀬せにぎゃふんと言わせたいわけ。だからあんたがイラストレーターに攫さらわれる前に、あたしたちが誘ゆう拐かいする。あんたを人質にして、あの髭ひげに土下座させてやんの。いい？」


    「……？」


    　未いまだ涙に瞳を滲にじませる花詠は、状況が読めず困惑する。


    　千鳥は花詠の返事を待たず、エルモへと人差し指を向けた。


    「ということで。ゆけっ！　我が忠実なる僕しもべ！」


    「……え？　俺？　僕しもべってそのフェレットじゃねえの？」


    　花詠に続き、伊い吹ぶきもまた困惑の表情を浮かべた。


    「スノーは一号、あんたは二号よ。あんたが倒して。当たり前でしょ？　スノーは昨日の戦いであのアホ髭にぎゅって握られて、弱ってんだから」


    「いやいや。でもさ、俺なんて、撃たれてんだけど」


    「うーわー。聞きたくなかったわ、そんな泣き言。〝弱いくせに死なない〟ってのがあんたの長所じゃなかったの？」


    「ひでえなそれ。死ぬよ……。先輩がやってくれよ。今日はまだ無傷なんだろ？」


    　伊吹に言われ、千鳥はぷいとそっぽを向く。


    「……夜は鏡が使えないから戦えない。言っとくけど、あたしは昼でも戦えないから」


    「くそっ。使えねえなこの王妃」


    「はああっ？　あんたね、このデパートに侵入できたのは誰の能力のおかげだと──」


    「おい」


    　二人の登場によって、しん、と静寂に包まれていた店内に、エルモの声が響いた。


    「やるのか、やらねえのか、どっちだ。ちなみに貴様らの絵本は、俺が持ってるぜ」


    　月つき夜よのものと似た翠みどりの瞳に見据えられ、千鳥はたじろぐ。


    「や……やる、ねえわよ……」


    「え？　どっち？」


    　伊吹が聞き返し、千鳥は目を回した。


    「あー……んと……逃げる。勢いで登場してはみたけれど、不利だったわっ。あんた怪け我がしてるし」


    　言って千鳥は、花詠の前に腰を屈かがめた。


    「名前は何？　花……とかなんとか言ってなかった？」


    「……はな、よみ……だった」


    「だった？　なんで過去形なのよ」


    　花はな詠よみの頭には、未いまだ二本のツノが生はえたままだ。


    　しかし今の花詠に、昨夜のような暴力性は感じられない。


    「……ついてきて花詠。あんたを誘ゆう拐かいする」


    「……みかたか……？」


    「敵だってば。もう、今は味方でもいいから、早く立って。あいつのとこに行きたくないから、泣いてたんでしょ？」


    　差し出した手を花詠が摑つかもうとして、千ち鳥どりは反射的に手を引いてしまう。


    「あー……っと。殴らない、よね？」


    「伏せろ王妃！」


    　千鳥の頭上に迫ったピラニアが、伊い吹ぶきによって蹴けり落とされた。女性従業員の足元に叩たたきつけられたそれは、轟ごうと炎を吹き上げ焦こげてゆく。


    　女性の悲鳴を皮切りに、従業員たちは再び騒ぎ始めた。


    「逃げんなら早く行こうぜ！」


    　動き出したエルモを見て、千鳥は花詠の手を取って走り出す。


    　喫茶店の入り口と繫つながる、オープン前の閑散としたデパートへ。


    「ああ。ったく、うるせえな……。ピーピー喚わめくな。〝事故死〟してえのか、貴様ら」


    　エルモは苛いら立だち混じりに呟つぶやいて、喫茶店の外へ視線を向けた。


    　翠みどり色いろの瞳が見つめる先で、三人の背中は小さくなってゆく。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　外灯に煌きらめく刃は雨を裂さき、兼かね亮すけの肩口へと振り下ろされる。


    　雨に、赤い鮮血が混じった。


    「笠かさ木ぎくん……！」


    「んがああっ！」


    　月つき夜よの声を咆ほう哮こうで搔かき消し、兼亮は腕を振り回した。その爪先が一いち郎ろうの体を掠かすめる。距離を取った一郎は兼亮を見据え、再び刀を上段に構えた。


    　兼亮は斬られた腕を芝生に垂らし、肩で息をする。


    「笠木くん、もう」


    「大丈夫、まだです。まだ、勝機はあります」


    　兼亮は、背後に立つ月夜を不安にさせないよう、努めて冷静に答えた。


    　ただしその言葉は、噓うそではない。勝機は確かにあるはずだ。兼亮は一郎へ視線を向けながら、自分自身に言い聞かせる。


    　一郎の家に通い、稽けい古こを受けた言わば練習試合のときは、あの体へ、ただの一撃さえ当てることはできなかった。どの攻撃も受け止められるか、かわされるか、だった。それは恐らく、守りに徹していたから。今は攻撃に重点を置いている分だけ、致命傷には及ばずとも、兼かね亮すけにも当てるチャンスはある。


    　当てられるなら勝機はある。ただしそれまでにこの体が、もちさえすれば。


    　一いち郎ろうの太刀によって、兼亮の全身は血に濡ぬれていた。服は裂さけ、体を動かすたびに、どこかしらで鋭い痛みが走る。


    　兼亮は垂らした腕を持ち上げる。オオカミの驚異的な生命力のおかげか、裂れつ傷しようは塞ふさがりこそしないものの、動かすことはできた。人の体のままであったなら、とうに倒れていただろう。


    　しかしいくらオオカミの体とはいえ、このまま攻撃を受け続ければ、負けるのは目に見えている。昨夜の、小こ雨さめ戦のようにだ。


    「なかなか……しぶといな」


    　一郎は刀を構えたまま、静かに言った。


    　兼亮は斬られた方の腕を、にぎにぎと動かして見せる。


    「……オオカミの体、さまさまです」


    「それは違う。君がまだ立っていられるのは、その戦い方によるものだろう」


    「……？」


    「痛みを恐れ、常に身を引いて戦う。相手の隙すきを探し、ミスを待ち、安全圏から手を出す臆おく病びよう者もののやり口だ。恐れて前に出ないから、僕の刃先が届かない」


    「……戦い方はその人の生き様を映すって、貴き吉よしさんが言ってました。それだと俺、生き様も臆病者っぽいな……」


    　しょんぼりと俯うつむいた兼亮に、ここに来て初めて一郎は微ほほ笑えんで、刀を下ろした。


    「貴吉の観察眼は鋭いからね。確かに的を射ている。君の戦い方は、君がいかに人の顔色を窺うかがって生きてきたかを、雄弁に語る」


    「うわ……そんなことまでわかるんですか。もしかして、人と話すのが苦手だってことも、バレちゃってます……？」


    「苦手？　いや、それは噓うそだろう」


    　雨音に混じって、一郎の声は響く。


    「君は人が嫌いなわけじゃない。むしろ、大好きであるはずだ。好きだから、嫌われるのが怖こわいんだよ。だから、人に怯おびえているんだ。嫌われ、傷つくのを恐れて前へ出ることができない。相手が拒否しないと知った途端、つい饒じよう舌ぜつになってしまうくせに」


    「……」


    「そこが、気持ち悪がられる所以ゆえんだ」


    「……今後、気をつけます。生きて帰れたら、ですけど」


    　一郎は再び、刀を上段に構えた。


    「前へ出ろ、笠かさ木ぎ兼かね亮すけ。その怯おびえに起因するのは自信のなさだ。それを克服するために、足繁く僕の家へ通ったのだろう。認めてもらうのを待つな。噓うそつきは欺あざむいてばかりだから、自分自身をも信じられなくなる。たまには、自分を信じてやるといい」


    「……はい」


    　一いち郎ろうが踏み出したのに合わせ、兼亮も前へ出た。


    　稽古で一郎にもらった様々な言葉を思い出す。相手の目を見ろ。動きを見ろ。流れを作れ。彼からはそう、教わった。相手をこちらのペースに引き[image: ]ずり込む。大事なのは手綱を握ること。


    　向こうに流れがあるのなら、まずはその勢いを──。


    「──止める……！」


    　兼亮は交差させた腕の甲で、一郎の刀身を受け止める。刃が腕に食い込み、熱い痛みが走る。


    「そうだ。だがそう簡単に、止められるとは思うな」


    　一郎は刃を返し、兼亮の右手の甲を切り裂さいた。


    「があああっ──！」


    　右腕から跳はねた血飛沫しぶきが、黒い霧となって雨に溶けていく。霧散したオオカミの腕のあとに、兼亮本来の腕が姿を現した。


    「そら。痛みで変身が解け始めるぞ。気を抜くな」


    「……はいっ……！」


    　降りかかる一郎の二撃目を、残った左腕で受け止める。


    　大きなオオカミの手の平で、刀身を強く握り締めた。一郎の動きを止める。流れを作る。ただそれだけを、がむしゃらに求めて。


    　先ほど月つき夜よへ投とう擲てきされ、左腕に刺さったままのナイフを、元に戻った右手で引き抜いた。それをそのまま、隙すきのできた一郎へと振るう。


    　一郎は兼亮に握り締められた刀を手放し、後方へ跳ねた。


    　その腕を、兼亮の振るったナイフが僅わずかに、切りつける。


    「当たっ──た……！」


    　一郎は腕に傷を負いながらも、兼亮を見据えていた。そしてうっすらと、笑みを浮かべる。ぞくり、と兼亮の背に、得体の知れない悪寒が走った。なぜだ。流れはこっちに引き込んだはずなのに。なぜ今、自分は恐怖する──？


    　一郎は、人差し指を雨空に向けて示した。


    　それを追って見上げた兼亮の頭上から、幾つもの刃物が、降り注ぐ。


    「！」


    　兼亮は咄とつ嗟さに、オオカミの左腕で頭を守った。サーベル、ソード、ナイフに手て斧おの。スピアに槍やりにモーニングスター。兼亮に刀を奪われたその直後に一郎が投げた全ての武器が、兼亮の体を裂き、破壊してゆく。


    　ドタドタと芝生に降り落ちた数々の武器のあと、兼かね亮すけは膝ひざから崩れ落ちた。


    「……ハア、ハア……！」


    　無数の傷を受けた左腕の変身が、解けてゆく。


    「終わりだな」


    「……まだです。今日はもう一回だけ、変身できる」


    「その傷では変身したところで、動けないだろう」


    　一いち郎ろうは言いながら、膝をついた兼亮へと歩み寄った。


    「村むら瀬せさん。……戦い方が生き様を映すってことは、攻撃に徹した今の村瀬さんは、もう守るものがなくなったって、そういうことですか」


    「……」


    「村瀬さんの戦い方はずっと、守り重視だった。一度受けて、反撃する。そんなやり方だった。それをやめたってことは、花はな詠よみを諦あきらめるって、そういうことですよね」


    「……守るべきものだと思っていたものが、倒すべき相手だった。それだけだよ」


    「……もう、終わりですか」


    「ああ。終わりだ。僕は花詠を守れなかった。君は帯おび刀なた月つき夜よを守れなかった」


    　刀を拾った一郎は、そのまま兼亮を通り過ぎる。


    　そしてその先に立つ月夜を見つめ、呟つぶやいた。


    「僕たちの物語もまた、最低な結末で幕を閉じるんだ」


    「……俺は、諦めません……。諦めない限り、物語は終わらない。村瀬さんが、俺に言ってくれた言葉です」


    　一郎の背後で、兼亮は立ち上がる。


    「……村瀬さんが花詠を守るために読み手になったように、俺もその人を守るために、読み手になったんです。だから、何があったって、俺は帯刀さんを守ります。そう、決めたんだ」


    　振り返った一郎に向かって、兼亮は右手を差し出した。


    「……たった、一撃でよかった。ほんの一撃、与えるだけで俺にも、勝機はあったんだ。村瀬さん、俺はこの変身能力について、あなたに言っていないことがある。真ま似ねできるのは、姿形だけじゃない……。一度でも食らい、体感した能力も、真似できるんですよ。──村瀬一郎」


    　一郎は差し出された兼亮の右手に、黒い手袋が嵌はめられていることに気づく。握られたナイフが、銀のペーパーナイフに変わっていることに。


    「〝帯刀さんに、近づくな〟──命令だ」


    　その直後、兼亮に付けられた腕の傷が熱を持ち、一郎の顔の前にドクロマークが現れる。


    　これは、一度傷つけた相手を命令で縛る〝フック船長〟の能力。印いん南なみ玄げん紀きの使った、〝弱者に命令を下す能力〟──。


    「……あと一回だけ、変身を残しているというのは──」


    「噓うそです。左腕のオオカミを残したまま、右の手首だけを印いん南なみのものに変えるのに使ってしまいましたから。……もちろんコピーですから、一一分一一秒しかもちませんが……」


    「そうか……」


    　ぽつりと呟つぶやいて、一いち郎ろうは静かに笑い出した。


    「くっくっくっ……。はははっ」


    「……？」


    　突然の笑みを怪け訝げんに思い、兼かね亮すけは眉まゆ根ねを寄せる。


    「詰めが甘いよ、笠かさ木ぎ。それなら僕は君を人質に、一一分一一秒待てばいいだけのこと。君は僕に〝動くな〟と命令し、その間に僕を殺すべきだった」


    「……俺は別に、あなたを殺したいわけじゃ──」


    「ああ。見事だ。……君は、帯おび刀なた月つき夜よを守った」


    「え」


    　一郎の言葉に、兼亮は驚いた。一郎に褒ほめられたのは、初めての経験かもしれない。


    「村むら瀬せくん」


    　雨に濡ぬれたまま立ち尽くしていた月夜が、一郎を呼ぶ。


    「花はな詠よみは、君との別れを覚悟している。それでも言えなかったのは、君を傷つけたくなかったから。それを恐れて言えない自分を、ずっと責めていた。あの子は、決して君を[image: ]だまして生き続けるつもりは──」


    「ああ。わかった」


    　一郎は月夜の言葉を途中で切り、ポケットから[image: ]さやを取り出した。


    　刀を納め、庭園の出入り口へと向かう。


    「けれどもう、僕の戦いは終わった。綾あや詠うたへのせめてもの弔とむらいに、最後にあの男を斬って、幕とするよ」


    「……」


    　一郎が建物へ続くドアノブに手をかけたとき、不意に目前のドクロマークが消えた。


    「笠木くん！」


    　ドサリ、という音に振り返れば、倒れた兼亮に月夜が駆け寄っている。緊張の糸が切れて気絶でもしてしまったのか。敵である自分は、まだ月夜の前にいるというのに。


    　一郎は静かに、一笑する。


    「あいつは……。まだまだ未熟だな」


    　その詰めの甘さを見ない振りし、一郎はドアを開けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　着脱式の手の平は、思っていた以上に厄やつ介かいだった。


    　小こ雨さめのテリトリーである空域へいとも簡単に侵入してくるし、一度摑つかまれてしまえば自由を奪われる。避けることに専念して、小雨はサンセット・ガーデンの側面、窓ガラスを駆けた。


    　百ひやく六ろくは手の平についた二本のワイヤーを交互に駆使し、ブランコの要領で小雨を追う。


    　雨降る夕ゆう陽ひヶが丘おかの上空を、二つの影が飛んでゆく。


    「逃げ回ってたって、埒らちが明かねーな」


    　花はな詠よみの元へ行くには、百六を倒すしかない。何よりこのまま逃げ続けるのは、悔しい。


    「近づくしかねーか」


    　急ブレーキをかけ、踵きびすを返したその鼻先に、五指を開いた手の平が迫った。


    「──っと……」


    　体を反らしてそれを避け、小雨は窓ガラスを蹴けって空中へ飛び出す。


    　宙を舞って百六に迫り、その胸ぐらを摑んだ。


    「お？」


    　驚いた百六を連れたまま、上空へ──雨粒を額ひたいに受けながら、二人は夜空へと落ちてゆく。


    「お、お、お、お──？」


    　雨雲を突き抜け、雨がやむ。月明かりの照らす雲の上まで達し、小雨は制止した。肌に触れる空気が冷たく、吐息は白く滲にじんで空気に溶ける。


    　地上に降る雨などなかったかのように、辺りは静寂に包まれていた。


    「周りに何もない上空ならさすがに、その変な武器も使えねーだろ」


    「んん。こんな高さにまで来たのは初めて。まあ別に、問題はないけど」


    　言って百六は胸ぐらを摑む小雨の腕へ、両足を絡めた。


    「！」


    　──折られる。そう直感した小雨は咄とつ嗟さに腕を振り回した。遠心力で緩ゆるんだ百六の足の隙すき間まから、すかさず腕を引っ張り抜く。


    　小雨の頭上に放り出された百六は、従来の重力に従い落下しつつも、手の平を発射させた。


    　繰り出される攻撃を足で受け流しながら、小雨もまた背中から落ちてゆく。


    「何なんだおまえ！　死ぬのが怖こわくねーのか……!?」


    「もちろん怖いよ。痛いのはいやなの。でも私に言わせてみればあなたたちこそ不思議。どうして命の危険を冒してまで、あの子のために戦うの？」


    「ああ!?」


    　再び雨雲へ突入し、雨が百六と小雨の体を濡ぬらした。


    　二人は落下しながら、疑問符を打った。


    「だってあの子は〝赤鬼レツド・オーガー〟だよ？　絵本に描かれた悪役ヴイランズだよ。人間じゃあ、ないんだよ？」


    　小雨を通り越した百六は、迫る夜の町並みを背にして両手を前に突き出した。


    　小こ雨さめに向かって発射されたのは、尖とがった指先だった。それぞれにワイヤーの付いた十指の鉤かぎ爪づめが、弾幕となって小雨を襲おそう。


    「……っ!?　んなこと、知るかよ！」


    　その全てを避よけきり、距離を詰めた小雨は百ひやく六ろくの懐ふところへ、踵かかとを落とす。


    　腹部に蹴けりを食らった百六は、さらにスピードを上げて落下する。


    　百六を踏み台にして、小雨は逆に上昇した。地上はもう近い。一旦空へ距離を取る──そう判断しての行動だったが、すぐに足首を鷲わし摑づかみにされる。


    「なっ……！」


    　ワイヤーを引き戻して跳はね上がった百六は、小雨の背後で呟つぶやいた。


    「……どうして？　あの子は私と同じ、作られた生き物なのに。どうしてあなたたちは、あの子を守ろうとするの？」


    　襟えり首くびを摑まれた小雨はワイヤーに釣られ、夜空を舞った。


    　遠心力に振り回された小雨の体は、サンセット・ガーデンの側面に激突する。


    「がっ……」


    　背中を打ちつけ、息が止まる。


    　休む間もなくワイヤーが巻き取られ、襟首を摑まれたまま小雨の体は、キリキリと上昇していった。


    　ビルの側面へ張りついた百六は小雨を猫のように持ち上げ、その顔を覗のぞき込む。


    「……もしかしてあの子は、人間なの？」


    「……おまえの上司は鬼だって、言ってただろうが……。作り手がそう言うなら、そういうことなんじゃ、ねえの」


    　小雨は肩で息をしながら、百六の顔を睨にらみつけた。


    「……けどよ。人間として生きるかどうかは、あいつら次第だろーが」


    　百六はじっと小雨の顔を見つめたまま、小首を傾かしげた。


    「……？　つまりあの子は、人間になったの……？」


    「ああ。ごちゃごちゃ、ごちゃごちゃ、めんどくせーな、てめえはっ！」


    　小雨は百六の額ひたいへ、頭突きを放った。


    「ふぎゃ」


    　ごつ、と額に衝撃を受け、百六はバランスを崩す。


    「同じ飯食って、同じとこで寝て、同じように生きちまったら、鬼だとか人間だとか、そんなん、ちっぽけな問題になってくんじゃねーの!?」


    　小雨は言って背中を反らし、もんどりを打って空中へと飛び出す。


    　すかさず小雨の足元へ、手の平が発射された。


    　何度目だよ、それ。小雨はひとり言を呟つぶやいて、ほくそ笑んだ。


    「さすがにもう、読めてんだよ！　おまえのパターンは」


    　小こ雨さめは、足首に引っ掛けられたワイヤーを引き寄せる。〝羽は衣ごろも泥棒〟の〝重力を操る能力〟は、触れた者にもその影響を及ぼす。ワイヤーを通して重力を失った百ひやく六ろくもまた小雨に引っ張られ、宙を舞う。


    　上へ、下へ、右へ左へ、目まぐるしく重力の向きを変化させ、小雨は百六を振り回した。


    「鬼だからとか、人間だからとか。それであいつの何が変わるってんだ……！」


    「んあ……うあ……っ！」


    　今まで散々振り回されてきた百六を、意い趣しゆ返がえしとばかりに振り回し、小雨は重力のベクトルを横方向へと設定した。百六を叩たたきつける先は、サンセット・ガーデンの、ぶ厚い窓ガラス。


    　重力に引かれ落下した百六の背中で、窓ガラスに蜘く蛛もの巣状のヒビが入る。


    「んはっ」


    　呻うめく百六のその腹部に、小雨は容よう赦しやなく着地した。


    　耳をつんざく破砕音と同時にガラス片が舞い上がり、窓を突き破った百六は、デパートの中に転がる。


    　小雨はふわりと、タイルの上へと舞い降りた。


    　照明の落ちた人ひと気けのない店内に、雨音が響き渡る。


    　割れた窓から吹き込む風が、小雨の長い髪をなびかせていた。


    「……勘違いしてんじゃねーのか。オレは悪役だぜ？　別にあいつが〝赤鬼〟だろうと構わねーよ。オレは〝人間〟が好きなんじゃねえ。〝花はな詠よみ〟が、好きなんだ」


    　百六の質問を小雨なりに考え、答えてはみたが、倒れた少女が返事をすることはなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　千ち鳥どりは曲がってしまった髪飾りを指で伸ばし、折れた部分に傷テープを巻いて固定した。


    「……取とり敢あえず、応急処置。ごめんね。折られる前に奪い返せればよかったんだけど」


    　小声で言って、花詠の小さな手の平へ乗せる。


    「……いちろー」


    　髪飾りを見下ろし涙ぐむ花詠の額ひたいには、まだ二本のツノが生はえている。


    　千鳥と伊い吹ぶきは花詠を連れて、フロアに立ち並ぶ商品棚の間に身を潜ひそめていた。オープン前の店内ではあるが、商品はすでに搬入されているようだ。


    　千鳥の背後のプラスチックケースには、様々な形のキャンディーやグミが並ぶ。そこは小袋に取り放題形式の、キャンディーショップであるようだった。


    　花詠の身長ほどもあるサンタクロース人形の足元から、伊吹が囁ささやく。


    「なあ、王妃……。早いとこ鏡ん中に逃げようぜ」


    「ダメよ。もう日が落ちてんだから、向こうには怪物がいる」


    「さっきデパートに入るときは、鏡通して入ったじゃん。鏡ん中の世界でシャッター壊してさ」


    「だから余計にダメなのよ。一度入ったから、人のにおいを嗅かぎつけてすぐそこまで来てるかもしれないでしょ。鏡の世界を使うのは最終手段。何とか鏡を使わずに、絵本を取り戻す方法を考えないと……」


    「あ、さめ」


    　花はな詠よみが声を上げ、千ち鳥どりは慌ててその口元を手の平で塞ふさいだ。商品棚の間から顔を覗のぞかせたのは、巨大な白いサメだった。


    「……何なの、あれ……」


    　その体たい軀くは、村むら瀬せ家で昨夜見たアロワナ以上に大きい。


    　サメは商品棚の間を悠々と泳ぎながら、ゆっくりと三人の元へ向かってくる。


    「なんでデパートでサメとエンカウントすんだよ……」


    　伊い吹ぶきは白サメの尖とがった顔を見上げ、呟つぶやいた。


    「……ここにいたら見つかる……。移動しましょう」


    　息を殺して立ち上がる三人。しかしフロアに反響してエルモの声が聞こえ、動きを止めた。


    「……ああ、ハンコは速すみやかに運び出せ。それからこっちにも人をよこせ。目撃者が多い。──んあ？　知るか。使えねえな。……じゃあ買い取れ。ああ、ビル全部だ」


    　電話でもしているのか、エルモは不機嫌に言い放つ。


    「……鹵ろ獲かく対象が現れた。切るぜ」


    　それから不意に、足音がやんだ。


    「……〝赤鬼レツド・オーガー〟は今の体が随分と気に入っているようだな。貴様も娘の体を奪われて、さぞや悔しいだろう、村瀬一いち郎ろう」


    　エルモがその名前を呼んだ瞬間、花詠ははっと息を呑のむ。


    　花詠の気配に気づき、サメが鼻先を向けた。


    「……ああ、そうだな」


    　寂せき寞ばくのフロアに、一郎の声は響き渡る。


    「現実とは、かくも無情なものなのかと絶望もしたけれど、不思議と納得できる。そうだった、現実とは、かくも無情なものだった。ああ。そんなことは、あのときからわかっていたんだ。取り憑つかれた綾あや詠うたへ銃口を向け、引き金を引いたときに、僕は死んだ」


    　花詠は一郎に貰もらった髪飾りを握り締め、じっと言葉を聞く。


    「ずっと考えていたんだ。どうして綾あや詠うたは死ななきゃいけなかったのか。あの人はただ、強さに憧れただけだ。人並みの幸せを手にしようと望んだだけだ。その代償が、化け物に取り憑つかれるということなのか？　僕には理解できないよ。あの人を[image: ]ないがしろにしたこの世界など、壊してやりたい」


    　一いち郎ろうが刀を取り出し、その[image: ]さやが捨てられる音が、カランとフロア内に反響した。


    「この憎悪を忘れさせてくれたのが、あの子だった。あの子を怯おびえさせないよう作った笑顔が、感情を隠してくれた。村むら瀬せ貴き吉よしを許せたのも、作り手である帯おび刀なた月つき夜よと共に行動できたのも、あの子がいてくれたからだ。あの子を〝赤鬼〟から守る。それが何よりも優先すべきことだった。あの子が──花はな詠よみが、生きる意味をくれたんだ」


    「……ごめんなさい」


    　花詠の瞳に、再び涙が滲にじむ。


    「……だがあの子は、何を思って生きてきたんだ？　なぜ僕の側そばで、笑っていられたんだろう。わからない。理解できない。綾詠に取り憑つき、綾詠の子に取り憑き、〝赤鬼〟は何食わぬ顔で、花詠になった。彼女にとって僕は、一体何だったんだ？」


    「……え」


    　一郎の言葉に千ち鳥どりは驚き、花詠の顔を覗のぞき見た。


    　花詠は握った髪飾りを唇に添え、必死に嗚お咽えつを嚙かみ殺している。


    「……ちょっと……、泣かないで。サメが来る……！」


    「あの子を失った今。僕に残るのは、君たちへの殺意だけだ」


    　一郎を見据えるエルモは、そっと腕を上げる。


    　その合図に従い鼻先を上げた白サメは、商品棚の上をエルモの元へ泳いだ。


    　フロア中に散っていた魚たちを呼び戻したエルモは、その中心で一郎に語りかける。


    「言っておくが、絵本の制作を謝る気はねえぜ。俺たちは俺たちの仕事をしたまでだ。娘の母親も取り憑かれた被験者たちも、俺の描いた悪役ヴイランズに負けた。つまり弱かった、それだけだ」


    　エルモが腕を前に差し出したと同時に、魚たちは一斉に一郎へ向かって飛びかかった。


    「世は無情だぜ。弱え奴にとってはな。自覚して頭こうべを垂れて生きろ。弱者が、いちいち凹へこんでんじゃねえよっ」


    　白サメの嚙みつきをかわした一郎は、刀をその腹へと突き刺した。前進するサメは自らの力によって、体を縦に切り裂さかれる。


    「……『青あお髭ひげ』を初めて読んだとき。自じ虐ぎやく的てきに笑う彼の気持ちは痛いほどよくわかった。確かに心がざわついたよ。次に思ったのは、作者は随分と歪ゆがんでいるな、ということだ。こんな最低な物語を作る人間はやはり、殺しておくべきだと、そう思ったよ」


    



    「……始まった。イラストレーターの後ろに移動するわよ。隙すきを見て絵本を取り返すの」


    　千鳥は立ち上がり、じっと動かない花詠を見下ろす。


    「あんたは……どうすんの？」


    「……はなよみは……」


    　花詠は俯うつむき、赤くなった頰ほおを涙で濡ぬらして、しゃくり上げる。


    　千ち鳥どりは花はな詠よみの前に膝ひざを曲げた。


    「あんたではもう、村むら瀬せを土下座させられないっぽいから、解放してあげるわ。あんたが〝赤鬼〟なら、イラストレーターのとこに行くのもいいんじゃないの？　あいつはあんたを欲しがってるんでしょ？」


    「……」


    「でもあんたは、……花詠は、どうしたいの？」


    　花詠はじっと、唇を結んだまま。


    　千鳥はやきもきして続ける。


    「あんたの存在があいつを苦しめてるんなら、あんたが何とかしなきゃいけない。泣いてるだけじゃ伝わらないわ。言いたいことがあるなら、全部言っておかないと後悔するよ」


    「……でも、でも。いちろーはもう、はなよみとお話ししてくれない。はなよみは鬼だから。……鬼、だから……」


    　花詠は表情を歪ゆがませ、再び泣き始めた。


    　千鳥は溜ため息いきをついて立ち上がる。


    「……この子のどこが鬼なのよ……？」


    「どう見ても小っちゃな女の子っスけどね。ま、ツノ生はえてるけど」


    「……子供は苦手だわ」


    　千鳥と伊い吹ぶきが途方に暮れていたそのとき、フロアを見渡した先に人影が見えた。


    　小柄な少女が人を背負って歩いている。あれは──。


    「……月つき夜よ？」


    　月夜は意識を失った兼かね亮すけをその背に乗せて、引き[image: ]ずっていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　飛びかかる白い魚を全て切り落とし、一いち郎ろうはエルモとの距離を詰める。


    　液晶タブレットのパネル上で人差し指を動かしながら、エルモは踵かかとを下げた。


    「便利な世の中になったもんだぜ。絵を描くのに、紙も鉛筆も必要ないんだからな」


    　一郎の振り下ろす刃が、エルモの頭上に迫る。


    　その刀身がエルモの肩口を切り裂さく、直前に。エルモはぽんと指先でパネルを叩たたき、描いたイラストを、具現化させた。


    　一郎の振り下ろした刀が食い込んだのは、鬼の太い腕だった。


    「……っ！」


    　後方へ跳はね、鬼と距離を取る一郎。その隙すきに、エルモは二体目の鬼を召しよう喚かんする。


    　長身の一郎を優に超える鬼を並べて、エルモは翠みどり色いろの瞳で一郎を見据える。


    「コピーペーストで量産だってできるんだ。いいだろ」


    　全身が白く、着色のされていない鬼たちの額ひたいには、ツノが一本だけ、伸びている。


    「望み通り鬼退治させてやるぜ。ただしこいつらは、絵本から生まれたものじゃない。物語や能力を持たない、ただの白鬼だがな。……だが、手負いの貴様にはこれで充分だろ」


    「……」


    　肩で息をする一いち郎ろうは無言のまま、返事はしなかった。昨夜からの連戦で負った傷は隠していたつもりだったが、エルモはそれを、いとも簡単に見破ってしまう。


    「肋ろつ骨こつでも折ってんのか？　利き手にも傷を負ってんな。それで勝てるつもりなのか？」


    「……勝てるだろう。自分は戦わない卑ひ怯きような絵描きくらいには」


    「……舐なめてんじゃねえぞ。読み手風ふ情ぜいがっ」


    　エルモの合図で、二体の白鬼が喊かん声せいを上げ走りだした。


    　タイルを踏み割りながら距離を詰め、一郎の頭上に巨大な拳を降らせる。


    　刀では受け止められない──そう判断し、攻撃を避けた一郎の脇へ、もう一体の拳が迫る。一郎にはもう、避よける力は残されていなかった。


    　脇腹に走る衝撃が、一郎の体を吹き飛ばす。


    　宙を舞った一郎は商品棚にぶつかり、色とりどりのキャンディーがタイルの上に散らばった。


    



    「いちろー……！」


    　伊い吹ぶきに抱かれ商品棚から離れた花はな詠よみは、二体の鬼に囲まれる一郎を見て声を上げる。


    「やばい、あいつ負けそうなんだけど」


    　千ち鳥どりもまたその様子を眺めて、眉まゆ根ねを寄せた。


    「……どうしよ、絵本を取り返すどころじゃないわ」


    　呟つぶやいて、フロアに横になる兼かね亮すけを見下ろした。


    「……もう、何やってんのよこいつは……こんなときに」


    　寝息を立てる兼亮の側そばで、その顔を覗のぞき込みながら月つき夜よが呟く。


    「でも今日は、格好よかったよ」


    「へ……」


    　思わぬ言葉に、千鳥が声を上げたその直後、兼亮の目が、ぱちりと見開いた。


    「村むら瀬せさん！」


    「うごっ」


    　勢いよく体を起こした兼亮に額をぶつけ、月夜は背中から倒れる。


    「……った……！　あれ？　帯おび刀なたさん……？　生い駒こまさんもどうして」


    「褒ほめて頭突きを食らうなんて……不ふ憫びんだわ……」


    「そうだ、村瀬さんは……？」


    　額ひたいを摩さすりながら体を起こした月つき夜よが、不機嫌に答えた。


    「……村むら瀬せくんなら、戦ってる」


    「止めないと……！　あの人たぶん、死ぬ気ですよ」


    　千ち鳥どりは歯がゆさに眉まゆを歪ゆがめた。


    「……あいつを、誰が止められんのよ。笹ささ森もりは負傷してて、あんたは変身を全て使い切ってるんでしょ？　あたしや月夜は戦うことさえできない。それにたとえ物理的に止めることができたとしても、あたしたちの誰も、あいつを慰なぐさめることなんてできないでしょ」


    「……けど──」


    「あたしたちは仲間じゃない。お互いにただ、利用していただけ」


    「仲間だよ」


    　月夜は立ち上がり、千鳥の言葉を否定した。


    「一緒に戦って、絵本を集めてきた。彼は、仲間だよ」


    「でもそれって、あいつは作り手としてのあんたを利用してたってだけで──」


    　千鳥はジャケットの裾すそを引かれ、言葉を呑のみ込んだ。


    　振り向いた先に、花はな詠よみが立っている。


    「……いちろーのとこに行きたい」


    　花詠は濡ぬれた瞳で千鳥を見上げて、続けた。


    「いちろーとお別れするのは、いや。でも、いちろーが苦しいのは、もっといや。だからはなよみは、お別れする。……うれしかったら、ありがとうを言うんだ。はなよみはまだ、言ってない。だから言うよ。ちゃんと言って、さよならする」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　巨大な白鬼の一本角が、フロアの天井に引っ搔かき傷を作った。


    　二体の鬼は並ぶ商品棚を薙なぎ倒し、執しつ拗ように一いち郎ろうを追いかける。


    　棚を足場に跳はねた一郎は、鬼の目を切りつけた。落下と同時にその脇腹を切り裂さき、一体目。


    　さらに降りかかる拳をかわし、もう一体の鬼の懐ふところに入った一郎は、その喉のど元もとに突きを放った。鬼は低く雄お叫たけびを上げ、背中から崩れ落ちる。


    　これで、二体目。


    　フロアのタイルに降り立った一郎は、残る一人に視線を向ける。


    　ぼやけた視界には、銀髪と翠みどりの瞳を持つ少年が立つ。


    　全身に走る痛みから、刀を構えることさえできない一郎の目前で、エルモは三体目の鬼を召しよう喚かんした。


    　先の二体よりもひと回り大きく、その太い腕に、トゲを生はやした棍こん棒ぼうを握っている。体は燃えるように赤く、その額ひたいには、反り立つ二本の禍まが々まがしいツノが生はえていた。


    　目の前に召喚された〝赤鬼〟を見て、一いち郎ろうは言葉を失う。


    「──っ」


    「物語もいよいよ佳境。ラスボスの登場だ。……つってもこいつもまあ、絵本から生まれたものとは別物。能力を持たない簡易版〝赤鬼レツド・オーガー〟だがな」


    　エルモはそう言ったものの。


    　一郎の目に映る赤鬼は、綾あや詠うたに取り憑ついた〝赤鬼〟そのものだった。


    　誤って読んでしまった、『桃太郞』に描かれていた〝赤鬼〟。あの夜、看護師を食い殺し、警備員を潰つぶし、スーツの男性の四肢を千切った、あの凶悪な化け物である。


    　二本のツノを生やした綾詠の姿が、目の前の〝赤鬼〟と重なった。


    　一歩、また一歩と、赤鬼はタイルを踏み締めて歩いてくる。


    「……殺す」


    　一郎は呟つぶやき、刀を構えた。


    　──殺す。殺す、殺す……！


    　木刀一本で対たい峙じした、あのときとは違う。自分は強くなった。倒せるはず。


    　なのに。


    　なぜ、刃先が、震ふるえている。


    「……僕はまた……恐怖しているのか……？」


    　その刀身を、〝赤鬼〟は巨大な拳で、おもむろに握った。


    



    　──そんな棒切れ一本で何ができよう。笑わせてくれるな、小粒の如ごとき童わつぱが。


    



    　そう、言われたような気がした。


    　直後に刀身が握り潰され、綾詠のために作り上げられた刀は、いとも簡単に破砕された。


    　膝ひざをついた一郎の手から、柄つかだけとなった刀が、零こぼれ落ちる。


    「……綾姉──」


    　終わりを予感して、一郎は呟く。


    　その頭上に、〝赤鬼〟の棍こん棒ぼうは振り下ろされた。


    「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ」


    　一郎の耳に聞こえたのは、少女の叫び声だった。


    　棍棒を小さな体で受け止め、一郎の盾となったのは、二本のツノを生やした花はな詠よみだった。


    　小さな両腕で棍棒を抱き締め、それをそのまま、粉砕する。


    　一歩、踏み出した足元でタイルを割り、花詠は〝赤鬼〟へと咆ほう哮こうを上げた。


    「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ」


    　フロア中の空気が振動する。


    〝赤鬼〟は自分よりも遥はるかに小さな花はな詠よみの威い嚇かくに怯ひるみ、踵かかとを下げた。


    〝赤鬼〟が恐れ距離を取ったのを確認して、花詠は静かに振り返った。


    「……はなよみは、いちろーを、悲しませた。ごめんなさい」


    　花詠は声を詰まらせながら、一いち郎ろうに「ごめんなさい」を繰り返す。


    　こんなはずじゃなかった。こうなるとは思わなかった。舌足らずな口調で、花詠は訥とつ々とつと想いを口にする。


    「小っちゃいいちろーが、たくさん泣いていた。いちろーがはなよみを、こわがっているの」


    　木刀を持ち、殺意を込めて自分を睨にらむ少年に、花詠は戸惑っていた。それは夢の話。二本のツノを生はやした醜い鬼は、夢の中だけのお話であるはずだった。


    「ゆめだと、思ってた……！　あれは、悪いゆめ！　起きたらいつも、いちろーがいて。はなよみは、はなよみに戻ってて。だから、言っちゃいけないと思ってた。はなよみが、いちろーに殺されるゆめなんて──」


    　言ってしまったら、今の生活が壊れる気がして。


    　貴き吉よしがいて、一郎がいて、三人で過ごす毎日は楽しかった。一郎が笑うと、嬉うれしかった。


    「うれしかったら、ありがとうを言うんだ。だから、ありがとう。いちろー、ありがとう」


    　滂ぼう沱だと涙を流す少女の言葉を、一郎はただじっと聞いていた。


    「いちろー、泣かないで。いちろーが泣くと、はなよみも悲しい。でもいちろーを泣かせてるのは、はなよみなんだ。あのゆめと、同じみたいに！　こわいよ、こわいよ……！」


    　きつく目を閉じた花詠の目め尻じりから、涙が[image: ]あふれる。


    　花詠は着物を強く握り締めて、言った。


    「──だからいちろー、はなよみを、殺してもいいよ」


    　そして恐る恐る、一郎の頰ほおに両手を伸ばす。


    「……だから最後に。いちろー。ぎゅってして──」


    「……」


    　一郎はその小さな体を、自然と抱き寄せる。今まで彼女が泣くとそうしてきたように、「こわい」と震ふるえるとそうしてきたように、優しくその背へ、手を添える。


    「……殺して、などと。君も綾あや詠うたと同じようなことを、言うんだな」


    　一郎の耳に、とくん、と心臓の鼓動が聞こえた。


    　綾詠の死んだ夜に。花詠の生まれた夜に。絶望の淵ふちにいた一郎の聞いた、小さな音。


    　血に濡ぬれた赤子を抱いて、動けと願った。


    　あの日動き始めた鼓動に、どれだけ救われたことか。


    「僕はもう、君を殺せない」


    　一郎は花詠を抱き締めながら、静かに告げる。


    「だから君はイラストレーターについて新しい体を貰もらい、〝赤鬼レツド・オーガー〟として、生きるべきなんだ」


    　花はな詠よみは一いち郎ろうの肩口を涙で濡ぬらしながら、その服を握り締める。


    「鬼が、人の世で生きるのは難しい。今までだってそうだっただろう？　親戚の者や、おばあちゃんでさえも、君のツノを見れば恐れ、おののく。君がこれから成長し、集団に混じることになれば、今まで以上の我慢を強しいられることになる。もしも何かの拍子でツノを見せてしまえば、君はたちまち疎うとまれ、忌いみ嫌われ、ひとりぼっちになるだろう」


    「……ん」


    「人として──弱い者として生きるということは、君本来の属性である〝悪あく行ぎよう三ざん昧まい〟とは、正反対の生き方なんだ」


    　少しだけ、間を置いて。一郎は尋ねた。


    「……それでも、いいか」


    「……え」


    　花詠は体を離し、一郎の顔を見た。


    　そのつぶらな瞳を見つめて、一郎はもう一度、確認する。


    「あの男の言う通り、人の世は無情だ。弱い者に容よう赦しやがない。だから僕が、守ってやる。ずっと側そばに、ついていてやる。生まれたばかりの君に、約束したからね。それでも、いいかい」


    「……いい。それでいい。それがいい……！」

  



  [image: ]



  
    　花はな詠よみは再び目に涙を溜ためて、頷うなずいた。


    「ならもう泣くな、花詠。君が泣くと、僕も悲しい」


    　ツノの生はえたその頭を、一いち郎ろうの手が優しく撫なでた。


    



    「……よかった、和解したみたいですね」


    　二人の様子を後ろから眺めて、兼かね亮すけは息をついた。


    「切ねえぜ。……子供の涙は卑ひ怯きようだよ、なあ」


    「……なんであんたが泣いてんのよ」


    　涙を拭ぬぐう伊い吹ぶきの側そばで、千ち鳥どりはスノーホワイトを肩に乗せる。


    　立ち上がった一郎はエルモへ向き直り、言い放った。


    「イラストレーター。気が変わった。この子はやはり、渡さない」


    「ふん……何と言われようが俺の仕事は変わらねえよ。渡さないなら、奪うまでだ」


    　エルモが両腕を広げると、倒れていた二体の白鬼が、むくりと体を起こした。


    　左右に二体の白鬼。正面には赤鬼。三方を塞ふさがれ、千鳥が戸惑う。


    「やばい、囲まれたっ！」


    「背後は空いているだろう。君たちはそこから逃げろ。絵本は僕が、何とかする」


    「はあ!?　あんたまた、ひとりで美お味いしいとこ持ってくつもりなわけ？」


    　千鳥は一郎の背を睨にらみつけ、声を荒らげる。


    「二体だけで一杯一杯だったのに、三対一じゃ勝てるわけないじゃない。あんたのそのさ、涼しい顔して何でもできますよって態度が大嫌いなのよ。弱いくせに、人並みに傷つくくせに！　その子はあんたが傷つくと泣いちゃうんでしょ。だったらもっと、あたしたちを利用しなさいよ」


    「俺も、戦います」


    　兼亮は前に出て、一郎に決意を伝える。


    「逃げるのはもう、嫌なんです。変身はできないけど……。捨て駒くらいにはなれる……！」


    「へい！　人の話聞いてた!?　あんたが傷つくことで泣いちゃう誰かがいるって言ってんの。捨て駒になるとかゆうな、死ぬなバカ！」


    「……わかった。僕も含め誰も傷つかないために、君たちを頼ろう」


    　言って一郎はポケットへ、両手を入れた。


    　そこから装飾の施ほどこされた大鎌を取り出し、千鳥へと放る。


    「へ」


    「腕だけじゃ振れない。体全体を使い円を描くように振り回せ。ただし一振りごとに隙すきが生まれる。サポートしてもらうといい」


    　次に取り出したマインゴーシュは伊吹へ。ロングソードを兼亮へと渡す。


    「マインゴーシュは左手専用だ。片方の腕だけでも使えるように作られている。ロングソードは両手剣。切るのではなく、叩たたきつけることを意識しろ」


    「はい……！」


    　兼かね亮すけは剣の柄を両手で握って答えた。ずしりと頼もしい重量感がある。


    　蒼あおい瞳を一層輝かせた月つき夜よが、自分の番を待って一いち郎ろうを見つめていた。


    「君も……やるのか」


    　尋ねられ、大きく頷うなずく。


    　一郎は両ポケットから二丁の古式銃を取り出し、グリップを向けて手渡した。


    「装そう塡てんにはコツがいるから、君には難しい。だから弾は一発ずつだ。味方に当てないよう、気をつけろ」


    「うん……！」


    　鬼たちの咆ほう哮こうが、フロア中に轟とどろいた。


    「先の戦闘では、過剰にツノを守っていた。奴らの弱点は恐らくツノだ。ツノを切り落とせ」


    　一郎は四人に伝える。


    　迫り来る鬼に向かって、それぞれ武器を構えた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「鬼退治いくぜえ！」


    　伊い吹ぶきは動かせる左手だけでマインゴーシュを振り上げ、白鬼へ駆ける。


    　その後ろを走る千ち鳥どりが尋ねた。


    「あんた、剣使えんの？」


    「当然っしょ。剣は殺た陣てのきほ……ぶっ──」


    　よそ見した伊吹は白鬼の拳に当たり、敢あえなくタイルに叩きつけられた。


    「え、うそっ!?　弱っ！」


    　迫る白鬼に千鳥は大鎌を振る。


    　その切っ先は、太い腕に刺さるが浅く、鬼の動きを止めるには及ばない。


    「ゴオオオオッ」


    「ぎゃあああっ」


    　白鬼の手の平が千鳥へと届く、その直前。復活した伊吹が刺さったままの鎌の刀身へ、マインゴーシュをぶつけた。


    　──カキン、と金属音の響いたあとに、刃の合わさった部分から炎が吹き上がる。


    　鎌の湾わん曲きよくを滑らせて、伊吹は炎で包んだマインゴーシュで、鬼の腕を焼き切った。


    「ンオアアアッ……！」


    「今だ！　王妃、ツノを！」


    　伊い吹ぶきの合図で、千ち鳥どりは白鬼の頭部へ今一度大鎌を振り下ろす。


    　しかし、体の小さな千鳥によって振られた鎌の切っ先は、頭へではなく、鬼の首へと突き刺さった。


    「……あっ。ごめん、届かない……！　うぎゃ──」


    　愕がく然ぜんとした千鳥の額ひたいを踏み台にして、伊吹は跳はねた。


    「問題ねえ……！」


    　そしてそのまま、千鳥の突き刺した鎌の柄を裸足はだしで駆け上る。


    　鬼の頭上にまで飛び上がった伊吹は、その一本角を、横一線で切り落とした。


    　絶叫を上げ、白鬼は倒れる。


    「っしゃあああっ！」


    　一人立つ伊吹の雄お叫たけびが、鬼よりも先に倒れていた千鳥の耳に届いた。


    　心配そうにその顔を覗のぞき込むスノーホワイトに、千鳥が呟つぶやく。


    「……ああもう……。ちょっと泣いちゃいそうだわ……」


    　──ズダアン。


    　一方、もう一体の白鬼の元で、発砲音は轟とどろいた。


    　白鬼の頭上で蛍光灯が割れ、破片を散らす。


    「……おお」


    　硝しよう煙えんの上がる銃を見つめて、月つき夜よは感嘆の声を漏もらした。


    　銃声に怯ひるんだ白鬼のすねを目掛け、兼かね亮すけは力一杯ロングソードを叩たたきつけた。思った通りに切れはしない。しかし痛みに足を引いた白鬼は悲鳴を上げ、バランスを崩す。


    　相手の目を見る。動きを見る。何をするか、どの手が来るか。つぶさに可能性を探り、相手の行動を予想する。流れを作れと、一いち郎ろうは言った。


    　相手を、こちらのペースに引き[image: ]ずり込む──！


    　しかし横よこ薙なぎに振るわれた剣の刀身を、白鬼は太い腕を盾にして受け止めた。


    「……っ！」


    　もう一方の腕で兼亮の胴を握り、天井へとぶつける。


    「ゴオオオッ！」


    　天板がひしゃげ、兼亮の眼鏡めがねが、床へと散った。


    　──ズダアン。


    　再び銃声が轟き、鬼は兼亮を放り投げる。


    　弾はその太い胴に当たったようだったが、鬼は倒れなかった。発砲した月夜に目を向け、攻撃対象を変える。


    　銃に装そう塡てんされた弾は一発ずつ。迫る白鬼への対抗手段はもうない。月夜の頭上に巨大な鬼の影がかかった。


    　月つき夜よは銃を投げ付ける。銃は鬼の額ひたいに当たり、カランとタイルに転がった。


    　白鬼が、握り合わせた拳を頭上に掲げる。


    　蒼あおい瞳は無表情のまま、鬼を見上げていた。次の瞬間──。


    「ゴアッ……！」


    　鬼の腹部を貫いて、ロングソードの剣先が覗のぞいた。


    　振り返った鬼の前に立っていたのは、おびただしい血に頭を赤く染めた兼かね亮すけの姿。


    　伸びてきた太い腕をかわし、兼亮はソードを振りかぶった。相手の動きを読む。相手の攻撃を予測する。兼亮は、一いち郎ろうの動きを真ま似ねた。


    　ロングソードを振り下ろし、再び鬼のすねに叩たたきつける。


    　二撃目の衝撃にすねは砕かれ、バランスを失った白鬼は兼亮の前に片かた膝ひざをついた。


    「……誰に手、上げてんだ鬼、この野郎っ……！」


    　兼亮は剣を振り、その一本角を、たたっ切った。


    「ンオオオオッ……！」


    　雄お叫たけびを上げた白鬼は蒸気を上げ、霧散してゆく。


    　その向こうに立つ月夜は、蒼い瞳を兼亮に向けたまま、小首を傾かしげた。


    「……誰？」


    「笠かさ木ぎ……なんですけど……」


    　眼鏡めがねがなければ認識さえしてもらえないのか。兼亮の手からロングソードが零こぼれ落ちる。


    　とはいえ。無事でよかった。


    　霞かすむ視界に月夜の姿を捕らえたまま、兼亮は背中から倒れた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「花、下がっておいで」


    「……いちろー。だいじょうぶか？　はなよみも手伝うか……？」


    　花はな詠よみは心配そうに一郎の背中を見上げた。


    「心配ないよ、花。あんなもの、他愛ない」


    　一郎の見据えた先に、赤鬼が立つ。


    　盛り上がった筋肉。大柄な体。反り立つ二本のツノ。〝赤鬼〟は七年前と同じように、鋭い眼光を一郎に注いだ。


    　一郎はあの夜のように、赤鬼の前へ進み出た。


    「ゴアアアアッ！」


    　赤鬼は雄叫びを上げ、拳を振るう。


    　一いち郎ろうは動じない。恐怖は、感じない。振り下ろされた拳を紙一重で避よける。その打撃がタイルを粉砕したときには、赤鬼の体に、サーベルが突き刺さっている。


    　赤鬼は腕を振り回す。一郎はそれを屈かがんで避けると同時に、ポケットから取り出したレイピアを鬼の腹へ突き入れる。


    「ンガアアッ……！」


    　堪たまらず身を引いた赤鬼は、脇にある商品棚を鷲わし摑づかみにした。


    　天井を削り、商品を散らばらせ、赤鬼は棚を一郎へ向かって振るう。


    　空気を震ふるわす怒ど号ごうが響き、棚の叩たたきつけられたタイルが[image: ]めくれ上がる。


    　しかしそこに、一郎の姿はもうない。赤鬼の攻撃は当たらない。


    　ポケットに手を入れた一郎は、武器を持っているようには見えない。なのに商品棚を振れば振るだけ、それを避けた一郎から、刃物が突き刺された。鬼は困惑し、うろたえる。


    　ゆっくりと前進してくる一郎に気け圧おされ、いよいよ鬼は、踵かかとを下げた。


    　──どうした。


    　一郎は静かに赤鬼を見上げる。


    　──ずいぶんと、必死じゃないか。


    　あの夜。目の前に立つ赤鬼は、もっと大きかった。


    　禍まが々まがしい二本のツノは、絶対的な暴力の象徴のようにそそり立っていた。


    　自分の大切な者を奪った化け物だ。殺してやると、強く願った。


    　なのに自分はあまりに弱く。


    　想いは虚しくから回るだけ。


    　あの日。あの夜。自分は守りたいと願うだけの、小さな少年だった。


    　思い出しては何度も悔やみ、恐怖しては何度も泣いた。


    　そのたびに、剣を振るって錬磨した。


    　二度と、あのような思いをしないために。今度こそは、守れるように。


    「いちろー！」


    　一郎は背に、花はな詠よみの声を聞く。


    「がんばれー！」


    　一郎は笑った。


    　子供たちの声援を受けて、立ち上がるヒーローを思い出す。


    　──ああそうか確かに。守るべき者の前では、格好悪いところなど見せられない。


    　腱けんを切り離された赤鬼が、右腕を垂たらした。


    　振り下ろされた商品棚を足場にして、一郎はゆっくりと足を進める。


    　そして鬼の顔を目の前にして、ブロードソードを振りかぶる。


    　七年の時を経へて、少年は強くなった。


    　今。見下ろす鬼は、こんなにも小さい。


    　──悪い夢よ。


    「さようなら」


    　横よこ薙なぎに振られた一撃によって、二本のツノは切り落とされた。


    　倒れた赤鬼は声を上げ、蒸気を上げて霧散する。


    　着地した一いち郎ろうは、すかさずエルモの元へ走った。再び召しよう喚かんされてはきりがない。狙ねらうはエルモの持つ液晶タブレット──。


    「……圧勝かよ。さすがに面白くねえな」


    　一郎の剣けん戟げきを避よけながら、エルモは後方へと下がる。


    　一郎は距離を詰めて、攻撃を繰り返す。


    「絵描きとしての腕が落ちたんじゃないのか。七年前の鬼の方が、何倍も恐ろしかった」


    「嬉うれしくねえよ。八歳の頃の筆遣いを褒ほめられてもな」


    「……君は、一五歳なのか……」


    　相手に描く暇ひまを与えないがための連撃だったが、エルモはそれを避けながらも液晶タブレットに指先を走らせた。飛び出したのはバスケットボールほどの大きさの球体に、一本線の入った簡易的な落書き。


    「……ボール──？」


    「凶暴だぜ。気をつけな」


    　エルモが呟つぶやいた次の瞬間、一本線が割れて牙きばの並ぶ口が開いた。


    「っ痛つ……」


    　球体に腕を嚙かみつかれ、一郎の攻撃が止まる。


    　その隙すきに距離を取りながら、エルモは言った。


    「村むら瀬せ、一郎だったな。俺は弱い奴の名前を覚えられない。俺が覚えたってことは、貴様は強い。俺の元に来いよ。待遇してやるぜ」


    「……嫌だね。僕は七年前からずっと、あの子のものなんだ」


    「やれやれ、傷つくぜ。昨日から振られてばかりだな。腕一本でも失えば気が変わるか──」


    　再び液晶タブレットへ指を落としたエルモの背に、とん、と何かが触れ動きを止められる。


    「……あ？」


    　振り返ったエルモの瞳に映ったのは、足を前に出した小こ雨さめの姿。


    「部下のしつけがなってねーな。クレーム言いに来たぜ」


    「……ちっ。あのバカ……使えねえな」


    　小雨の回し蹴げりを避けたと同時に、逆方向から一郎のブロードソードが迫る。


    　二対一では分が悪く、エルモは窓際へと追い詰められてゆく。


    「……っ」


    　絵を描くどころか、攻撃を捌さばくことさえままならない。


    　小こ雨さめと一いち郎ろうは息を合わせ、蹴しゆう撃げきと剣けん戟げきを繰り出した。


    　エルモはその全てを避よけ続ける。


    「……すげーなこいつ、なんで当たんねえの……？」


    「君の蹴けりが遅いからだろう」


    「おめえのも当たってねーだろうがっ」


    　小雨の蹴りが空くうを切り、踵かかとの当たった窓ガラスが破砕音を上げ割れる。


    　雨音と共に、強い風がフロアに吹き込んだ。態勢を崩したエルモの一瞬の隙すきを突いて、小雨の足刀が液晶タブレットを蹴り抜く。


    　同時に、一郎は取り出したダガーで、エルモのショルダーバッグのヒモを切り裂さいた。


    「絵本は、返してもらう」


    　一郎は奪ったバッグの中に、四冊の絵本を確認した。


    「……おいおい、交換条件のはずだろうが。『桃太郞』は渡してやったってのによ」


    「ああ。渡したうえで、奪うんだ。悪役らしくていいだろう」


    　夜の町に背を向けて、エルモは呟つぶやいた。


    「悪役の笑うワーストエンドか。……ビルまで買い取ったってのによ。本当に世の中ってのは、弱者に無情だぜ」


    　言下にエルモは両腕を広げた。


    「今回は俺の負けだ。また会おう、村むら瀬せ一郎」


    　その体が背中から、雨降る空に傾いていく。


    「！」


    　一郎と小雨は、エルモの飛び降りた窓際へ駆け寄った。


    　見下ろした町並みを背景に、一匹のアロワナが浮遊している。


    「……あれ、あいつの魚だよな」


    「あの魚は人を食って運搬する。……どうやら、逃げられたようだ」


    　真っ白なアロワナは雨降る夜の空を、音もなく泳いでいった。


    



    「こさめ！」


    　振り返った小雨に、花はな詠よみが抱きついた。


    「お、元気になったみてーだな、ちびすけ」


    　花詠の頭を撫なで、小雨は笑った。


    「うん。いちろーとはなかなおりした！　あのな？　はなよみは生きてもいいって。いちろーが守るからな？　よわくてもいいって！」


    「そうか、よかったじゃねーか」


    　花詠の頭に、もうツノは生はえていない。代わりに、小こ雨さめから貰もらったキツネ面と、傷テープの巻かれた髪飾りが留とめられている。


    　二人の様子を眺めながら、一いち郎ろうは「夏なつ苅かり小雨」と名前を呼んだ。


    「僕ひとりでは、守れなかったかもしれない。恩に着る」


    「なっ、何だよ！　らしくねーぞ。気持ち悪ぃな……」


    　小雨は顔を赤くして、そっぽを向く。


    　見るも無惨に破壊されたフロアで、伊い吹ぶきは千ち鳥どりに正座させられていた。その少し離れたところでは、月つき夜よが兼かね亮すけを揺さぶっている。本日二度目の気絶をした兼亮を除いては、皆、無事であるらしい。


    　フロアには再び、雨音の響く寂せき寞ばくが訪れた。


    　割れた窓から、点々と明かりの灯ともる夕ゆう陽ひヶが丘おかの町が見下ろせる。この雨では、灯とう籠ろう流しも中止となってしまっただろう。しかしそれでも、花はな詠よみはかまわなかった。


    　小雨と手を繫つないだまま、もう一方の手を、包帯の巻かれた一郎の手の平へ忍ばせた。


    　恐る恐る、その指先を握る。生まれたばかりの頃、一郎の小指をその手で、握ったように。


    　気づいた一郎が、そっと握り返してくれる。


    　それがとても、嬉うれしかった。

  



  
    　エピローグ　開演


    



    　トレーラーのフロントガラスに当たる雨粒は、すぐにワイパーによって拭ぬぐわれた。


    　隣町へ向かう夜の車道に人ひと気けはなく、降りだした雨も相まって、見通しは悪い。


    　キャップを被かぶった運転手の燻くゆらせる紫煙に、助手席に座る眼鏡めがねの男性は顔を顰しかめた。


    「おい、煙草を吸うなら窓を開けろと言っているだろう」


    　運転手は煙草を咥くわえながら、言い返す。


    「仕方ないだろう。雨が降ってんだから、これ以上開けたら濡ぬれちまう」


    「じゃあ吸うな。同乗する禁煙者の身にもなってみろ。これだからおまえと同じ班になるのは嫌だったんだ。おまえにはな、思いやりってものが──」


    「へいへい、わかった、わかったよ。消しゃあいいんだろ。うるせえな」


    　キャップの男は不承不承の態ていで車内の灰皿を引き出し、点つけたばかりの煙草を揉もみ消した。


    　ラジオからは、リクエストされた明るいポップスが流れてくる。


    　不意にキャップの男は、急ブレーキをかけた。


    　眼鏡の男は手に持つバインダーから顔を上げて、キャップの男へ尋ねる。


    「どうした」


    「見ろ……道の真ん中に女の子が倒れてる」


    　トレーラーのヘッドライトに照らされて、車道に少女が俯うつぶせとなっていた。


    　運転席のドアを開けたキャップの男へ、眼鏡めがねの男は眉まゆ根ねを寄せる。


    「人助けもいいが、勤務中だぞ。それを忘れるなよ」


    「わかってるさ。相変わらず冷たい奴だな、おまえは」


    　キャップの男は答え、雨降る道路へと駆けてゆく。


    　俯せに倒れていた少女は、声をかけるとすぐに体を起こした。


    「大丈夫か？　どうしたんだ、一体」


    「……あの……ここは……？」


    　少女は十代半ばであるようだった。差し出された手を握り、怯おびえた瞳で男を見上げる。


    「……ここはどこでしょうか。私、一体何を……？」


    「……訳ありだな。乗ってくか。どっか交番で下ろしてやろう」


    　男は言い、雨に濡ぬれる少女の頭に、キャップを被かぶせた。


    



    「ちょっと、交番寄ってくからな」そう言って男は少女を、運転席と助手席の間に座らせた。


    「交番？」と眼鏡の男は、少女の方を見ながら怪け訝げんそうに眉根を寄せる。


    「どうした。何があったんだ、一体」


    「……」


    「おい、何とか言ったらどうだ」


    　じっと俯いたまま答えない少女を見かねて、代わりに運転席の男が答える。


    「やめろって。そう詮索すんなよ。訳ありだぜ、訳あり」


    「訳あり……？」


    　雨降る中を、トレーラーは、隣町へと続く大きな橋へ入っていく。ラジオの番組は移り変わり、平板な口調のアナウンサーが、他県で起きた火事のあらましを伝えていた。


    『──一度外へ避難した中なか田たさんは、逃げ遅れた母親を助けようと再び屋内へ戻り、被害に遭ったと見られています。重度の火傷やけどを負い、搬送先の病院で死亡が確認されました』


    「酷ひどいもんだな」


    　男はハンドルに手を添えながら、顔を顰しかめる。


    「優しい人間から死んでいく。世の中っては無情だぜ」


    「……お母さん……熱い……」


    　ぽつりと、少女は静かに呟つぶやいた。


    「ああ？　どうした、暑いか？　暖房切るか？」


    「熱い、熱いよ……！　お母さん、お母さん、どこ──？」


    　少女は徐々に声のトーンを上げ、とうとう叫びだして足をじたばたさせる。


    　男は前方に目を向けながら、慌てて声をかけた。


    「どうした？　大丈夫か？　おい、この子、落ち着かせろ──っな!?」


    　ちらりと横目に見た少女の足元から煙が上がり、燃え始めていた。


    　その次の瞬間、炎は少女の全身を包み、燃え上がる。


    「うおおおい!?」


    　男は驚きよう愕がくの声を上げる。しかしその体は、まるで暗示でもかけられたかのように、運転をやめようとはしない。


    　ハンドルを握ったまま叫ぶ男を、眼鏡めがねの男は不思議そうに見つめていた。


    「おまえ、一体どうしたんだ……？　さっきから変だぞ」


    「早く何とかしてくれ、この女の子を──！」


    　しかし、二人の会話は嚙かみ合わない。


    　一方の見えているものが、もう一方には見えていなかった。


    「……女の子？　そんなもの、どこにもいないぞ」


    「はあ!?　いるだろ、ここに！　さっき俺が連れてきた──」


    「夢でも見てるのか？　おまえは女の子なんて、連れてこなかったじゃないか……？」


    「お母さん！　おがあさん！　おがあああ……！」


    　炎上した少女は、運転する男へと襲いかかった。


    　少女から燃え移った炎が、男の体を焼き始める。男は絶叫し、ハンドルを切った。


    「いいから早くこいつを、何とかしろおおおおっ！」


    　急ハンドルの切られたトレーラーは、橋の欄干を破壊し、川の水面へと転落していった。


    



    　人ひと気けのない橋の上には、雨音だけの響く静寂に包まれる。


    　トレーラーの落ちていく様子を、クチバシの尖とがった仮面がじっと、見つめていた。黒い外がい套とうに黒いハット。その手に持つ傘かさもやはり、黒かった。


    　男の隣に、雨具を着た夏なつ苅かり小こ雨さめが着地した。


    「ずいぶんと派手にやったな──〝先生〟」


    「お帰りなさい、小雨。ご苦労様でした」


    　ふしゅう、と口元から白煙を散らし、仮面の男は答えた。


    「あのトラック、何なの？　何が積まれてたんだよ」


    「村むら瀬せ家から運び出された、〝返却用ハンコ〟です」


    　小雨は〝先生〟から、キャップを受け取る。運転手が被かぶり、少女へと渡されたキャップには、株式会社ピース・オブ・マインドを示す〝ＰＯＭ〟のロゴが入っていた。


    「子供たちが物語を紡つむぐに当たって、最も邪魔な二つの要素。わかりますか？　小雨」


    「……？　さあ」


    「両親と、警察です。法が、モラルが、物語を窮きゆう屈くつにする」


    「これ、会社のロゴじゃん。警察じゃねえよ」


    「警察以上の力を持つ勢力など、子供たちの物語を読みたい私にとっては、邪魔なだけです。全く面倒なものが出てきました。エルモ・ストーンヘブン。あの子は昔から問題児だった」


    　──ふしゅう。巻き散らされた白煙が、雨に溶けてゆく。


    「それはそうと。いかがでしたか」


    「……ああ、それがすまねえ、〝先生〟。ずっとついていたけど『桃太郞』は奪えなかった。つうか、もうあの絵本を奪ったところで、村むら瀬せを引き込むことはできねーよ」


    「おや、何か物語がありそうですね。それは聞くのが楽しみです。第三勢力の介入は想定外でしたが、しかし結果的に事態は動きだしたと言えましょう。〝返却用ハンコ〟を失った彼らは、それぞれが今借りている絵本の〝返却〟ができなくなってしまった。〝延長〟し続けて、いつかは取り憑つかれてしまう。彼らはどうすると思いますか？」


    「……さあ。又貸しして誰かに押しつけたりとか？」


    「さすが小こ雨さめ。あくどいですね。しかしあの子が、その選択を許さないでしょう」


    「あの子？」と小雨は、クチバシの仮面を見上げた。


    「ええ、彼女は極端に悲劇を嫌う。七年前からそうでした。誰もが笑顔に、誰もが幸せになる。彼女はそういった本を好んだ。今や自分が、笑えなくなってしまっているというのに」


    　笑えない、と聞いて、彼が帯おび刀なた月つき夜よの話をしているのだと気づく。


    「さて。誰もが笑顔になるために。仲間たちを取り憑かせないために。蒼あおい目の少女はそのキャップに示された研究施設を頼るのでしょうか。もしかして、私を頼ったりして」


    　笑っているのか、男は肩を震ふるわせ、傘かさを持ったまま両腕を広げた。


    「月夜。ああ、私の愛しい月夜。彼女は悲劇の中、ハッピーエンドを求めて喘あえぐのでしょう。足あ搔がけば足搔くほど、叶わなかったときの絶望は大きいものです。生温かい笑顔の結末よりも、私はあの子の泣き顔が見たい」


    　小雨は仮面から視線を逸そらし、苦い表情を浮かべた。


    「……あんたも大概あくどいぜ」


    「〝イラストレーター〟などに横取りされてなるものですか。次は直接、会いに行きましょう。私の顔を見れば、きっと驚いてくれる」


    



    　夜空に閃光が走り、静寂を切り裂さいて雷鳴が轟とどろく。


    　闇やみ夜を見つめる仮面の双そう眸ぼうに、緋色が灯ともった。

  



  
    カミツキレイニー


    Kamitsuki Rainy


    



    かぶり物のアルバイトをしていたとき、桃太郎ショーを公演することもありました。僕の役は主に〝みどり鬼〟でした。微妙。
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